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ಛɹू SDGsと地域活性化（1）持続可能な消費と生産

7̎̌̎ �̍

� ಄Τοηʔ／変革する「まち」とそれを活かした力強い長崎県づくりר 中村法道（長崎県知事）
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� ポストコロナ時代のSDGsと持続可能な生産消費 大和田順子（同志社大学　政策学部・総合政策科学研究科
ソーシャル・イノベーションコース 教授 ）

�� ๺ւಓԼ઒ொ バイオマス燃料を核に集落再生 亀田慎司

�� ಙౡݝ 「エシカル消費」を全国へ 熊尾雅彦

��� େ෼ݝӓࢢ٩ 生態系を再生する農業と食 佐藤一彦

�� 持続可能な地域のための SDGs の実践 新田英理子（一般社団法人SDGs市民社会
ネットワーク理事・事務局長 ）

ௐ࿦จج

෭جௐ࿦จ

2020 年౓ ࠃ಺ௐࠪใࠂ　
෋ڕݝࢁ௡市、෋ݝ̴ࢁ スϙーπ࿈合（高Ԭ市）
ゲーム・ｅスポーツを活用したまちおこし
2020 年౓ ࠃ಺ௐࠪใࠂ　
ҵ৓ݝつ͘ ͹市、େࡕ府౦େࡕ市
「今あるもの」の魅力再発見
移住ɾ定住ɾަྲྀਪਐࢧԉ事業　௕࡚ݝ౦൴٩ொ
訪日外国人にお茶体験ツアー

飯塚将次

ฏ೔ಛผηミφー
ʮւ࢜ொオンラΠンθミ ΩッΫオϑηミφーʯ
海士町から見えるこれからの地域づくり・人づくり
ॻ੶঺հ

●東京都檜原村 豊富な森林資源で村づくり 青木亮輔
●神奈川県横浜市 廃棄海藻を活用し地域産品づくり 今村美幸
●富山県滑川市 持続可能な漁業へイワシを活用 酢谷政彦、佐藤裕子
●京都府京都市 「乾燥」で廃棄野菜に新たな価値を 竹井淳平
●和歌山県橋本市 子どもたちの夢や希望を応援 佐藤昌吾
●高知県香美市 「おすそわけ」でもっとつながる地域に 陶山智美
●福岡県北九州市 商店街から始まるまちづくり 梯　輝元
●佐賀県嬉野市 普遍的価値を磨き、持続可能な温泉地に 北川健太
●熊本県熊本市 フェアトレード熊本モデル構築へ 原田彰子

ʲಛूฤͰ͸جௐ࿦จɺશ �� ͸ҎԼͷ௨ΓʳྫࣄΕΔ͞ࡌܝʹʙಛूฤͷΈࡌܝをશͯྫࣄ

��

��

��

��

��

地域ͮ͘Γの現৔かΒ
ಎ໸ބ༗चՐࢁϚΠスλーネットϫーΫ
๺ւಓ༗च܊૖ฝொ
噴火災害から地域を守る

阿部秀彦

ट௕ͷ͍ࢥ

蔵王の山頂から未来を眺望する
 村上英人（宮城県蔵王町長）
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  άϥϏΞ

��� 都道府県漫遊 【秋田県】
ද� 手前みそですが… 【愛媛県鬼北町】

鬼北町

愛
媛
県

���

َ๺町は、࢛ࠃ・Ѫඤ県のೆ੢෦にҐ置し、おと͗࿩にग़てくる
Α͏なࢁཬが広がっています。଍੆Ӊ࿨ւཱࠃ公Ԃにࢦ定され

ている੒઒ܢ୩、日本ޙ࠷のਗ਼ྲྀ࢛ສे઒の࠷大の支ྲྀで͋る広見
઒など、࢛ંقʑの෩情がָしめます。この๛かな自વをੜかし、
ಛ産の༘

㇆

子
㆚

やシイタέ、܀の࠿ഓ、どͿΖくͮくり、َ๺ख़੒き͡
のੜҭなどがߦわれています。
ຖ೥ळには「でちこんか」とい͏おࡇを開催しています。「でちこ

んか」とは「ग़てきませんか」とい͏ҙຯの方ݴで、ଟくの方にࢀՃ
いただいています。
また、શࠃで།Ұ自治体໊に「َ」のࣈがつくことから、ΦンϦー

ワンのऔり૊Έとして「َのまちͮくり」をਪਐしています。町಺ೋ
つの道のӺにはَのモχϡϝントで͋る「َ

ㆈㆫ

Ԧ
ㆈㆄ

ؙ
ㆾ㇋

」と「༘
㇆

َ
ㆌ

ඤ
ㆲ㇁

」がそ
れぞれྟ܅。َのウΥールアート、َの଄ܗ、৯用َ౮、َྻं
（まもなくお໨見͑）など、༷ʑな「َ」が੗

㆙

んでいます。

█鬼北熟成きじ
低カロリー、高タンパクでありな
がら野性味あふれる深い味わい。
冬場の鍋は最高！

█鬼王丸
道の駅森の三角ぼうしに君臨。体重約700㌔。
学業成就・金運アップ・恋愛成就のご利益あり

█でちこんか前夜祭
でちこんかは前夜祭から始まる。全国から太鼓集
団が参集、荘厳な和太鼓演奏が行われる

█鬼のウォールアート
町なかのあちらこちらの壁に鬼が描かれて
いる。こわーい鬼からユニークな鬼まで様々

█どぶろく
低タンパク米でつくる奥四万十ど
ぶろく「きほく」は甘口・辛口の
2種類。すっきりとした味わい

█柚鬼媛
道の駅日吉夢産地に君臨。鬼王
丸の母。身長約5㍍。家内安全・
縁結び・安産祈願のご利益あり

鬼
の
棲
む
ま
ち

鬼
北
町

█
特
産
の
柚
子

香
り
高
く
酸
味
良
好
。
ポ
ン
酢
は
も
ち
ろ
ん
、
ゼ
リ
ー
や

ジ
ュ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
加
工
品
は
様
々
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長
崎
県
は
、
多
く
の
離
島
や
半
島
を
有
し
、
美
し
い
自
然
と
豊

富
な
食
・
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
異
国
の
文
化

を
受
け
入
れ
な
が
ら
海
外
と
の
交
流
に
よ
り
栄
え
て
き
た
歴
史
・

文
化
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
本
県
に
と
っ
て
、
今
年
は
、

長
崎
開
港
４
５
０
周
年
、
県
政
１
５
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
ま
す
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
県
内
で
は
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
す
る
、
１
０
０
年
に
１
度
の
変
革
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
、
長
崎
の
「
ま
ち
」
の
佇た

た
ず

ま
い
や
産
業
構
造

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
新
幹
線
の
開

業
が
間
も
な
く
実
現
し
ま
す
。
長
崎
―
武
雄
温
泉
間
は
「
西
九
州

新
幹
線
」
と
し
て
、
令
和
４
年
秋
の
武
雄
温
泉
駅
で
の
対
面
乗
換

方
式
に
よ
る
開
業
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
県
の

交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
つ
な
げ
る
た
め
、
開
業
効
果
の
県

内
各
地
域
へ
の
波
及
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
力
を
注
い
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
県
と
佐
世
保
市
が
中
心
と
な
り
進
め
て
い
る
特
定
複
合

観
光
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
に
つ
い
て
は
、
九
州
・
長
崎
な
ら
で
は
の
ア

ジ
ア
と
の
近
接
性
や
、
海
に
面
し
、
島
を
活
か
す
こ
と
の
で
き
る

特
長
な
ど
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
誘
致
を
進
め
て
お
り
、

実
現
し
た
場
合
、
そ
の
経
済
波
及
効
果
は
最
大
４
２
０
０
億
円
、

雇
用
創
出
効
果
は
最
大
３
万
６
０
０
０
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｒ
整
備
は
本
県
だ
け
で
な
く
、
九
州
全
体
の
地
域
経
済
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
地
方
創
生
の
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え
、
引
き
続
き
、
全
力
で
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
長
崎
駅
周
辺
に
お
い
て
は
、
長
崎
本
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
や
新
駅
ビ
ル
の
整
備
に
加
え
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

等
を
一
体
的
に
備
え
る
長
崎
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
「
出
島
メ
ッ
セ

長
崎
」、
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
・

商
業
施
設
等
を
一
体
的
に
整
備
す
る
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
複
数
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
時
に

進
行
し
て
お
り
、「
ま
ち
」
が
劇
的
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
国
初
の
国
立
公
園
や
世
界
遺
産
な
ど
豊
富
な
観
光

資
源
を
有
す
る
島
原
半
島
で
も
、
宿
泊
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
動
き
が
活
発
化
す
る
ほ
か
、「
稼
げ
る
農
業
」
を
目
指
し
た
農
地

の
基
盤
整
備
等
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
離
島
地
域
で
は
、
洋
上

風
力
発
電
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
離
島
間
物
流
の
実
証
実
験
、リ
ゾ
ー

ト
型
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受
け
入
れ
な
ど
地
域
課
題

解
決
に
向
け
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
県
で
は
「
人
・
産
業
・
地
域
を
結
び
、
新
た
な

時
代
を
生
き
抜
く
力
強
い
長
崎
県
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
令

和
７
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
「
長
崎
県
総
合
計
画
チ
ェ
ン
ジ
＆

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
５
」
を
新
た
に
策
定
し
、
今
年
度
か
ら
取
り

組
み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
人
材
を
育
て
、
未
来

を
切
り
拓
く
」「
産
業
を
育
て
、
し
ご
と
を
生
み
出
す
」「
希
望
の

あ
る
ま
ち
を
創
り
、
明
日
へ
つ
な
ぐ
」
の
三
つ
の
柱
の
下
、
社
会

や
時
代
の
潮
流
を
見
据
え
つ
つ
、
本
県
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
対
策
を
中
心
と
し
た
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と

と
も
に
、県
内
各
地
域
で
生
じ
つ
つ
あ
る
大
き
な
変
革
の
流
れ
を
、

県
勢
の
発
展
に
し
っ
か
り
と
結
び
付
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

加
え
て
、Society5.0

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
産
学
金
官

協
働
で
推
進
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
や
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
等
に
向
け
た
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
構
築
な
ど

に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
も
見
据
え
た
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
５
年
間
は
、「
ま
ち
」
の
佇
ま
い
や
産
業
構
造
が

大
き
く
変
革
す
る
、
本
県
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期

で
あ
り
、「
つ
な
が
り
、
さ
さ
え
、
つ
く
ろ
う
長
崎
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
市
町
、
民
間
、
大
学
等
と
の
連
携
・
協
働

を
図
り
な
が
ら
、
県
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
新
た
な
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
力
強
い
長
崎
県
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

中村　法道௕࡚ݝ஌ࣄ

変革する「まち」と
それを活かした力強い長崎県づくり
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ફ
͕
޿
͕
る
̨
̙
̜
͂

２
０
２
１
年
度
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
選
定
」
が
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
室
よ
り
５
月
21
日
に
公
表
さ
れ
た
。

今
回
は
31
自
治
体
が
選
定
さ
れ
、累
計
で
１
２
４
団
体（
う

ち
都
道
府
県
は
14
）
と
な
っ
た
。
同
室
の
資
料
に
よ
れ
ば

２
０
２
０
年
９
月
の
調
査
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い

る
自
治
体
は
54
・
５
％
に
の
ぼ
り
、
前
年
の
19
・
５
％
か

ら
35
㌽
も
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
朝
日
新
聞
の
全
国
調
査
（
回
答
５
千
人
）
に
よ

れ
ば
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
」
と
い
う
問
い
に
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
で

45
・
６
％
に
の
ぼ
り
、
年
代
別
で
み
る
と
「
15
〜
29
歳
」

が
52
・
１
％
で
最
も
高
い
。
職
業
別
で
は
、
管
理
職

（
65
・
4
％
）
と
学
生
（
60
・
０
％
）
が
高
い
。

筆
者
が
担
当
し
て
い
る
同
志
社
大
学
政

策
学
部
の
講
座
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
論
」

で
４
月
に
履
修
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
（
回

答
２
２
８
人
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
い
く
つ
か

の
目
標
に
関
心
が
あ
り
実
践
し
て
い
る
」

は
41
・
２
％
に
の
ぼ
り
、「
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
」

の
57
・
０
％
と
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
全
員

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
お
り
、
す
で
に
多

く
の
大
学
生
が
何
ら
か
の
実
践
を
行
う
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
把
握
で
き
た
。

ち
な
み
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
目
標
の
う
ち
、

関
心
が
高
い
上
位
３
項
目
は
「
目
標
５
：

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」（
55
・

３
％
）、「
目
標
１
：
貧
困
を
な
く
そ
う
」

（
50
・
０
％
）、「
目
標
10
：
人
や
国
の
不

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
�
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ϙ
ε
τ
ί
ϩ
φ
࣌
୅
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ͱ

持
続
可
能
な
ੜ
࢈
ফ
අ

―
ロ
ー
カ
ル
で
実
践
し
た
知
恵
を
他
地
域
や
海
外
と
共
有
へ
―

େ
࿨
田
　
ॱ
子

ಉ
ࢤ
ࣾ
େ
ֶ
ɹ
੓
ࡦ
ֶ
෦
ɾ
૯
߹
੓
ࡦ
Պ
ֶ
ݚ
ڀ
Պ

ι
ー
γ
Ỿ
ϧ
ɾ
イ
ϊ
ϕ
ー
γ
ἀ
ϯ
ί
ー
ス
ڭ
त

චऀϓϩϑΟʔϧ

େ࿨ా�ॱࢯࢠ
ʢ͓͓Θͩɾ͡ΎΜ͜ʣ

学習院大学文学部哲学科、宮城大学事業構想学研究
科後期博士課程修了。博士（事業構想学）。1982 年、
東急百貨店入社後、東急総合研究所に出向「百貨店人
のためのエコロジーハンドブック」を制作。その後、
ボディショップ（イオングループ）にて 3R、フェアト
レード、ジェンダーなどに関する社会変革キャンペー
ンを統括。2002 年にロハスを日本に紹介。2014 ～ 19
年度「世界農業遺産等専門家会議」委員。2021 年 4月
より現職。専門は農山村地域におけるソーシャル・イ
ノベーション。地域力創造アドバイザー、消費生活ア
ドバイザー、環境カウンセラー。主な著書は、「ロハス
ビジネス」「アグリコミュニティビジネス」（単著）、「新
コモンズ論」「SDGs とまちづくり」など。
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平
等
を
な
く
そ
う
」（
47
・
０
％
）。
一
方
で
、「
目
標
12
：

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
は
22
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
半
数
近
く
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言

葉
を
知
り
、
特
に
大
学
生
な
ど
若
い
層
で
関
心
が
高
く
、
ま

た
、半
数
以
上
の
自
治
体
で
推
進
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ε
ς
ồ
Ϋ
ϗ
ϧ
μ
ồ
૯
ࢀ
Ճ
に
Α
る
ਪ
ਐ

日
本
政
府
は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た
政
府

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針
改
定
版
」
で
11
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
別
に
指
針
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
消
費
者
に

対
し
て
は
「
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
12
（
生
産
・
消
費
）
の
観
点

か
ら
は
、
消
費
者
が
、
環
境
に
対
す
る
負
荷
が
低
く
循
環

型
経
済
へ
の
移
行
に
資
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
消
費
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
、
健
全
な
市
場
の
実
現
に
加
え
、
経
済
・

社
会
の
仕
組
み
作
り
と
啓
発
を
促
進
す
る
」
と
あ
る
。

自
治
体
に
対
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し
た
地

方
創
生
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
組
織
体

制
の
整
備
や
地
域
事
業
者
等
を
対
象
に
し
た
登
録
・
認
証

制
度
の
構
築
な
ど
に
加
え
、「
各
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

自
然
資
源
や
都
市
基
盤
、
産
業
集
積
等
に
加
え
て
、
文
化
、

風
土
、
組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
様
々
な
地
域
資
源
を

活
用
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
『
地
域
循
環
共

生
圏
』
の
創
造
に
取
り
組
む
等
、
自
治
体
に
お
け
る
多
様

で
独
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ί
ϩ
φ
͕
΋
た
Β
͠
た
Ө
ڹ

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
の

制
定
か
ら
５
年
が
た
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
２
０
１
９
年

９
月
、国
連
に
お
い
て
開
か
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
」

は
、
行
動
の
10
年
と
し
て
２
０
２
０
年
か
ら
本
格
的
な
行

動
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
む
し
ろ
目
標
に
よ

っ
て
は
後
退
し
て
い
る
。
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
報
告
２
０
２
０
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
感
染
症
の
た
め

に
世
界
の
貧
困
は
こ
の
数
十
年
で
初
め
て
増
加
し
、
２
０

２
０
年
に
は
、
新
た
に
７
１
０
０
万
人
が
極
度
の
貧
困
へ

と
追
い
や
ら
れ
（
目
標
１
：
貧
困
）、
食
料
シ
ス
テ
ム
の

新
た
な
脅
威
と
な
り
（
目
標
２
：
飢
餓
）、
都
市
封
鎖
（
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
に
よ
り
女
性
と
女
児
に
対
す
る
暴
力
の
リ

ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
（
目
標
５
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
い

う
。一

方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
持
続
可
能
な
未
来
を
実
現
す

る
復
興
計
画
を
策
定
す
る
機
会
（
目
標
12
：
生
産
消
費
）

と
な
り
、
２
０
２
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
は
６
％
減
少
す

る
見
込
み
（
目
標
13
：
気
候
変
動
）
で
、
人
間
の
活
動
の

劇
的
な
減
少
は
、
海
洋
が
回
復
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
可

能
性
（
目
標
14
：
海
の
生
態
系
）
が
あ
る
と
い
っ
た
プ
ラ

ス
の
側
面
も
あ
る
。

࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
։
ൃ
の
৽
ఆ
ٛ

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
持
続
可
能
な
開

発
」（sustainable developm

ent
）
の
意
味
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
国
連
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）
に
よ
る
１
９
８

７
年
の
報
告
書
に
示
さ
れ
た
「
将
来
の
世
代
の
欲
求
を
満

た
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代
の
欲
求
も
満
足
さ
せ
る
よ
う
な

開
発
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
大
学
の

蟹
江
憲
史
教
授
ら
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
地
球
シ
ス
テ
ム

の
転
換
期
に
あ
る
現
在
、「
現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
の

人
類
の
繁
栄
が
依
存
し
て
い
る
地
球
の
生
命
維
持
シ
ス
テ

ム
（Earth’s life-support system

）
を
保
護
し
つ
つ
、

現
代
の
世
代
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開
発
」
と
再

定
義
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
地
球
の
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
「
経
済
」「
社

会
」「
環
境
」
と
い
う
三
つ
の
主
要
素
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
モ
デ
ル
」
は
こ
の
概
念
を
表
し

て
い
る
。
経
済
の
成
長
に
は
社
会
的
活
動
が
不
可
欠
で
、

そ
の
社
会
の
維
持
に
は
自
然
資
本
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

࣋
ଓ
Մ
ೳ
ͳ
ੜ
産
ফ
අ
と
͸

今
回
の
特
集
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
持
続
可
能
な
生
産
と

消
費
、
す
な
わ
ち
「
目
標
12
：
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責

任
」
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
自
然
資
本
や
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
維
持
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

目
標
12
は
11
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
運
営
や
消
費
行
動
に
関
わ
り
の
深
い
項
目
で
は
、

天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
及
び
効
率
的
な
利
用

（
12
・
２
）、
食
料
の
廃
棄
を
半
減
（
12
・
３
）、
廃
棄
物

の
発
生
の
大
幅
削
減
（
12
・
５
）、
持
続
可
能
な
公
共
調

達
の
促
進
（
12
・
７
）、
持
続
可
能
な
開
発
お
よ
び
自
然

と
調
和
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
情
報
と
意
識

特�集
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（
12
・
８
）、
地
方
の
文
化
振
興
・
産
品
販
促
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
観
光
業
（
12
・
ｂ
）
な
ど
で
あ
る
。

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
消
費
者
庁
に
よ
れ
ば
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と

は
「
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
な
ど
を
含
む
、
人
・
社
会
・

地
域
・
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
の
こ
と
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
、
社
会
的
な
課
題
に
気
付
き
、
日
々
の
買

い
物
を
通
し
て
、
そ
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
自
分
は

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
。」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
に
欧
州
で
始
ま
っ
た
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
や
、
１
９
８
０
年
代
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
な
ど
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に

実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
本
稿
の
後
半
で
は
消
費
地
と
生
産

地
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

都
市
部
で
の
事
例
： 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る
イ
ベ
ン
ト

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
（
ロ
ハ
ス
）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。Lifestyles of H

ealth and Sustainability

の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、健
康
と
環
境
（
持
続
可
能
性
）

に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代

後
半
に
米
国
で
生
ま
れ
、
２
０
０
２
年
に
筆
者
が
日
本
に

紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
国
内
で
は
２
０
０
５
年
ご
ろ
に
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
阪
で
は
２
０
０
６
年
か
ら
万
博
記
念
公
園
で
「
ロ
ハ

ス
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
み
ん
な
が
身
近
な
こ
と
か
ら
楽
し
ん
で
実
践

で
き
る
ロ
ハ
ス
・
エ
コ
」
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

芝
生
公
園
に
約
７
０
０
の
出
展
者
（
衣
食
住
・
雑
貨
、
飲

食
移
動
販
売
車
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
）
が
あ
り
、

主
に
家
族
連
れ
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
一
日
を
過
ご
す
人

気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
開
催
地

は
東
京
、
広
島
市
、
兵
庫
県
・
淡
路
島
と
増
え
、
２
０
１

９
年
は
福
岡
市
で
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

来
場
者
数
は
２
０
１
９
年
の
万
博
公
園
の
場
合
、
春
秋

14
日
間
で
計
29
万
６
千
人
で
あ
る
。
来
場
者
（
万
博
公
園
・

春
）
の
横
顔
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
８
割
が
女
性
で
、

年
代
別
で
は
30
代
40
％
、40
代
34
％
、住
ま
い
は
府
内
63
％
、

兵
庫
県
16
％
、
京
都
府
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ハ
ス
・
エ
コ
行
動
と
し
て
は
「
マ
イ
食
器
・
マ
イ
バ

ッ
ク
を
持
参
さ
れ
て
い
る
人
」
が
88
％
と
大
変
高
い
。
期

間
中
に
回
収
さ
れ
た
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
は
４
８
０
㍑
、

牛
乳
パ
ッ
ク
は
１
１
０
㌔
㌘
（
約
３
６
６
６
枚
）。
環
境
省

が
推
進
す
る
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
」
は
２
１
８
７
人

が
宣
言
し
て
い
る
。
会
場
で
使
用
す
る
電
力
は
、
回
収
し

た
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
か
ら
発
電
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
啓
発
に
２
０
１
９
年
度
か

ら
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
４
月
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
た
。
目
標
別
で
は

全
17
に
関
し
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
特

に
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
以
下
の
取
り
組
み
で
あ

る
。「
目
標
３
：
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
で
は
、

フ
ェ
ス
タ
の
出
展
者
そ
の
も
の
が
素
性
の
わ
か
る
食
品
や

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
産
品
中
心
な
の
で
、
全
体
と
し
て
３
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。「
目
標
４
：
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

で
は
、
会
場
内
で
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

や
キ
ッ
ズ
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
を
行
っ
て
い

る
。「
目
標
５
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」で
は
、

女
性
の
出
展
者
が
多
く
、
女
性
の
生
き
が
い
や
能
力
を
発

揮
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
目
標
12
：
つ
く
る
責
任
つ

か
う
責
任
」
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
啓
発
活
動
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
意
識
・
行

動
調
査
の
実
施
な
ど
可
視
化
が
期
待
さ
れ
る
。

農
村
部
で
の
事
例
： 

農
業
遺
産
認
定
地
域
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

次
に
、
生
産
地
で
あ
る
農
山
村
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
世
界
農
業
遺
産
認
定
地
域
に
お
け
る
認
証
制
度
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
が
認
定
す
る
「
世
界

農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）」
は
、「
社
会
や
環
境
に
適
応

し
な
が
ら
何
世
代
に
も
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
性

の
あ
る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
に
密
接
に
関
わ

っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
及
び
シ
ー
ス
ケ େࡕ・ສതه೦ެԂͰ։͔ΕͨʮϩϋεϑΣελʯ
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ー
プ
、
農
業
生
物
多
様
性
な
ど
が
相
互
に
関
連
し
て
一
体

と
な
っ
た
、
将
来
に
受
け
継
が
れ
る
べ
き
重
要
な
農
林
水

産
業
シ
ス
テ
ム
を
認
定
す
る
制
度
」
で
あ
る
。

国
内
で
は
２
０
１
１
年
に
新
潟
県
・
佐
渡
と
石
川
県
・

能
登
が
認
定
さ
れ
、
現
在
11
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認
定
地
域
は
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
物
多
様
性
の
観
点
を
盛

り
込
ん
だ
地
域
独
自
の
認
証
制
度
と
し
て
宮
城
県
・
大
崎

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
目

標
12
と
「
目
標
15
：
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」
を
組
み
合

わ
せ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

大
崎
地
域
は
２
０
１
７
年
に
「
持
続
可
能
な
水
田
農
業

を
支
え
る
大
崎
耕
土
の
伝
統
的
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
で
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
に
認
定
さ
れ
た
が
、
２
０
１
９
年
度
に
「
世
界

農
業
遺
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
」
を
創
設
し
た
。
同
地
域

で
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
、
環
境
や
生
き
も
の
に
配
慮
し

た
農
業
や
、
首
都
圏
の
生
協
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
行
っ

て
き
た
が
、
産
地
と
消
費
者
が
連
携
し
、
共
に
持
続
可
能

な
農
業
・
産
地
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

初
年
度
は
「
米
」
の
認
証
を
行
っ
た
が
、
サ
サ
ニ
シ
キ

や
ひ
と
め
ぼ
れ
、
さ
さ
結
び
な
ど
古
川
農
業
試
験
場
で
育

種
さ
れ
た
品
種
に
限
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
認
証
の
必
須

要
件
に
は
、「
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
に
つ
い
て
、
宮

城
県
慣
行
栽
培
比
５
割
以
下
に
抑
え
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。

初
年
度
の
認
証
に
は
３
４
２
人
が
参
加
し
、
６
３
０
㌶

の
水
田
で
栽
培
が
行
わ
れ
、
約
３
０
２
０
㌧
の
米
が
認
証

さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
度
は
３
７
０
人
、
６
７
８
㌶
、
約

３
２
５
０
㌧
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、同
地
域
で
は
「
大
崎
耕
土
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
エ
ス
ト
」

と
い
う
、
大
崎
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
農
業
遺
産
関
連

の
取
り
組
み
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
テ
キ
ス
ト
を
昨
年
度

に
制
作
し
た
。
ク
エ
ス
ト
は
探
究
で
あ
る
が
、
米
、
水
利
、

食
文
化
、
屋
敷
林
、
田
ん
ぼ
の
い
き
も
の
の
五
つ
を
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
今
年
度
は
複
数
の
大

学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

や
、
９
月
４
〜
５
日
に
開

催
さ
れ
る
「
全
国
農
泊
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
城
大
崎
大

会
」
の
農
業
遺
産
分
科
会
や
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
12
番
は
、

自
然
資
本
で
あ
る
目
標
15
（
陸
の
生
態

系
）
や
14
（
海
の
生
態
系
）
な
ど
に
支

え
ら
れ
て
お
り
、
都
市
農
村
交
流
活
動

や
エ
シ
カ
ル
消
費
を
通
じ
て
、
消
費
者

に
そ
の
価
値
を
し
っ
か
り
伝
え
た
い
も

の
で
あ
る
。

̨
̙
̜
͂
の
ࡾ
ͭ
の
ϙ
Π
ϯ
τɹ

ま
と
め
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
な
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
改
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
自
然
資
本
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
二
つ
め
は
、
環
境
・
社
会
・

経
済
の
３
側
面
か
ら
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
し
て

三
つ
め
は
多
世
代
で
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
多
世
代
と

は
、
子
供
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
が
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て

祖
先
の
取
り
組
み
に
学
び
、
未
来
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

自
然
資
本
は
農
山
漁
村
に
あ
る
。
森
や
草
原
、
海
・
川
・

湖
沼
、
田
ん
ぼ
や
自
然
で
生
き
も
の
と
触
れ
合
い
、
地
域

の
人
と
語
り
合
い
、
共
に
汗
を
か
く
。
持
続
可
能
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

源
泉
は
農
山
漁
村
に
こ
そ
あ
る
と
思
う
。
都
市
に
暮
ら
し

な
が
ら
も
農
山
漁
村
に
思
い
を
馳は

せ
、
交
流
の
機
会
を
つ

く
る
。
そ
し
て
農
山
漁
村
が
育
ん
で
き
た
知
恵
で
世
界
の

農
山
漁
村
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
は
私
た
ち
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
糧
の
自
給
力
を
高
め
る
こ
と
、
地
域
で
循
環

す
る
経
済
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し

て
10
年
後
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
私
た
ち
に
も
う
一
度
、

ロ
ー
カ
ル
を
重
視
す
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
う
。

「T
hink globally and A

ct locally

」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
け
て
「T

hen Share locally 
and globally

」
を
加
え
た
い
。
地
球
規
模
で
考
え
、
ロ

ー
カ
ル
で
実
践
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
恵
を
他
の
地
域

や
海
外
と
共
有
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

େ࡚ߞ౔4%(T クΤετͷϖʔδ
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特�集
৿
ྛ
Λ
༨
͢
͜
と
ͳ
͘
࢖
͏

北
海
道
北
部
に
位
置
す
る
下
川
町
は
、
国
内
で
も
特
に

寒
い
地
域
に
あ
り
、
厳
冬
期
に
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
に
も
な

る
。町
の
面
積
の
お
よ
そ
90
％
は
森
林
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

１
９
０
１
年
に
岐
阜
県
か
ら
の
入
植
者
に
よ
っ
て
開
拓
が

始
ま
っ
た
。
農
業
や
林
業
・
林
産
業
、
鉱
業
を
基
幹
産
業

と
し
て
発
展
し
、
最
盛
期
の
１
９
６
０
年
の
人
口
は
１
万

５
０
０
０
人
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
基
幹
産
業
の
衰

退
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
み
、
１
９
８
０
年
に
は
人

口
が
約
半
数
に
ま
で
激
減
し
、
地
域
の
活
力
は
著
し
く
失

わ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
の
財
産
で
も
あ
る
森
林
を
持
続
的

に
活
用
し
な
が
ら
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
地

域
産
業
の
衰
退
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
着

手
。
２
０
０
１
年
に
は
「
森
林
共
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
森
林
資
源
を
余
す
こ
と
な
く
使
う
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

◆◆◆

ࠃ
༗
ྛ
෷
͍
Լ
͛
͕
ܖ
ػ
に

今
日
ま
で
続
く
「
森
林
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

１
９
５
３
年
に
１
２
２
１
㌶
の
国
有
林
払
い
下
げ
を
受
け

た
こ
と
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。
以
来
、
地
域
の
雇
用

安
定
化
と
木
材
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、「
伐き

っ
た
ら
必

ず
植
え
る
」
と
い
う
持
続
可
能
な
林
業
の
基
本
姿
勢
を
堅

実
に
実
践
し
て
い
る
。

町
は
、「
循
環
型
森
林
経
営
」
を
基
本
理
念
と
し
、
森

林
伐
期
を
60
年
と
捉
え
毎
年
50
㌶
の
伐
採
と
植
林
が
可
能

な
森
林
基
盤
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
コ
ス
ト
削

減
と
高
付
加
価
値
化
を
図
っ
て
き
た
。２
０
０
３
年
に
は
、

森
林
の
適
切
な
管
理
が
評
価
さ
れ
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
」
を
道

内
で
初
め
て
取
得
。森
林
の
総
合
的
利
活
用
に
向
け
、様
々

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
▽
公
共
施
設
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
▽
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
▽
高
密
度
路

網
整
備
に
よ
る
施
業
効
率
の
向
上
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
森
林

管
理
コ
ス
ト
の
削
減
―
な
ど
で
あ
る
。

◆◆◆

現
在
で
は
、
11
基
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

31
の
公
共
施
設
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
、
ボ
イ
ラ
ー

導
入
前
の
化
石
燃
料
と
比
較
し
た
削
減
効
果
分
の
約
１
６

０
０
万
円
を
町
の
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。
基
金
は
、

半
分
を
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
費
用
と
し
、
残
り
半
分
を
子
育

て
支
援
施
策
に
活
用
し
て
い
る
。

ボ
イ
ラ
ー
の
原
料
に
は
、
町
内
の
製
材
工
場
で
排
出
さ

れ
る
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
を
使
用
し
て
お
り
、
未
利
用

資
源
の
有
効
活
用
も
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
森
林
資
源
を

余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
た
め
、
炭
や
チ
ッ
プ
、
木
工
品
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
な
ど
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
ほ
か
、
未
就
学
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
「
15
年
一
貫
の

森
林
環
境
教
育
」
も
行
っ
て
い
る
。

ू
མ
࠶
ੜ
΁
の
औ
Γ
૊
Έ

こ
う
し
た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
核
に
集
落

◆◆◆

๺
ւ
ಓ
Լ
઒
ொ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
�
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ُ
田
　
৻
࢘

Լ
઒
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特�集

再
生
を
具
現
化
し
て
い
る
の
が
、
２
０
１
３
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
一
の
橋
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
」
構
想
で
あ
る
。

「
一
の
橋
」
は
今
で
こ
そ
人
口
１
４
０
人
ほ
ど
の
小
規
模

集
落
だ
が
、
か
つ
て
は
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
栄
え
、

１
９
６
０
年
に
は
２
０
０
０
人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
た
。

し
か
し
、
林
業
の
衰
退
や
営
林
署
の
統
廃
合
、
Ｊ
Ｒ
の
廃

線
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
だ
。
集
落
に
は

商
店
も
病
院
も
な
く
、
住
民
か
ら
は
買
い
物
や
除
雪
の
支

援
要
望
が
増
え
、
住
宅
も
老
朽
化
す
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

一
の
橋
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
高
性
能
な
集
住
化
住
宅
や
、
菌
床

で
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
行
う
「
特
用
林
産
物
栽
培
研
究
所
」

な
ど
を
整
備
。
近
年
は
起
業
家
や
若
い
移
住
者
が
住
み
始

め
、
集
落
の
担
い
手
が
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
２

０
１
０
年
に
お
よ
そ
50
％
だ
っ
た
高
齢
化
率
は
、
２
０
２

１
年
３
月
末
に
は
25
％
ほ
ど
に
低
下
し
て
い
る
。

̨
̙
̜
͂
Λ
औ
Γ
ೖ
Ε
た
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
７
年
12
月

に
第
１
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
本
部
長
（
内
閣
総
理
大
臣
）
賞
を
受
賞
し
た
。
先

進
的
な
都
市
や
企
業
が
数
多
く
あ
る
中
で
の
受
賞
は
、
多

く
の
町
民
や
関
係
者
が
長
年
尽
力
し
て
き
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
つ
の
側
面
か
ら
統
合
的
に
課

題
解
決
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
下
川
町
が
約
20
年
に
わ

た
り
進
め
て
き
た
取
り
組
み
と
の
親
和
性
が
非
常
に
高

い
。
森
林
保
全
や
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、
教
育
な

◆◆◆

ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ー
ル
の
多
く
は
、
下

川
町
が
重
要
課
題
と
位
置
付
け
る
分
野
と
関
連
が
強
く
、

町
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
と
な
り
得
る

も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
▽
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
か
ら
地
域
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

新
た
な
課
題
の
発
見
や
気
づ
き
に
つ
な
が
る
▽
未
来
か
ら

現
在
を
見
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
」
で
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
▽
様
々
な
人
々
と
連
携
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
▽
町
の
魅
力
や
将
来
性
を
国
内

外
に
発
信
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、
移
住
者
や
関
係
人

口
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、「
２
０
３
０
年
に
お
け
る
下
川
町
の
あ
り

た
い
姿
（
下
川
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
策
定
し
、「
み
ん
な
で

挑
戦
し
つ
づ
け
る
ま
ち
」
な
ど
七
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。

町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
６
期
総
合
計
画
の
将
来
像
に

「
あ
り
た
い
姿
」
を
位
置
付
け
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

͓
Θ
Γ
に

下
川
町
に
は
、
幾
多
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
果
敢
に

挑
戦
し
続
け
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
が
起
こ
り
、
そ
の
変
化

が
新
た
な
常
識
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
地
域
社
会
と

地
域
経
済
を
守
り
抜
く
た
め
、
農
業
や
林
業
と
い
っ
た
基

幹
産
業
の
担
い
手
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
内
外
の
主
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
つ
の
側
面
か
ら
課
題
解

決
を
目
指
し
て
い
く
。

◆◆◆
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特�集
徳
島
県
は
、
消
費
を
通
じ
て
環
境
、
人
や
社
会
、
地
域

に
お
け
る
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

を
徳
島
か
ら
全
国
へ
と
発
信
し
て
い
く
た
め
、
平
成
29
年

２
月
に
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
に
向
け
、
四
つ
の
ス
テ

ッ
プ
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

·
ͣ
͸
ỏ
஌
ỳ
ͯ
΋
Β
͏
活
動

一
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
講
演
会
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
令
和
元
年
度
に
は
、「
パ
ワ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
と
し
て
、
全
国
初
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る

条
例
「
徳
島
県
消
費
者
市
民
社
会
の
構
築
に
関
す
る
条
例
」

（
通
称
エ
シ
カ
ル
条
例
）
で
設
定
し
た
「
徳
島
県
消
費
者
市

民
社
会
推
進
期
間
」
の
５
月
を
中
心
に
、
県
内
の
主
要
な

タ
ウ
ン
誌
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
、
県
内
自
治
体
の
広
報

誌
に
エ
シ
カ
ル
消
費
の
関
連
記
事
を
一
斉
に
掲
載
す
る
こ

◆◆◆

と
で
集
中
的
に
広
報
し
、
幅
広
い
世
代
へ
の
エ
シ
カ
ル
消

費
普
及
を
目
指
し
ま
し
た
。
な
お
、
５
月
は
国
の
「
消
費

者
月
間
」「
世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
月
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（T

w
itter@

aw
aethical

）
を
活
用
し
た
エ
シ
カ
ル
消
費
普
及
啓
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

࣍
に
ỏ
ੜ
活
に
औ
Γ
ೖ
Ε
ͯ
΋
Β
͏
ڭ
ҭ

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉

を
知
る
と
「
エ
シ
カ
ル
消
費
を
実
践
す
る
た
め
に
学
び
た

い
」
と
い
っ
た
意
欲
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

エ
シ
カ
ル
消
費
を
学
べ
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
県
内
の
３
高
校
を
「
エ
シ

カ
ル
消
費
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
指
定
し
、
エ

シ
カ
ル
消
費
を
学
ぶ
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
後
、
県
内
す
べ
て

の
公
立
高
校
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
研
究
・
実
践
す
る
「
エ
シ

カ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
支
援
学
校

に
お
い
て
、
地
元
企
業
等
と
連
携
し
た
地
産
地
消
の
新
商

品
開
発
や
、エ
シ
カ
ル
作
品
展
の
開
催
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆

県
民
・
事
業
者
向
け
に
は
、
消
費
者
大
学
校
大
学
院
に

「
エ
シ
カ
ル
消
費
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
て
生
涯
学
習
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
「
エ
シ
カ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
「
エ
シ
カ

ル
教
室
」
を
実
施
し
て
、
参
加
者
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

エ
シ
カ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
地
産
地
消
の
食
材
や
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
活
用
。
ま
た
、
エ
シ
カ
ル
教
室
で
は

エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
な
が
る
認
証
マ
ー
ク
を
学
び
、
実
際

に
食
す
る
こ
と
を
通
し
て
生
産
か
ら
食
卓
ま
で
の
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Τ
γ
Χ
ϧ
ফ
අ
Λ
ੜ
活
Ͱ
࣮
ફ

三
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
実
際
に
エ
シ
カ
ル
消
費

を
行
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
エ
シ
カ
ル
消
費

自
主
宣
言
」
を
行
う
事
業
者
と
団
体
を
募
集
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
、
48
事
業
者
・
団
体
が
宣
言
し
、

エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
に
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ワ

ー
ド
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
第
３
回
ア
ワ
ー
ド
は
、
食
害

防
護
ネ
ッ
ト
張
り
活
動
や
捕
獲
し
た
シ
カ
の
解
体
、
シ
カ

肉
の
レ
シ
ピ
考
案
、
学
生
食
堂
で
の
料
理
提
供
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
徳
島
文
理
大
学
が
受
賞
し
ま
し
た
。
シ
カ

肉
の
普
及
に
よ
る
森
林
保
全
と
い
う
エ
シ
カ
ル
消
費
を
推

進
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
推
進
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
事
業
者
な
ど
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
県
内

事
業
者
等
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
で
は
初
と
な
る
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
母

◆◆◆

ಙ
ౡ
ݝ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
�
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

۽
ඌ
　
խ
඙

ಙ
ౡ
ݝ
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ফ
අ
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特�集

体
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
消
費
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

エ
シ
カ
ル
消
費
自
主
宣
言
の
事
業
者
・
団
体
を
中
心
に
、

多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。

Τ
γ
Χ
ϧ
ফ
අ
の
ྠ
Λ
޿
͛
る

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
徳
島
県
で
は
エ
シ
カ
ル
消

費
の
輪
を
全
国
に
広
げ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
と
の
連
携
を
図
り
、
さ
ら
に
エ
シ
カ
ル
消

費
に
関
す
る
施
策
を
全
国
各
地
で
発
展
さ
せ
る
た
め
、
平

成
30
年
度
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」、
令

和
元
年
度
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

◆◆◆

を
開
催
し
、
自
治
体
職
員
同
士
で
活
発
な
交
流
が
で
き
る

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は
、
エ
シ
カ
ル
消
費

に
積
極
的
に
取
り
組
む
自
治
体
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
す
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
リ
レ

ー
」
の
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
に
積
極
的
な
高
校
生
ら

が
そ
の
取
り
組
み
内
容
を
発
表
す
る「
エ
シ
カ
ル
甲
子
園
」

を
開
催
し
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
大
切
さ
を
全
国
に
向
け
て

広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
「
私
た
ち
が
創

る
持
続
可
能
な
社
会
、
そ
し
て
今
で
き
る
こ
と
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
全
国
87
校
か
ら
選
ば
れ
た
10
校
が
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
逆
境
を
バ
ネ
に
大
き
く
飛
躍
す
る
若
者
た

ち
の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信
し
ま
し
た
。

࠷
後
に

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
「
徳

島
県
に
お
け
る
『
倫
理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）』
に

関
す
る
消
費
者
意
識
調
査
」
で
、
県
民
の
エ
シ
カ
ル
消
費

の
認
知
度
が
50
・８
％
と
い
う
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
庁
が
公
表
し
た
令
和
元
年
度
の
全
国
に
お
け
る
エ

シ
カ
ル
消
費
認
知
度
は
12
・
２
％
な
の
で
、
比
較
す
る
と

徳
島
県
民
は
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
理
解
が
非
常
に
深
い
と

言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、
消
費
者
庁
に
お
い

て
「
徳
島
県
内
で
実
施
さ
れ
た
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
取

組
事
例
集
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
で
は
、
今
後

も
消
費
者
庁
新
未
来

創
造
戦
略
本
部
と
連

携
し
、
県
内
の
市
町

村
や
大
学
、
企
業
、

地
域
住
民
を
は
じ

め
、
周
辺
地
域
（
関

西
広
域
連
合
、
四
国
、

中
国
）
と
も
協
力
し

て
、
引
き
続
き
「
全

国
の
消
費
者
の
利

益
」
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

ʮΤシΧϧফඅ࣏ࣗମϛʔςΟンάʯͷΑ͏͢
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特�集
΄
Μ
·
΋
Μ
の
ཬ

臼
杵
市
は
、
大
分
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
東
は
豊
後

水
道
に
面
し
た
臼
杵
湾
に
臨
み
、
南
西
部
は
比
較
的
険
し

い
山
稜
と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
、
人
口
３
万
６
０
０
０
人
ば
か
り
の
小
都
市

で
す
。
こ
う
し
た
環
境
に
よ
り
水
量
が
豊
富
で
、
名
水
に

ま
つ
わ
る
話
も
多
く
、「
臼
杵
の
水
」
は
細
や
か
で
ま
ろ
や

か
な
柔
ら
か
い
水

と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
水
が

重
要
と
な
る
醸
造

業
が
１
６
０
０
年

ご
ろ
に
始
ま
り
、

味み

噌そ

・
醤

し
ょ
う

油ゆ

・
酒

造
り
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
醸
造
の
ま

ち
と
し
て
発
達
し

て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

平
成
17
年
、
旧
臼
杵
市
と
旧
野
津
町
が
合
併
し
新
臼
杵

市
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
野
津
地
域
は
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
う
「
慣
行
農
業
」
を
主
産
業
と
し
な
が
ら
も
、
古
く

か
ら
小
規
模
な
が
ら
直
売
所
や
飲
食
店
に
出
荷
し
て
い
る

有
機
農
業
者
の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

新
市
と
な
り
農
業
振
興
施
策
を
一
層
強
化
し
て
い
く
上

で
、
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
や
、
持
続
可
能
な
農
業
施
策
の

必
要
性
、
食
が
市
民
の
命
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
た
時
に
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
の
慣
行
農
業

も
振
興
し
つ
つ
、
有
機
農
業
の
振
興
を
新
た
な
軸
と
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

市
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
有
機
農
業
の
振
興
に

力
を
注
ぎ
始
め
、
有
機
農
業
を
「
ほ
ん
ま
も
ん
農
業
」
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。「
本
来
の
農
業
の
姿
」「
本
来
の
味
が

す
る
農
産
物
生
産
」
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
で
す
。

推
進
母
体
と
し
て
「
ほ
ん
ま
も
ん
の
里
・
う
す
き
」
農

業
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
平
成
22
年
に
は
農
林
振
興
課

内
に
「
有
機
農
業
推
進
室
」
を
設
置
す
る
な
ど
行
政
と
し

て
の
振
興
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

同
年
、
▽
自
然
環
境
と
の
調
和
▽
地
産
地
消
の
さ
ら
な

る
促
進
▽
「
食
と
農
」
の
強
い
信
頼
関
係
―
に
重
点
を
置

い
た
臼
杵
市
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
を
念
頭
に
、「
ほ
ん
ま

も
ん
の
里
み
ん
な
で
つ
く
る
食
と
農
業
基
本
条
例
」
を
制

定
す
る
と
と
も
に
「
臼
杵
市
有
機
農
業
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、有
機
農
業
の
振
興
施
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

ủ
څ
৯
ാ
の
໺
ࡊ
Ứ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ

「
児
童
・
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
臼
杵
の
学

校
給
食
を
地
元
の
旬
の
野
菜
で
賄
い
た
い
」

合
併
前
の
平
成
12
年
か
ら
旧
臼
杵
市
で
は
、「
給
食
畑

の
野
菜
」
と
い
う
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
旧
臼
杵
市
の
学
校
給
食
が
自
校

方
式
か
ら
セ
ン
タ
ー
方
式
に
な
る
と
同
時
に
始
め
た
も
の

で
、
地
元
の
生
産
者
が
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使
わ
ず

に
栽
培
し
た
農
産
物
を
給
食
食
材
と
し
て
供
給
し
、
同
時

に
食
農
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

給
食
畑
の
野
菜
は
、
Ｊ
Ａ
（
直
売
組
織
）、
生
産
者
、

行
政
（
農
政
担
当
と
学
校
給
食
担
当
課
）
が
連
携
し
て
取

り
組
み
、
給
食
畑
で
の
農
業
体
験
、
給
食
時
間
の
出
前
食

育
授
業
、
直
売
所
で
の
販
売
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
平

成
17
年
の
合
併
後
も
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
し
、
地
産
地

消
型
の
有
機
農
業
振
興
を
強
化
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
は
給
食
畑
の
野
菜
の
生
産
者
に
有
機
栽
培
を
推
進

し
、
当
時
50
人
ほ
ど
い
た
生
産
者
の
う
ち
12
人
が
有
機
農

業
に
転
換
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
22
年
か
ら
は
学
校

給
食
へ
の
有
機
農
産
物
の
供
給
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

͏
͢
͖
ເ
ଯ
ං
Λ
੡
଄
・
ൢ
ച

有
機
農
業
の
生
産
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

◆◆◆◆◆◆

େ
෼
ݝ
ӓ
٩
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
�
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ࠤ
౻
　
Ұ
඙

େ
෼
ݝ
ӓ
٩
ࢢ
੓
ࡦ
؂

৯
จ
Խ
૑
଄
౎
ࢢ
ਪ
ਐ
ಛ
໋

―
有
機
農
業
を
巡
る
〝
は
じ
め
の
は
じ
ま
り
〞―

ੜ
ଶ
ܥ
Λ
࠶
ੜ
͢
Δ
೶
ۀ
ͱ
৯
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特�集

は
土
壌
環
境
の
改
善
や
土
づ
く
り
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
が
、
現
状

は
各
農
家
が
完
熟
堆
肥
を
作
っ
て
土
づ
く
り
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
田
畑
を
土
壌
微

生
物
が
多
く
住
む
環
境
に
戻
し
て
い
く
た
め
、
国
と
県
か

ら
支
援
を
受
け
、
土
壌
改
良
に
適
し
た
完
熟
堆
肥
の
安
定

供
給
を
行
う
「
臼
杵
市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
原
料
と
な
る
地
域
の
草
木
（
８

割
）
を
大
規
模
な
機
械
の
力
で
細
か
く
粉
砕
し
、
発
酵
に

必
要
な
量
の
豚
糞ふ

ん

（
２
割
）
と
混
ぜ
、
日
々
切
り
返
し
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
発
酵
を
促
し
、
６
カ
月
か
け
て
完
熟

堆
肥
を
製
造
。
こ
れ
を
「
う
す
き
夢
堆
肥
」
と
名
付
け
、

農
家
が
買
い
や
す
い
価
格
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
売

り
・
袋
売
り
の
他
、
臼
杵
市
環
境
保
全
型
農
林
振
興
公
社

が
運
搬
と
散
布
作
業
を
受
託
し
て
お
り
、
完
熟
堆
肥
の
安

定
的
な
供
給
体
制
に
よ
っ
て
有
機
栽
培
に
取
り
組
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

う
す
き
夢
堆
肥
の
販
売
を
始
め
て
か
ら
は
、
有
機
農
業

者
が
増
え
有
機
栽
培
面
積
も
広
が
り
、
新
規
就
農
者
や
農

業
生
産
法
人
の
新
規
参
入
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

΄
Μ
·
΋
Μ
೶
産
෺

平
成
23
年
に
は
、
う
す
き
夢
堆
肥
な
ど
の
完
熟
堆
肥
で

土
づ
く
り
を
行
い
、
土
壌
環
境
を
重
視
し
た
農
業
を
地
域

内
で
拡
大
し
て
い
く
た
め
、
化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬

を
使
わ
ず
に
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
臼
杵
市
長
が
認
証
す

る
「
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
認
証
制
度
」
を
制
定
。
本
来
の

味
が
す
る
生
命
力
の
あ
る
農
産
物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、地
域
内
消
費
の
拡
大
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
は
、
学
校
給
食
で
の
活
用
と
と
も

に
市
内
外
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
の
販
売
が
始
ま
り
、

さ
ら
に
幼
稚
園
や
小
学
校
の
農
業
体
験
、
農
村
民
泊
、
市

民
農
園
や
オ
ー
ナ
ー
農
園
、
市
外
の
飲
食
店
な
ど
へ
と
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
や
加
工
品
の

開
発
、
料
理
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ө
ը
ủ
̍
̌
̌
೥
͝
͸
Μ
Ứ

本
市
の
取
り
組
み
を
描
い
た
、
映
画
「
１
０
０
年
ご
は

ん
」
は
、水
源
涵か

ん

養よ
う

の
森
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、

有
機
農
業
の
取
り
組
み
の
〝
は
じ
め
の
は
じ
ま
り
〞
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
民
の
食
と
健
康
増
進
を
考
え
た
と
き
に
、ま
た
、

臼
杵
市
の
水
環
境
、
田
畑
の
土
壌
環
境
、
生
物
多
様
性
を
、

こ
の
先
１
０
０
年
単
位
で
見
据
え
た
と
き
に
、
現
在
の
有

機
農
業
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
農
薬
や
化
学
肥
料
が
無

く
て
あ
た
り
ま
え
の
時
代
に
戻
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
気
候
変
動
が
激
し
い
昨
今
、
生
産
性

を
極
端
に
落
と
さ
な
い
技
術
と
昔
の
農
業
者
が
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
知
恵
が
必
要
で
、
か
つ
田
畑
の
本
来
持
っ
て
い

る
生
命
力
の
回
復
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
有
機
農
産

物
を
再
生
産
で
き
る
価
格
で
販
売
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を

選
ん
で
く
れ
る
市
民
の
消
費
意
識
の
醸
成
も
必
要
で
す
。

今
後
、
臼
杵
市
で
は
、
有
機
農
業
の
振
興
だ
け
で
は
な

く
、
食
の
多
様
性
・
持
続
性
を
高
め
、
食
に
ま
つ
わ
る
循

環
や
発
酵
を
柱
と
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
全
市
民
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
２
（
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
）
を
軸
に
、
食
文
化
創
造
都
市
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
加
盟
を
目
指
し
、
小
都
市
な
が
ら

も
国
際
的
に
本
来
あ
る
べ
き
正
し
い
循

環
型
社
会
の
ま
ち
と
し
て
認
識
さ
れ
、

市
民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

өըʮ100೥͝͸Μʯͷϙελʔ

ӓࢢ٩౔ͮ͘Γセンλʔ
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会
を
得
て
、
そ
の
途
上
に
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、
持
続

可
能
な
未
来
へ
の
分
岐
点
と
捉
え
、
変
革
で
き
る
か
ど
う

か
の
大
き
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
を
お
読
み

の
皆
さ
ん
が
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
三
つ
の

視
点
を
共
有
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
注
）「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝M

illennium
 

D
evelopm

ent G
oals

）
と
は
、
２
０
０
０
年
９
月
の
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基

づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
国
際
社

会
共
通
の
目
標
。
八
つ
の
目
標
（
①
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
②

普
遍
的
初
等
教
育
の
達
成
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
の
推
進
と
女
性
の

地
位
向
上
④
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
⑤
妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
⑥
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
⑦
環
境

の
持
続
可
能
性
の
確
保
⑧
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
推
進
）
と
、
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
特
に
途
上
国
の
人
々
が
直
面
し
て
い
た
多
く
の
問
題
を
解

決
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
依
然
、
様
々
な
格
差
や
「
取
り
残
さ

れ
た
人
び
と
」が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
目
標
が
必
要
と
さ
れ
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
で
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
採
択
さ

れ
、
格
差
を
な
く
す
（「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」N

o one w
ill 

be left behind

）
こ
と
を
重
要
な
柱
と
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝Sustainable D

evelopm
ent G

oals

）
が
２
０

３
０
年
ま
で
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
と
、
１
９
９
２
年
に
開
催
さ
れ
た
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト
の

「
地
球
規
模
の
環
境
保
全
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
加
え
た
包
括
的
な
目
標
で
あ
る
。

̨
̙
̜
͂
͕
࣋
ͭ
৽
͠
͞
と
ỏ�

ී
ว
ੑ
と
͍
͏
ࢹ
఺

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
何
ら
か
の
活
動
を
既
に
し
て
い

る
人
た
ち
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
有
効
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
つ
目
の
視
点
と
な
る
の
が
「
普
遍
性
」
で
す
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
幅
広
い
領
域
を
取
り
扱
っ
て
い

る
の
で
「
共
通
言
語
」
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
国
連
で

も
全
て
の
加
盟
国
（
１
９
３
カ
国
）
が
採
択
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
目
標
な
の
で
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ

̨
̙
̜
͂
ࢢ
ຽ
ࣾ
ձ
ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ
と
͸

私
た
ち
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

団
体
名
の
な
か
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
掲
げ
、
市
民
社
会
の

視
点
か
ら
そ
の
達
成
を
目
指
し
、
２
０
１
７
年
２
月
に
法

人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
１
４
０
団
体
余
り
が
会

員
と
な
り
、
政
策
提
言
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
前

身
は
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、（
注
））

の
達
成
を
目
指
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
立
場
か
ら
政
策
提
言
と
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
で
し
た
。
そ

こ
に
、
環
境
や
障
害
問
題
な
ど
幅
広
く
国
内
課
題
の
解
決

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
が
合
流
し
、
誕

生
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
我
々

の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０

３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
以
下
「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」）

の
作
成
そ
の
も
の
に
市
民
社
会
の
立
場
か
ら
発
言
し
て
き

た
メ
ン
バ
ー
が
何
人
も
い
る
こ
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
は
取
り
扱
っ
て
い
る
領
域
が
幅
広

い
た
め
、
ど
こ
を
入
り
口
に
し
て
理
解
を
深
め
た
か
に
よ

っ
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
国
際
貢
献
的
な
文
脈
で

捉
え
た
り
、
環
境
保
全
的
な
文
脈
で
捉
え
た
り
、
技
術
革

新
の
文
脈
で
捉
え
た
り
、
ま
だ
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
の

が
現
状
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
12
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
（
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
）」
か
ら

地
域
活
性
化
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
と
い
う
特
集
に
あ
た

り
、
地
域
の
実
践
を
市
民
社
会
か
ら
の
視
点
で
執
筆
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
的
に
採
択
さ
れ
た
「
２

０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
、
ど
の
よ
う
に
日
本
の
地
域
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
、
市
民
社
会
の
視
点
か
ら
そ
の

コ
ツ
も
含
め
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
産
と
消
費
の
行
動
は
大
き
く
変
革
で
き
る
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
�
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

持
続
可
能
な
地
域
の
た
め
の

�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

特�集
෭جௐ࿦จ
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―
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と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
違
反

を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
の

で
は
な
く
、
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
活
動
や

行
動
を
評
価
す
る
こ
と
に
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
私
は
理
解
し
て

い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
最

初
に
目
的
や
目
標
を
ど
の
く
ら
い
擦
り
合
わ

せ
ら
れ
た
か
が
、
活
動
の
成
果
に
大
き
く
影

響
す
る
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
（
ゴ
ー
ル
）
に
次
ぐ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

全
部
で
１
６
９
あ
る
中
目
標
を
活
用
し
、
活

動
の
目
標
を
も
う
一
度
擦
り
合
わ
せ
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
治
体
も
民
間

事
業
者
も
町
会
も
、
そ
し
て
地
域
で
活
動
し

て
る
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
超
え
た
共
通
の
目
標
を
設
定
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
複
数
の
目

標
を
同
時
に
達
成
し
よ
う
と
す
る「
統
合
性
」

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
代
に

入
り
、「
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
」
こ
と
が
目
標
設
定
に
お
い

て
も
重
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

も
、
地
域
の
課
題
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
個

別
化
し
、
様
々
な
も
の
が
重
な
り
合
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
社
会
の
課

題
は
全
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
総
合
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
（
第
２
節
「
総
論
」、
第
５
節
「
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の

特
徴
」、
第
13
節
「
統
合
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
」

な
ど
）。「
社
会
」「
経
済
」「
環
境
」
を
全
体
的
に
捉
え
て

お
り
、
こ
っ
ち
を
立
て
た
ら
あ
っ
ち
が
立
た
な
い
と
い
う

矛
盾
点
（「
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

を
了
解
し
た
う
え
で
、
持
続
可
能
な
開
発
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

ủ
ੜ
産
と
ফ
අ
Ứ
Λ
ς
ồ
Ϛ
と
͠
た

औ
Γ
૊
Έ

二
つ
目
の
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
工
夫
を
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
置
き
換
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
フ
ー
ド
ロ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
の
は
、

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

だ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る

と
い
う
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
々
、
消
費
行
動
を
続
け
て
い
る
私
た
ち
が
、
フ
ー
ド

ロ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
む
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
目
標
12
の
中
に
「
２

０
３
０
年
ま
で
に
小
売
・
消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世
界
全

体
の
１
人
当
た
り
の
食
料
の
廃
棄
を
半
減
さ
せ
、
収
穫
後

損
失
な
ど
の
生
産
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
を
減
少
さ
せ
る
」と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

世
界
有
数
の
食
料
廃
棄
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
１
人
当

た
り
１
日
１
杯
（
１
３
２
㌘
）
の
ご
飯
を
廃
棄
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
数
字
で
示
さ
れ
る
と
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
「
そ
れ

特�集
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は
良
く
な
い
こ
と
だ
」
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
行
動

を
実
践
し
続
け
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
選
択
肢
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
２
０
１

８
年
の
総
会
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
行
動
宣
言
」（https://jccu.

coop/activity/SD
Gs/

）
を
採
択
し
、
全
国
各
地
の
生

協
（
コ
ー
プ
）
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
が
開
催
す
る
第
２
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ワ
ー
ド
」
で
内
閣
官
房
長
官
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
も
、

各
地
で
の
活
動
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
▽
冷
蔵
庫
の
中
の
賞

味
期
限
が
近
い
も
の
を
メ
モ
し
て
張
り
出
し
、
買
い
物
に

行
く
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
▽
お
買
い
得
品
に
飛
び
つ
か

ず
、
そ
の
日
食
べ
る
分
だ
け
を
買
う
▽
作
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
家
族
で
「
夕
飯
い
る
い
ら
な
い
」
の
情
報
を
決
ま

っ
た
時
間
ま
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共
有
す
る
―
な
ど
な
ど
。
フ

ー
ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
市
民
は
「
買
い
物
は
投
票
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
、
エ
シ
カ
ル
な
買
い
物

を
後
押
し
す
る
た
め
の
「
ぐ
り
ち
ょ
」
と
い
う
双
方
向
の

情
報
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。（https://guricho.

net/about

）。

こ
れ
ま
で
は
家
事
を
す
る
人
が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
取
り
組
み
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
と
い
う
視

点
で
捉
え
直
し
、
生
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
と
し
て
後
押
し

し
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
パ
ン
を
売
り
切
れ
る
分
だ
け

し
か
作
ら
な
い
「
捨
て
な
い
パ
ン
屋
さ
ん
」
が
話
題
に
な

っ
た
り
、
１
０
０
％
自
然
由
来
の
弁
当
容
器
を
製
作
す
る

技
術
が
発
明
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
地
域

づ
く
り
活
動
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

に
置
き
換
え
て
み
る
だ
け
で
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が

出
て
く
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ủ
୭
Ұ
ਓ
औ
Γ
࢒
͞
ͳ
͍
Ứ
と
͍
͏�

ࢹ
఺
͔
Β
の
地
域
ͮ
͘
Γ

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
理
念
と
し
て
、
市
民
社
会
か

ら
も
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
視
点
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
方
を
反
省
し
、「
一
番
難
し

く
複
雑
な
問
題
こ
そ
一
番
に
取
り
組
む
」
と
い
う
理
念
も

あ
り
ま
す
（
第
４
節
）。
残
る
９
年
間
で
、
持
続
可
能
な

生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
目
標
を
は
じ
め
と
し
て
、
17

目
標
す
べ
て
を
達
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
や

り
方
や
考
え
方
を
大
胆
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」と
い
う
理
念
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
は
元
来
、「
誰
か
」

だ
け
が
行
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う
発
想
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

地
域
に
お
け
る
環
境
課
題
や
社
会
課
題
に
取
り
組
む

「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
実
践
に
あ
た
り
、
特
に
重
要

視
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」

と
「
包
摂
性
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）」
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
多
様
性
や
包
摂
性
を
実
践
す
る
も
の
と
し
て

参
画
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
も
、

九
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
と
四
つ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
、
３
年
近
く
議
論
さ
れ
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
（
図
表
参
照
）。
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
参
画
を
保
障
す
る
こ
と
、
特
に
当
事
者
の
視
点

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
の
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
の
第
１
回
内

閣
総
理
大
臣
賞
は
北
海
道
下
川
町
が
受
賞
し
た
こ
と
は
有

名
で
す
が
、「
下
川
町
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
策
定
に
あ
た
っ

て
役
場
職
員
と
町
内
公
募
委
員
を
半
々
と
し
、
か
つ
40
歳

代
以
下
で
議
論
を
重
ね
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
も
配
慮
さ
れ
た
委
員
構
成
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。

札
幌
市
も
２
０
１
８
年
当
初
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
長
年
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
教
育
を
推
進
し
て
き
た
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」

は
、
小
冊
子
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

北
海
道
の
地
域
目
標
を
つ
く
ろ

う
」
と
そ
の
２
を
２
０
１
７
年
と
翌
18
年
に
発
行
し
ま
し

4%(T ୒࠾ �प೥ΠϕンτͰͨͬ࡞ɺ৯ࡐશ͕ͯ২෺༝དྷͷʮ4%(T ΢ΤσΟンάέʔΩʯ

�� 2021・7月号 地域づくり 本編 2021・7月号地域づくり 本編 ��



権
や
多
様
性
、
公
平
公
正
、
包
摂
性
と
い
っ
た
こ
と
に
は

関
心
が
薄
い
よ
う
に
感
じ
、
特
に
身
近
な
社
会
的
弱
者
の

現
状
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
」
と
い
う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
不
登
校
／
引
き
こ
も
り
」「
生
き
物
」「
一

人
親
家
庭
」「
障
害
者
」「
外
国
人
」「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
六
つ
の
テ
ー
マ
で
「
市
民
対
話
の
会
」
を
開
催
。

生
き
づ
ら
さ
に
直
面
し
て
い
る
人
た
ち
の
現
状
を
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
支
援
者
か
ら
聞
き
、
ど
う
す
れ
ば
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
が
広
く

浸
透
す
る
よ
う
、
対
話
の
様
子
を
冊
子
に
ま
と
め
県
民
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

市
民
対
話
の
会
の
テ
ー
マ
と
講
師
は
次
の
通
り
で
す
。

①
「
不
登
校
／
ひ
き
こ
も
り
」
で
も
生
き
や
す
い
富
山
っ

て
??
（
講
師
＝
星
槎
国
際
高
等
学
校
富
山
キ
ャ
ン
パ
ス

長
・
飯
田
良
智
さ
ん
）

②
「
生
き
物
」
も
生
き
や
す
い
富
山
っ
て
??
（
講
師
＝
富

山
大
学
生
物
圏
環
境
科
学
科
教
授
・
横
畑
泰
志
さ
ん
、

株
式
会
社
山
の
ハ
ム
工
房
ゴ
ー
バ
ル
代
表
取
締
役
・
石

原
潔
さ
ん
、
株
式
会
社
島
田
木
材
代
表
取
締
役
社
長
・

島
田
優
平
さ
ん
）

③
「
一
人
親
家
庭
」
で
も
生
き
や
す
い
富
山
っ
て
??
（
講

師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
ー
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

理
事
・
小
林
涼
子
さ
ん
）

④
「
障
害
者
」
で
も
生
き
や
す
い
富
山
っ
て
??
（
講
師
＝

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
福
理
事
長
・
八
木
勝
自
さ
ん
）

⑤
「
外
国
人
」
で
も
生
き
や
す
い
富
山
っ
て
??
（
講
師
＝
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
や
ま
代
表
・
宮
田
妙
子
さ
ん
）

た
。
行
政
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
に

く
い
先
住
民
族
の
権
利
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
付
け
、
今
も

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
に
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り

や
農
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

で
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
問
題
や
課
題
が
見
え
て
き
て
お

り
、
そ
れ
を
勉
強
し
合
お
う
と
い
う
取
り
組
み
が
増
え
ま

し
た
。
富
山
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
環
境
市
民

社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
や
ま
」（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
や
ま
）

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
や
ま
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環
境
の
こ
と
」
と

い
う
認
識
が
市
民
に
は
強
く
、
脱
炭
素
や
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
よ
う
な
有
名
な
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
高
い
が
、
人

⑥
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
で
も
生
き
や
す
い
富
山
っ
て
??

（
講
師
＝
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
富
山
代
表
／
富

山
大
学
准
教
授
・
林
夏
生
さ
ん
）

各
回
の
総
合
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
＝
株
式
会
社
た
が
や

す
代
表
取
締
役
の
鈴
木
耕
平
さ
ん
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
カ
ー
＝

樋
口
菜
美
香
さ
ん
と
奥
野
美
里
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
＝
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
や
ま
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
時
開
催
し
、
会
場
と
な
っ
た
お
寺

に
集
ま
っ
た
地
域
の
人
た
ち
と
、
全
国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
の
20
人
程
度
が
対
話
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
対

話
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
絵
や
文
字
に
お
こ
し
て
い

く
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。
対
話
が
深
ま
る
よ
う
に
誰
も
が
安
心
し
て
話
せ

る
場
作
り
に
も
心
を
配
り
、
各
人
の
内
発
性
や
相
互
の
気

づ
き
を
促
す
こ
と
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

冊
子
も
作
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
あ
ま
り
前
面
に
出
さ

ず
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
気
軽
に
手
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
工
夫
を
凝
ら
し
た
そ
う
で
す
。
冊
子
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
や

ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
（https://

w
w
w
.pectoyam

a.org/post/SD
G
snlbtoyam

a-
book

）。
͜
Ε
͔
Β
ඞ
ཁ
ͳ
͜
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
12
の
達
成
に
向
け
、
企
業
・
行
政
・

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、個
々
で
の
実
践
が
中
心
で
「
生
産
」
と
「
消

費
」
が
循
環
す
る
持
続
可
能
な
活
動
に
は
ま
だ
な
っ
て
お

ら
ず
、「
生
産
・
消
費
」
活
動
の
変
革
に
向
け
た
実
践
例

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

図表　アジェンダ 2030 策定過程および、現在も見直し等を行うための九つのメジャーグ
ループと、サブグループ（MGoS Major Groups and other Stakeholders）

1991年リオサミットを起点としている9グループ
1 Women 女性
2 Children and Youth こどもと若者
3 Indigenous Peoples 先住民
4 Non-Governmental Organizations 民間非政府組織
5 Local Authorities 地方自治体
6 Workers and Trade Unions 労働者と労働組合
7 Business and Industry ビジネスと産業界
8 Scientifi c and Technological Community 科学者と技術コミュニティ
9 Farmers 農業者

そのほかの当事者
Older persons 高齢者
Persons with disabilities 障害者
Local communities 地域（都市部、地方部両方）
Volunteer groups ボランティアグループ
Foundations 財団
Migrants 移民

特�集
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て
い
る
状
況
だ
が
、
ゲ
ー
ム
専
門
学
校
は

首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
地
方
に

は
即
戦
力
に
な
れ
る
学
生
が
少
な
い
。
こ

れ
は
、
ゲ
ー
ム
会
社
が
地
方
に
拠
点
を
移

そ
う
と
す
る
と
き
に
も
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

し
か
し
、
魚
津
市
で
は
ゲ
ー
ム
産
業
に

対
す
る
市
の
熱
意
や
、
つ
く
る
Ｕ
Ｏ
Ｚ
Ｕ

い
る
。

ハ
ッ
カ
ソ
ン
は
実

際
に
ゲ
ー
ム
を
開
発

す
る
場
で
、
様
々
な

仮
想
案
件
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
１
泊

２
日
で
行
わ
れ
、
ゲ

ー
ム
開
発
を
通
じ
て

実
践
的
な
学
び
を
習

得
で
き
る
。
ま
た
、

専
属
講
師
と
の
対

面
・
遠
隔
メ
ン
タ
リ

ン
グ
指
導
に
よ
り
中

長
期
的
に
ゲ
ー
ム
開

発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｕ

Ｏ
Ｚ
Ｕ 

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ 

Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
」
も
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
５
タ
イ
ト

ル
以
上
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ゲ
ー
ム
が
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
。

企
業
誘
致
に
関
し

て
は
、
東
京
ゲ
ー
ム

シ
ョ
ウ
へ
の
ブ
ー
ス

出
展
と
都
市
圏
の
ゲ
ー
ム
会
社
へ
の
営
業

活
動
を
展
開
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
や
市
の
助
成
制
度
の
紹
介
、
市
内
へ
の

事
業
所
設
置
の
課
題
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

地
方
に
あ
る
ゲ
ー
ム
会
社
の
多
く
は
、

労
働
者
の
高
齢
化
に
よ
り
即
戦
力
を
求
め

ͭ
͘
Δ
̪
̤
̯
̪
ϓ
ロ
δ
ỻ
Ϋ
τ

Ỗ
ゲ
ồ
Ϝ
Ϋ
Ϧ
Τ
イ
λ
ồ
の
ҭ
੒

Λ
໨
ࢦ
し
ͯ
Ỗ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
魚
津
市
商
工
観
光

課
、
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
、
魚
津

商
工
会
議
所
・
同
青
年
部
の
産
学
官
連
携

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
主
に
人
材
育
成
と

企
業
誘
致
を
行
っ
て
い
る
。

人
材
育
成
で
は
、
ゲ
ー
ム
産
業
に
興
味

が
あ
る
人
を
「
Ｕ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
ゲ
ー
ム
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
以
下
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」）
で
増
や

し
、
そ
の
中
か
ら
「
Ｕ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
ゲ
ー
ム
サ

ミ
ッ
ト
」（
以
下
「
サ
ミ
ッ
ト
」）
や
「
Ｕ

Ｏ
Ｚ
Ｕ
ゲ
ー
ム
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」（
以
下
「
ハ

ッ
カ
ソ
ン
」）
に
よ
り
、
ゲ
ー
ム
産
業
の

担
い
手
を
引
き
上
げ
る
２
段
構
造
だ
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
著
名
な
ゲ
ー
ム
ク
リ

エ
イ
タ
ー
に
よ
る
講
演
会
や
ゲ
ー
ム
開
発

入
門
講
座
な
ど
、
ゲ
ー
ム
業
界
や
ゲ
ー
ム

開
発
の
導
入
部
分
に
つ
い
て
学
ぶ
。
誰
で

も
参
加
で
き
、
ゲ
ー
ム
開
発
や
ゲ
ー
ム
ク

リ
エ
イ
タ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
図
っ
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

志
望
者
の
た
め
に
定
期
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
初
心
者
か
ら
熟
練
者
ま
で
誰
で
も

参
加
で
き
、
参
加
者
発
案
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
を
支
援
す
る
制
度
も
存
在
す
る
。
ゲ
ー

ム
開
発
に
興
味
の
あ
る
若
者
に
も
間
口
を

広
げ
る
な
ど
、
幅
広
く
参
加
者
を
集
め
て

ήʔϜクϦΤΠλʔʹΑΔߨԋͷ༷ࢠ

̎
̌
̎
̌
೥
౓
ࠃ
಺
ௐ
ࠪ
ใ
ࠂ

෋
ࢁ
ݝ
ڕ
௡
ࢢ
ỏ

෋
ࢁ
ݝ
̴
ε
ϙ
ー
π
࿈
߹ớ
ߴ
Ԭ
ࢢ
Ờ

―ʮ͖޷ʯをࣄ࢓ʹ͢ΔएऀをҭͯΔ―
ήʔϜɾ̴εϙʔπΛ׆༻ͨ͠·͓ͪ͜͠

ゲーϜɾFスポーツۀ࢈はインλーωοトڥ؀さ͑͋れば活動がで͖るたΊ、ଞのۀछとൺֱして地方での
༠க΍ۀىがし΍すい。また、「20�9年உࢠ中ֶ生のকདྷなりたい৬ۀ」（˞）では、ϓロ Fスポーツબ手が
2Ґ、ゲーϜΫϦΤイλーが�ҐにϥンΫインして͓り、एऀからのڵຯɾؔ৺をूΊるۀछで͋る。
そこで、Fスポーツ΍ゲーϜにؔ৺が͋るएऀを地方にݺͼࠐむことがで͖れば、活性化につながるのでは
ないかと͑ߟ、ゲーϜۀ࢈の༠கɾۀىを目ࢦしている෋ࢁ県ڕ௡市の「つくる60;6ϓロδΣΫト」と、F
スポーツイベントを開催して地域活性化をਤっている෋ࢁ県 Fスポーツ࿈߹「5PZBNB�(BNFST�%BZ」のࣄ
ྫを調査した。� （˞）「中高生がࢥいඳくকདྷについてのҙࣝ調査20�9」（ソニー生໋อݥ）
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を
安
易
に
県
外
の
業
者
に
委
託
せ
ず
、
富

山
県
の
企
業
に
任
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

地
域
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
て

イ
ベ
ン
ト
に
継
続
性
を
持
た
せ
る
た
め
で

あ
る
。
地
元
企
業
は
ス
ポ
ン
サ
ー
料
に
見

合
う
リ
タ
ー
ン
が
な
く
て
も
ス
ポ
ン
サ
ー

を
引
き
受
け
て
お
り
、
地
域
と
し
て
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
盛
り
上
げ
る
体
制
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。

ਓ
ࡐ
Λ
ҭ
ͯ
Δ

ゲ
ー
ム
産
業
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
産
業
と
も

に
若
者
の
関
心
が
高
く
、
市
場
規
模
の
拡

大
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
産
業
を

支
え
て
い
く
の
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー

や
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
者
、
そ
し

て
ゲ
ー
ム
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
つ
く
る
Ｕ
Ｏ
Ｚ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
Ｔ
Ｇ
Ｄ
も
産
業
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い

人
の
育
成
や
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
定
着
し
、
地
方
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を

軸
と
し
て
人
材
を
確
保
し
、
地
域
内
で
経

済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ゲ

ー
ム
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
は

大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
浦 

　
達
也
（
富
山
県
氷
見
市
よ
り
派
遣
）

●
髙
橋 

弘
人
（
山
形
県
長
井
市
よ
り
派
遣
）

●
原
田 

悠
佑
（
埼
玉
県
よ
り
派
遣
）

所
に
「
富
山
県
ら
し
さ
」
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、 

２
０
２
０
年
の
Ｔ
Ｇ
Ｄ
で
は
優
勝

者
に
贈
ら
れ
る
盾
を
県
名
産
の
「
ま
す
の

寿
司
」
で
制
作
し
、
射
水
市
新
湊
漁
港
で

と
れ
た
「
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」
を
賞
品
に
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
新
湊
漁
港
の
カ
ニ
出
荷
量
が
減
っ

て
い
た
が
、
合
計
１
５
０
杯
を
賞
品
に
す

る
こ
と
に
よ
り
カ
ニ
の
出
荷
に
貢
献
で
き

る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｇ
Ｄ
は
、
富
山
に
こ
だ

わ
る
こ
と
で
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
だ
け

で
な
く
、
県
内
の
参
加
者
に
も
ア
ピ
ー
ル

す
る
大
会
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｔ
Ｇ
Ｄ
は
、
大
会
の
運
営
面
で

も
富
山
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
イ
ベ
ン
ト
は
東
京
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
東
京
に
集

積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｇ
Ｄ
で
は
機

材
の
準
備
や
イ
ベ
ン
ト
進
行
な
ど
の
運
営

し
て
い
る
。

̩
̜
̙ 

Ỗ
஍
Ҭ
Λ
Ԡ
ԉ
し
ỏ
஍
Ҭ

か
Β
Ԡ
ԉ
͞
Ε
Δ
̴
ε
ϙ
ồ
π
Ỗ

Ｔ
ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ 

Ｇ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｓ 

Ｄ
ａ
ｙ

（
以
下
Ｔ
Ｇ
Ｄ
）
は
、
富
山
県
内
で
行
わ

れ
て
い
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
だ
。
随

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

存
在
が
大
き
な
要
因
と
な
り
、
移
転
を
前

向
き
に
検
討
す
る
企
業
も
出
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
市
は
Ｉ
Ｔ
産
業
に
業
種
を
絞
っ

た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
新
設
へ
の
助
成

金
制
度
を
設
け
、
開
設
費
や
24
カ
月
間
の

運
営
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
誘
致
を
目
指

201�೥ͷ5(%Ͱ͸఻౷ܳ޻Ͱ͋ΔߴԬಔثͰ༏উͷ६Λ੍࡞
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も
の
の
中
の
一
つ
が
、
筑
波
大
学
の
藤
田

直
子
教
授
が
学
生
た
ち
と
共
に
提
案
し
た

「
つ
く
ば
Ｒ
８
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
事
業
」
だ
。

こ
の
事
業
の
発
端
は
、「
学
生
を
周
辺

市
街
地
へ
積
極
的
に
連
れ
出
し
た
い
」
と

い
う
藤
田
教
授
の
思
い
で
あ
っ
た
。
コ
ン

を
「
Ｒ
ｅ
ｇ
ｉ
ｏ
ｎ
８
（
リ
ー
ジ
ョ
ン
エ

イ
ト
）
＝
Ｒ
８
（
ア
ー
ル
エ
イ
ト
）」
と

名
付
け
、
令
和
元
年
７
月
に
周
辺
市
街
地

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
「
つ
く
ば
Ｒ
８

地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
」
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、
コ
ン
パ
ス
と
地
図

を
使
用
し
て
チ
ー
ム
で
複
数
の
目
的
地

（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
＝
Ｃ
Ｐ
）
を
目
指

す
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
一
種

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
祥
の
競
技
だ
。

地
図
に
示
さ
れ
た
Ｃ
Ｐ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得

点
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
制
限
時
間
内
に

効
率
よ
く
Ｃ
Ｐ
を
回
っ
て
、
い
か
に
多
く

の
得
点
を
獲
得
す
る
か
を
競
う
。

海
外
で
は
主
に
山
や
森
林
、
高
原
な
ど

自
然
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で

は
市
内
の
観
光
地
な
ど
地
域
資
源
を
Ｃ
Ｐ

と
し
て
街
中
で
行
わ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ

ゲ
イ
ニ
ン
グ
が
主
流
。
地
域
の
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
自
治
体
と
大
学
と
地
域
が
協
働

で
開
催
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
が

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た

り
し
て
い
る
。

Ｒ
８
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ　

つ
く
ば
市
は
、
つ
く
ば
駅
や
研
究
学
園

駅
の
周
辺
が
中
心
市
街
地
と
し
て
発
展
す

る
一
方
で
、
合
併
前
の
旧
８
町
村
の
中
心

地
区
（
北
条
、
小
田
、
大
曽
根
、
吉
沼
、

上
郷
、
栄
、
谷
田
部
、
高
見
原
）
は
、
高

齢
化
や
商
業
の
衰
退
な
ど
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
地
区
の
活
性
化
が
急
務
と

な
っ
て
い
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
市
は
、
八
つ
の
地
区

ʮ3�ϩήΠχンάʯͷ༷ࢠ
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―ロゲイニングを活用し地域活性化―
ʮ͋ࠓΔ΋ͷʯͷັྗݟൃ࠶

近年、スポーツイベントとして人気が高まっているロゲイニングが、地域活性化の手法の一つとして
も注目されている。日本では、各自治体が地方創生の実現に取り組む中で、地域の特性を活かした「ソー
シャルロゲイニング」という形で独自の発展を遂げている。
そこで、ロゲイニング活動を展開する茨城県つくば市と東大阪青年会議所（大阪府東大阪市）を取材
するとともに、2020 年 9月に大阪市で開催されたイベントに参加し、ロゲイニングがもたらす効果
などを調査した。
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さ
れ
た
「
第
９
回
大
阪
食
い
倒
れ
ロ
ゲ
イ

ニ
ン
グ
」
に
参
加
し
た
。
実
際
に
体
験
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
魅
力
に
触
れ
な

が
ら
楽
し
く
回
る
た
め
の
工
夫
な
ど
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
必
要
な
要
素

や
具
体
的
な
効
果
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
に
は
、
▽
地
域
に
「
今
あ
る
も
の
」
の

中
で
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
▽
地
域
へ
の

愛
着
が
深
ま
り
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
が

醸
成
さ
れ
る
▽
地
域
の
魅
力
や
面
白
さ
を

通
じ
て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
、
と

い
っ
た
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
上
で
、
我
々
の
派
遣
元
で
ど
の
よ

う
な
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
が
で
き
る
か
考
え
た

と
こ
ろ
、「
地
域
産
品
ツ
ア
ー
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
学
生
と
連
携
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
ま
ち
歩
き
を
兼
ね
た

食
の
イ
ベ
ン
ト
」「
公
共
交
通
機
関
を
利

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
の
案
が
生
ま

れ
た
。
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
立
場
の
人
を
巻
き
込
ん
で
企
画
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
コ
ア
と
な
る

メ
ン
バ
ー
の
選
定
と
体
制
づ
く
り
が
第
一

歩
と
な
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
佐
藤 

亜
矢
子

 

（
北
海
道
北
斗
市
か
ら
派
遣
）

●
清
水 

蓉
子（
山
梨
県
北
杜
市
か
ら
派
遣
）

●
渡
邊 

洋
馬（
青
森
県
弘
前
市
か
ら
派
遣
）

は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
」
の
開
催
に
向
け
て
、
市
民
の
誰
も

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
や
ふ
れ
あ
い
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

た
。
そ
の
際
、
東
大
阪
の
魅
力
を
市
内
外

に
発
信
す
る
手
段
を
検
討
す
る
過
程
で
、

観
光
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い

る
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
着
目
し
、
平
成
30
年

に
「
第
１
回
東
大
阪
観
光
★
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
」
を
開
催
し
た
。

寺
社
仏
閣
や
旧
跡
、
市
内
の
企
業
な
ど

地
域
の
魅
力
を
Ｃ
Ｐ
と
し
、
イ
ベ
ン
ト
終

了
後
に
は
参
加
者
が
市
内
の
協
力
店
に
買

い
物
に
行
く
な
ど
の
交
流
も
生
ま
れ
た
。

ま
た
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
と
し
て
、

開
催
費
用
を
調
達
す
る
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
用
い
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
イ

ベ
ン
ト
の
共
感
者
や
支
援
者
を
通
じ
て
事

業
費
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
る
広
報
宣
伝
効
果
も
生
ま
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
金
額
を
30
万
円

に
設
定
し
、
返
礼
品
に
記
念
タ
オ
ル
や
東

大
阪
物
産
の
詰
め
合
わ
せ
、
ロ
ゲ
イ
ニ
ン

グ
へ
の
出
場
権
な
ど
を
用
意
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
、
１
カ
月
弱
で
目
標
額
を

達
成
で
き
た
。
東
大
阪
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
た
い
と
い
う
目
的
に
向
け
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
効
な
手
段

と
な
っ
た
。

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
効
果
の
活
か
し
方

調
査
の
一
環
と
し
て
、
大
阪
市
で
開
催

と
発
信
」「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」「
マ
ッ
プ

づ
く
り
と
ま
ち
歩
き
」
を
求
め
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
要
望

を
実
現
さ
せ
る
手
法
を
模

索
し
、
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
が

最
適
と
い
う
結
論
に
至
っ

た
。学

生
た
ち
は
、
周
辺
市

街
地
活
性
化
協
議
会
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
ま
ち
歩
き
を

行
い
な
が
ら
、
学
生
な
ら

で
は
の
視
点
で
地
域
の
魅

力
を
収
集
し
、
ロ
ゲ
イ
ニ

ン
グ
の
マ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ

ー
の
作
成
、
ウ
ェ
ブ
記
事

の
掲
載
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は

地
域
の
人
た
ち
に
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

学
生
た
ち
は
地
域
住
民
と

の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
は
先
の
三
つ
の
要
望
が

達
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
大
学

生
や
地
域
住
民
と
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
を

知
る
機
会
と
な
っ
た
。

観
光
× 

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ　

東
大
阪
青
年
会
議
所

ペ
の
応
募
に
当
た
り
、
学
生
た
ち
は
各
地

区
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
調
べ
、
そ
の

中
で
８
地
区
が
共
通
し
て
「
魅
力
の
発
見

ʮେࡕ৯͍౗ΕϩήΠχンάʯࢀՃ෩ܠ
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೔
ຊ
Ұ
の
͓
஡
の
ொ

長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
東
彼

杵
町
は
、
古
く
よ
り
人
、
も
の
、
情
報
が

交
差
す
る
重
要
な
場
所
で
し
た
。
か
つ
て

は
長
崎
街
道
の
宿
場
町
で
、
平
戸
街
道
の

起
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
末
の
志

士
や
商
人
、
時
に
は
外
国
か
ら
の
来
訪
者

た
ち
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

東
彼
杵
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
す
。

温
暖
な
気
候
と
多
良
山
系
の
山
々
が
美
し

い
自
然
を
育
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。中
で
も
お
茶
は「
そ

の
ぎ
茶
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
お

り
、
お
茶
の
日
本
一
を
決
め
る
全
国
茶
品

評
会
の
蒸
し
製
玉
緑
茶
部
門
に
お
い
て

は
、
平
成
29
年
か
ら
東
彼
杵
町
が
産
地
賞

を
３
年
連
続
で
、
町
内
の
お
茶
農
家
が
個

人
の
最
高
賞
と
な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を

４
年
連
続
で
受
賞
し
て
い
ま
す
。

͓
஡
ʷ
؍
ޫ�

ử
ά
Ϧ
ồ
ϯ
ς
ィ
ồ
Ϧ
ζ
Ϝ

東
彼
杵
町
は
、
平
成
27
年
か
ら
町
内
の

お
茶
農
家
と
手
を
組
み
、グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
お
茶
を
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で
提
案

し
、
交
流
を
通
じ
て
新
し
い
お
茶
フ
ァ
ン

の
獲
得
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
す
。
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践
す
る
地
域

団
体
の
立
ち
上
げ
に
は
、
当
時
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た
私
も

携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

東
彼
杵
町
で
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
「
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
リ
ズ
ム
」
と
称

し
、
主
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
対
象
と

し
た
お
茶
農
家
に
よ
る
体
験
民
泊
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
体
験
民
泊
は
、
海
外
に
お

け
る
日
本
食
文
化
や
日
本
茶
の
ブ
ー
ム
も

あ
っ
て
、
欧
州
を
中
心
と
し
た
訪
日
外
国

人
旅
行
者
に
好
評
で
、
宿
泊
者
数
は
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

΢
Π
ζ
・
ί
ϩ
φ
Ͱ
͓
஡
ަ
ྲྀ

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
を
重

ね
て
い
く
中
で
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
た
る
も

の
が
、
彼
ら
は
私
た
ち
が
想
像
し
た
以
上

に
、
お
茶
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
体

験
民
泊
の
実
践
者
は
専
業
農
家
で
あ
り
、

日
中
は
農
作
業
に
追
わ
れ
て
、
旅
行
者
と

じ
っ
く
り
交
流
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
に
つ
い
て
専
門
的

な
話
を
伝
え
た
く
て
も
言
葉
の
壁
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
獲
得
し

て
い
く
た
め
に
は
、
英
語
に
よ
る
お
茶
体

験
ツ
ア
ー
の
造
成
、
ガ
イ
ド
人
材
確
保
を

含
め
た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
急
務
で

し
た
。
そ
こ
で
、
令
和
２
年
度
は
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
「
移
住
・
定
住
・
交
流

推
進
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
お
茶
と
観

光
の
先
進
地
で
年
間
１
５
０
０
人
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
実
績
を
持
つ

京
都
お
ぶ
ぶ
茶
苑
（
京
都
府
和
束
町
）
と

連
携
し
て
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
向
け

テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
流
促
進
事

業
」
を
行
い
ま
し
た
。

お
茶
体
験
ツ
ア
ー
は
移
動
を
含
め
た
約

４
時
間
の
行
程
で
、
明
治
期
の
古
民
家
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
お
茶
の
町
・

Ҡ
ॅ
・
ఆ
ॅ
・
ަ
ྲྀ
ਪ
ਐ
支
ԉ
ࣄ
業

ớ
௕
࡚
ݝ
౦
൴
٩
町
Ờ

訪
日
外
国
人
に
お
茶
体
験
ツ
ア
ー

―
ガ
イ
ド
確
保
な
ど
受
け
入
れ
体
制
整
備
―

飯
塚
　
将
次

౦
൴
٩
ொ
؍
ޫ
ڠ
ձ

ớ
چ
౦
൴
٩
ொ
;
Δ
͞
ͱ
ަ
ྲྀ
η
ϯ
タ
ー
Ờ

౎
ࢢ
͔
Β
地
ํ
΁
の
Ҡ
ॅ
・
ަ
ྲྀ
͸
ỏ
ਓ
ޱ
ݮ
গ
ࣾ
ձ
に
͓
͚
る
地
域
活
ੑ
Խ
�ࡦ

の
ப
と
͠
ͯ
ظ
଴
͞
Ε
る
Ố
地
域
活
ੑ
Խ
η
ϯ
λ
ồ
Ͱ
͸
ỏủ
Ҡ
ॅ
・
ఆ
ॅ
・
ަ
ྲྀ
ਪ

ਐ
支
ԉ
ࣄ
業
Ứ
と
͠
ͯ
ỏ
地
域
ஂ
ମ
΋
͠
͘
͸
ࢢ
ொ
ଜ
౳
͕
ࣗ
ओ
త�

・�

ओ
ମ
త
に
࣮�

ࢪ
͢
る
ỏ
౎
ࢢ
ॅ
ຽ
ͳ
Ͳ
Λ
ड
͚
ೖ
Ε
る
ࣄ
業
Λ
支
ԉ
͠
ͯ
͍
る
Ố

今
ճ
ỏ
ྩ
࿨
̎
೥
౓
に
ಉ
ࣄ
業
Λ
活
༻
͠
た
௕
࡚
ݝ
౦
൴
٩
ொ
の
ủ
چ
౦
൴
٩
ொ

;
る
͞
と
ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ồ
Ứ
の
औ
Γ
૊
Έ
に
ͭ
͍
ͯ
ỏ
؍
ޫ
ڠ
ձ
の
൧
௩
ক
࣍
ࢯ
に

͝
঺
հ
͍
た
ͩ
͍
た
Ố�
ớ
ا
ը
ά
ϧ
ồ
ϓ
Ờ
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東
彼
杵
町
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始

ま
り
、
本
町
な
ら
で
は
の
大
村
湾
を
望
む

茶
畑
景
観
で
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
、
日
本

一
を
獲
得
し
て
い
る
品
評
会
茶
専
用
の
研

修
工
場
で
の
見
学
、
間
に
道
の
駅
食
堂
で

の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
は
さ
み
、
最
後
は
再

び
古
民
家
で
蒸
し
製
玉
緑
茶
を
は
じ
め
と

す
る
数
種
の
お
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

行
う
も
の
で
す
。

ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

全
般
は
、
京
都
お
ぶ
ぶ
茶
苑
で
外
国
人
向

け
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
確
立
し
た
松
本

靖
治
さ
ん
に
務
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
松

本
さ
ん
は
、
そ
の
ぎ
茶
と
数
年
前
に
利
用

し
た
本
町
の
体
験
民
泊
が
縁
と
な
っ
て
家

族
で
移
住
し
て
来
ま
し
た
。

お
茶
体
験
ツ
ア
ー
の
造
成
後
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
リ

モ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
意
識
し
て
、
次
の
二
つ
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
ィ
ー
ツ
ア
ー

約
４
時
間
の
お
茶
体
験
ツ
ア
ー
を
約
２

時
間
に
凝
縮
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
（
ズ
ー
ム
）
を

通
じ
て
世
界
に
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し
た
。
配

信
は
全
６
回
（
１
日
２
回
／
午
前
：
北
米
時

間
、
午
後
：
欧
州
時
間
）
で
、
世
界
20
カ

国
以
上
か
ら
延
べ
２
５
０
人
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
東
彼
杵
町
の
体

験
農
泊
の
参
加
者
も
い
て
、
リ
モ
ー
ト
だ
か

ら
こ
そ
の
再
会
を
果
た
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
イ
ブ
配
信
中
は
ガ
イ
ド
の
松

本
さ
ん
が
参
加
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
と
参
加
者

が
チ
ャ
ッ
ト
で
直
接
や
り
と
り
で
き
る
双

方
向
性
を
持
た
せ
た
こ
と
は
、
た
だ
視
聴

す
る
だ
け
の
配
信
と
は
異
な
り
、
参
加
者

の
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。

・
モ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ア
ー

お
茶
体
験
ツ
ア
ー
を
着
地
型
観
光
商
品

に
磨
き
上
げ
る
た
め
に
、参
加
人
数
制
限
、

検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
手
指

消
毒
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
た
上

で
、
外
国
人
の
反
応
を
検
証
す
る
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
東

彼
杵
町
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
以
内
の
長
崎

市
と
佐
世
保
市
の
大
学
生
や
、
米
軍
基
地

関
係
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
、
米

国
、
ス
ペ
イ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
の
出
身
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
茶
畑
や
茶
工
場
で
は
多
数
の
質

問
が
出
て
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
超
え

る
ほ
ど
。
お
茶
に
対
す
る
関
心
は
か
な
り

高
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

೔
ຊ
஡
Ͱ
ฏ
࿨
ͳ
ੈ
ք
Λ

日
本
の
お
茶
は
、
日
本
に
禅
を
も
た
ら

し
た
僧
侶
・
栄え

い

西さ
い

が
１
１
９
１
年
、
修
行

先
の
中
国
か
ら
帰
国
の
際
に
持
ち
帰
っ
た

種
子
を
長
崎
・
平
戸
の
千
光
寺
に
ま
い
た

こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
諸
説

あ
り
ま
す
）。
ま
た
、

欧
州
人
が
初
め
て
お
茶

を
飲
ん
だ
の
は
１
６
１

０
年
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人

が
平
戸
で
手
に
入
れ
た

お
茶
で
し
た
。

１
６
５
４
年
に
は
中

国
か
ら
長
崎
に
渡
っ
た

僧
侶
・
隠い

ん

元げ
ん

が
煎
茶
文

化
を
広
め
る
と
、
こ
れ

ま
で
支
配
階
級
な
ど
に

限
ら
れ
て
い
た
お
茶
が
庶
民
の
飲
み
物
と

し
て
普
及
し
ま
し
た
。
幕
末
に
は
長
崎
の

女
貿
易
商
の
大お

お

浦う
ら

慶け
い

が
英
国
、
米
国
、
ア

ラ
ビ
ア
の
３
カ
国
へ
お
茶
を
輸
出
し
ま

す
。
こ
れ
が
近
代
日
本
茶
輸
出
の
先
駆
け

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
お
茶
の
歴
史
に
お
い
て

長
崎
は
重
要
な
場
面
に
た
び
た
び
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
ら
を
発
信
す
る
こ
と
は
、
日

本
一
の
茶
産
地
で
あ
る
東
彼
杵
町
に
暮
ら

す
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
に
長
崎
を
紹
介
す
る

か
ら
に
は
、
被
爆
の
実
相
や
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
き
ま
す
。

お
茶
体
験
ツ
ア
ー
に
は
「i

い
け
ど
き

kedoki

」
と

い
う
愛
称
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
東
彼
杵

町
の
方
言
で
農
作
業
の
休
憩
や
お
茶
時
間

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
地
元
で
大
切
に
さ

れ
て
き
た
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
で
す
。
お

茶
を
飲
む
時
間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
平

和
だ
か
ら
こ
そ
。こ
の
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、

「Spread a peaceful w
orld w

ith 
Japanese tea

」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
続
け
ま
す
。

世
界
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
で

す
が
、
平
穏
な
日
常
に
戻
る
ま
で
は
今
し

ば
ら
く
か
か
り
そ
う
な
状
況
で
す
。
観
光

協
会
で
は
、
東
彼
杵
町
が
誇
る
お
茶
と
、

長
崎
ら
し
さ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は

の
ツ
ア
ー
を
組
み
立
て
て
、
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ϞχλʔςΟʔπΞʔ
ւͷ͑ݟΔ஡ാͰه೦ࡱӨ

ϞχλʔςΟʔπΞʔ
ຣ஡ΛͨͯΔମݧ

ΦンϥΠンςΟʔπΞʔ
େଜ࿷Λ๬Ή஡ാ͔ΒϥΠϒ഑৴
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も
っ
と
離
島
を
面
白
く
！

濱
中
氏
か
ら
は
、
海
士
町
の
日
常
や
役

場
で
の
体
験
を
も
と
に
地
域
の
魅
力
化
に

つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

濱
中
氏
は
、
自
分
自
身
に
多
く
の
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
あ

る
と
き
「
自
分
の
弱
み
」
が
「
強
み
」
に

な
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
踏

ま
え
、
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
一
見
当

た
り
前
で
無
価
値
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
だ

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
地
域
資
源
と

し
て
生
か
す
「
発
想
の
転
換
」
が
必
要
で

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

一
例
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、
海
士
町
特

産
の
「
さ
ざ
え
カ
レ
ー
」
と
「
い
わ
が
き

春
香
」
で
す
。
同
町
で
は
さ
ざ
え
も
か
き

も
収
穫
量
が
多
く
、
住
民
は
特
に
価
値
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
こ
に
Ｉ
タ
ー

ン
で
商
品
開
発
に
取
り
組
む
若
者
が
着
目

し
、
町
が
誇
る
特
産
品
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
も
、
地
域
課

題
こ
そ
が
教
育
資
源
と
の
視
点
か
ら
、
挑

戦
す
る
こ
と
で
未
来
を
切
り
開
く
人
材
を

多
く
育
て
て
い
ま
す
。

濱
中
氏
は
「
発
想
を
転
換
す
れ
ば
最
後

尾
が
最
先
端
に
な
れ
る
。
こ
の
考
え
で
地

方
や
離
島
を
面
白
く
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

地
域
課
題
に
取
り
組
む�

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン

２
人
目
の
講
師
と
し
て
新
潟
大
学
佐
渡

自
然
共
生
科
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
豊
田

光
世
氏
が
登
壇
。
佐
渡
市
で
の
「
里
山
農

業
の
未
来
デ
ザ
イ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
を
例
に
、
地
域
に
お
け
る
対
話

の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
里
山
農
業
の
発
展
に

つ
な
が
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

探
求
す
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
技
術
に
よ
る
解
決
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
豊
田
氏
は
次
の
３

点
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

① 

地
域
対
話
の
展
開
、
対
話
的
協
働
探
求

＝
地
域
住
民
と
の
対
話
か
ら
地
域
課
題

を
整
理
し
、
解
決
策
を
共
に
考
え
る

② 

実
験
型
マ
イ
ン
ド
・
風
土
の
醸
成
＝
対

話
だ
け
だ
と
疲
弊
の
種
と
な
る
た
め
、

少
し
で
も
地
域
の
変
化
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
実
験
を
取
り
入
れ
る

③ 

子
ど
も
・
若
者
の
参
画
、
多
世
代
共
創

＝
農
業
者
だ
け
で
な
く
、
世
代
を
超
え

て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
つ
く
る

豊
田
氏
は
、
こ
れ
ら
の
土
台
が
あ
っ
て

こ
そ
技
術
が
生
き
て
く
る
と
し
、
佐
渡
に

お
い
て
も
対
話
を
通
じ
て
「
島
の
当
た
り

前
は
実
は
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
」
と

気
づ
く
場
面
が
多
か
っ
た
と
明
か
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
思
考
の
変
化

に
よ
っ
て
、
未
来
へ
の
希
望
が
持
て
る
よ

う
な
対
話
の
場
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

海
士
町
と�

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
連
携

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
宮
崎
真

菜
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の

「
地
方
創
生
実
践
塾
㏌
海
士
町
」
を
２
年

間
担
当
し
た
こ
と
か
ら
感
じ
た
海
士
町
の

魅
力
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
海
士
町
の

挑
戦
を
育
む
風
土
や
、
地
域
を
変
え
る
た

め
に
自
分
が
変
わ
る
と
い
う
人
々
の
姿
か

ら
、
自
分
た
ち
の
一
歩
を
考
え
挑
戦
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
、今
後
の
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

海
士
町
と
佐
渡
市
は
、
風
土
は
違
う
も

の
の
同
じ
離
島
と
い
う
こ
と
で
共
通
点
も

多
く
、
こ
の
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
、
受
講
者
と

一
緒
に
学
び
合
い
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

 

大
学
連
携
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

●
飯
野 

直
美

 

（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
か
ら
派
遣
）

平
日
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
海
士
町
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ�

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

地
域
活
ੑ
Խ
η
ϯ
λ
ồ
͸
ỏ
ྩ
࿨
̎
೥
11
݄
に
ౡ
ࠜ
ݝ
ւ
࢜
ொ
と
ủ
地
ํ
૑
ੜ
に

向
͚
た
ਓ
ࡐ
ҭ
੒
に
ؔ
͢
る
連
携
ڠ
ఆ
Ứ
Λ
క
݁
͠
·
͠
た
Ố
͜
の
ڠ
ఆ
に
Α
Γ
ỏ
ւ

࢜
ொ
Λ
࣮
ફ
త
ϑ
ィ
ồ
ϧ
υ
と
͠
た
༷
ʑ
ͳ
ਓ
ࡐ
ҭ
੒
ࣄ
業
Λ
ల
։
͠
ͯ
͍
͖
·
͢
Ố

ͦ
の
Ұ
؀
と
͠
ͯ
ủ
ւ
࢜
ொ
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
θ
ϛ
Ứ
Λ
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
Ͱ
ߦ
͍
ỏ
ւ
࢜
ொ

の
औ
Γ
૊
Έ
Λ
௨
͡
ͯ
ଟ
༷
ͳ
ࢹ
఺
͔
Β
地
域
ͮ
͘
Γ
に
ͭ
͍
ͯ
ߟ
え
ͯ
͍
͖
·
͢
Ố

ୈ
Ұ
஄
͸
ỏ
̏
݄
16
೔
に
։
࠵
͠
た
ủ
ւ
࢜
ொ
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ
θ
ϛɹ

Ω
ỽ
Ϋ
Φ
ϑ
η

ϛ
φ
ồ
Ứ
Ͱ
͢
Ố
ւ
࢜
ொ
ਓ
ͮ
͘
Γ
ಛ
໋
୲
౰
՝
௕
の
ᖛ
த
߳
ཧ
ࢯ
Β
̏
ਓ
Λ
ߨ
ࢣ

に
ܴ
え
ỏ
શ
ࠃ
͔
Β
16
ਓ
͕
ड
ߨ
͠
·
͠
た
Ố
今
೥
౓
の
θ
ϛ
͸
10
݄
と
12
݄
に
΋

։
࠵
͢
る
༧
ఆ
Ͱ
͢
Ố

ର࿩ͷॏཁੑΛօͰֶͼ·ͨ͠

海
士
町
か
ら
見
え
る

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
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ふつうの主婦が見つけたやる気のエンジンのかけ方

͋なたのわくわくΤンジンはなんですかʁ
「わくわくΤンジン」とは、「自෼らしさに気ͮいたときやࠓまで気ͮかなかった
Կかを見つけたときの、子どもも大ਓも、自ら動きださͣにはいられない自෼だけ
のݪ動力」。/10๏ਓΩーパーιン 21の୅表を຿めるஶऀは、このわくわくΤン
ジンをશてのਓが見つけ、ੜきੜきと活動できるࣾձを໨ࢦして活動している。
ಉ๏ਓでは、自෼のわくわくΤンジンを見つけるΩϟϦアڭҭプロάラϜ「ເ！

自෼！発見プロάラϜ」を࣮ࢪしており、本ॻにはプロάラϜを開発したܦҢやࢥい、
活動಺༰がまとめられている。
わくわくΤンジンが見つけられないとど͏なるのか。ྫ͑͹、໺޷ٿきな子ども

に「কདྷは໺ٿબखを໨ࢦしたら」とקめる大ਓはଟい。しかし、それが本౰に޾
せなເなのかʁ　「໺޷ٿき」といっても、໺ٿのઓུをཱてるのが޷き、໺ٿを௨
してਓとަྲྀするのが޷き、໺ٿで体を動かしてউෛをするのが޷きーと、それぞ
れ「޷き」の性࣭はҟなる。໺ٿのԿにわくわくしているのかに気ͮくことが大੾

だと本ॻはࢦఠしている。子どもたちがੜきੜきと活動するためには、おのおのが࣋つわくわくΤンジンに合わせて、কདྷの
ເを見つけるखॿけがඞཁで͋る。
子どもだけでなく大ਓをؚめて、自෼のやりたいことをやっているはͣなのにもやもやを͡ײているਓや、自෼のやりたい

ことが見つかっていないਓに、おקめしたい1࡭で͋る。

ேࢁɹ͋ͭ͜ɹஶ
ॻళʢ����೥ࣾྕߴ �݄��೔ൃߦʣ
ఆՁɿ����ԁʢ੫ࠐΈʣ

「Ұੜ͑ߟ໋ݒたが౴͑がग़ない」「౴͑はग़たけど、どこかΦϦジナϦςΟにܽ
ける」ʕ。そんなݧܦをお࣋ちの方がいるのではないか。そんなときは「͑ߟる」
と「͏ࢥ」「஌っている」をࠞಉしているのかもしれない。「͑ߟる」にはٕज़がඞ
ཁで͋り、そのٕज़を෼かりやすく、۩体తなख๏にམとし込んで঺հしているの
がこの本だ。
ஶऀは、௕೥ࢽࡶとॻ੶のฤ集にܞわってきた。これまでにا画した本のྦྷܭ発

෦਺は1000ສ෦以্。3ສ෦でベストセラーといわれる࣌୅に、10ສ෦以্ചߦ
れた本を 以্もखֻけている。そんなஶऀだが、もともとクϦΤイςΟブの࡭50
センスに௕けていたわけでもなく、ਓにൺべてԿかೳ力がߴいわけでもないとい͏。
これまで਺ଟくのώットをग़すことができたのは、「͑ߟるٕज़」にΑるとこΖが大
きく、ຌਓで͋る自෼でもできる方๏をͣっと͑ߟてきたとい͏。そのϊウϋウが
この1࡭に詰まっている。

本ॻでい͏「͑ߟる」とは、໨తのためにҙࣝతにߟࢥすることで͋り、「広͛る」ことと「ਂめる」ことだ。この「広͛る」
と「ਂめる」からੜΈग़された৽たな価஋を、࣮ࡍにώットした঎品をྫに͛ڍてղઆし、「͑ߟるٕज़」で౴͑やアイデアを
ੜΈग़す方๏と、ど͏やって͑ߟを「広͛る」「ਂめる」のか、そのख๏を঺հしている。
そして、「͑ߟる力」を஁͑る方๏としてϊートをॻくことをקめ、ஶऀが࣮ફしている「͑ߟるٕज़」を活用したߟࢥϊー

トのつくり方をղઆしている。「͑ߟる」ことをগしでもޮ཰తにߦいたいਓに、ぜひこの本をおקめしたい。

パン屋ではおにぎりを売れ 想像以上の答えが見つかる思考法
֟಺ɹঘจɹ編ஶ
͔Μ͖ग़൛ʢ����೥ �݄��೔ൃߦʣ
ఆՁɿ����ԁʢ੫ࠐΈʣ
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設
立
の
経
緯

数
十
年
に
１
度
の
間
隔
で
火
山
活
動
を

繰
り
返
し
て
い
る
北
海
道
の
有
珠
山
。
噴

火
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
、
そ

し
て
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

有
珠
山
に
つ
い
て
の
知
識
や
噴
火
の
経
験
、

そ
し
て
災
害
を
軽
減
す
る
知
恵
な
ど
を
次

世
代
へ
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
20
年
に
洞
爺
湖
有
珠
山

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
北
海
道
が
共

同
事
務
局
と
な
り
、「
洞
爺
湖
有
珠
火
山

マ
イ
ス
タ
ー
」制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
洞
爺
湖
や
有
珠
火
山
地
域

の
自
然
や
特
性
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を

持
つ
人
に
洞
爺
湖
有
珠
火
山
マ
イ
ス
タ
ー

と
い
う
称
号
を
与
え
、
次
の
噴
火
に
備
え

た
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
狙
い
が

あ
り
ま
す
。

制
度
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
防
災
教
育

や
火
山
学
習
会
な
ど
を
マ
イ
ス
タ
ー
認
定

者
が
個
々
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

学
習
会
な
ど
の
受
付
窓
口
の
業
務
や
、
防

災
力
向
上
に
は
組
織
的
な
活
動
が
必
要
と

な
る
た
め
、
平
成
23
年
に
認
定
者
が
全
員

参
加
し
た
「
洞
爺
湖
有
珠
火
山
マ
イ
ス
タ

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

防
災
力
向
上
の
た
め
に

火
山
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
洞
爺
湖
有
珠
山

周
辺
地
域
の
自
然
や
特
性
、
噴
火
の
記
憶

や
減
災
の
知
恵
な
ど
を
地
域
内
外
の
人
た

ち
に
語
り
継
い
で
い
く
役
割
が
期
待
さ

れ
、そ
の
資
格
を
得
る
た
め
に
は
「
資
質
」

「
知
識
」「
技
能
」
を
審
査
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
・
面
接
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
合
格
後
は
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
お
り
、

地
域
住
民
や
地
元
の
教
職
員
・
児
童
生
徒
、

自
治
体
関
係
者
な
ど
を
対
象
に
、
被
災
し

た
遺
構
で
の
現
地
学
習
会
や
講
演
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
修
学
旅

行
生
や
各
団
体
に
対
し
て
も
、
当
地
域
で

行
わ
れ
る
火
山
防
災
活
動
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
防
災
を
考
え
て
も
ら
う

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
防
災
・
減
災
教

育
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

当
会
は
、
火
山
防
災
に
関
す
る
先
進
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
た
め
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
制
度
や
活
動
な

ど
の
視
察
に
訪
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
御
嶽

山
地
域
の
よ
う
に
、
当
会
の
活
動
を
参
考

に
し
て
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
を
始
め
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
他
地
域
の
火
山
防
災
活

動
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
火
山
防
災
に
限
ら
ず
他
の
自
然

災
害
に
関
し
て
も
参
考
に
で
き
る
た
め
、

毎
年
、
多
く
の
地
域
の
防
災
関
係
担
当
者

が
足
を
運
ん
で
き
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携

地
元
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
活
動
と
し

て
、
地
方
紙
「
室
蘭
民
報
」
で
「
火
山
マ

イ
ス
タ
ー
日
記
」
を
連
載
（
隔
週
）
し
た

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
放
送
局
「
ワ

イ
ラ
ジ
オ
」
で
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
が
洞
爺

湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情
報
発
信
番
組 शֶࡂখֶੜΛର৅ʹ๷ݩͰ஍ߏҨ֐ࡂ

噴
火
災
害
か
ら
地
域
を
守
る

―
恵
み
も
た
ら
す
火
山
と
共
生
―

阿
部
　
秀
彦

洞
爺
湖
有
珠
火
山

マ
イ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

洞爺湖有珠火山
マイスターネットワーク
（北海道有珠郡壮瞥町）

地域づくりの
現場から

全国協議会登録団体の紹介

団体プロフィール
設立＝平成23年（2011年）
代表者＝代表　阿部秀彦
構成人数＝52人

〈連絡先〉
〒052-0107
北海道有珠郡壮瞥町字洞爺湖温泉53　
「湖畔の宿 洞爺かわなみ」内
HP　http://volcano-meister.jp
E-mail　toya-usu@volcano-meister.jp
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（
週
１
回
）
を
担
当
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
火
山
地
域
や
各
地
の
ジ
オ
パ

ー
ク
か
ら
の
講
師
依
頼
や
、
様
々
な
メ
デ

ィ
ア
の
取
材
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
地
域
内
で
の
知
名
度
や

評
価
が
徐
々
に
高
ま
り
、
火
山
マ
イ
ス
タ

ー
の
受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
制
度
が
始

ま
っ
て
10
年
以
上
た
っ
た
今
で
も
絶
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
、
有

珠
山
周
辺
の
住
民
が
行
う
べ
き
防
災
減
災

活
動
が
活
発
化
す
る
な
ど
、
住
民
の
意
識

も
高
ま
り
、
地
域
で
の
好
循
環
が
生
み
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
噴
火
が
い
つ
に
な
る
の
か
全
く
予

想
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
有
珠
山
で
前

兆
地
震
な
ど
の
火
山
活
動
が
始
ま
っ
た
場

合
に
は
、
自
ら
の
意
思
で
き
ち
ん
と
避
難

し
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
素
地
が
徐
々

に
出
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
・
産
業
支
え
る
火
山
活
動

当
地
域
で
は
、
有
珠
山
が
で
き
る
前
か

ら
火
山
活
動
が
繰
り
返
し
起
こ
り
、
現
在

の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、

火
山
活
動
が
収
ま
っ
て
い
る
と
き
に
は

我
々
に
対
し
て
様
々
な
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。

ひ
と
た
び
噴
火
が
起
き
れ
ば
地
域
に
大

き
な
被
害
を
与
え
、
人
の
生
命
を
脅
か
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
起
き
た
火

山
活
動
を
み
る
と
、
洞
爺
湖
や
昭
和
新
山

を
代
表
と
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を

作
り
、
温
泉
な
ど
の
地
熱
資
源
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
ま
た
噴
出
物
は
、
農
業
に
適

し
た
肥
沃
で
広
大
な
土
地
や
、
果
樹
栽
培

に
適
し
た
土
壌
を
作
り
出
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
火
山
活
動
は
我
々
の
地
域
や
産

業
を
支
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
そ
の
風

景
は
当
た
り
前
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
今
ま
で
火
山
の
恵
み
に
あ
ま
り
気
付

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
山
活
動
は
悪

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、「
過
去
の
噴

火
が
地
域
を
つ
く
り
、産
業
を
作
り
出
し
、

我
々
は
普
段
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
暮
ら
し

て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
活
動

す
る
こ
と
で
、
住
民
に
は
「
自
分
た
ち
は

火
山
と
共
生
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

有
珠
山
周
辺
地
域
の
住
民
全
員
が
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
万
が
一
の
場
合
に
は
そ

れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
行
動
し
、
人
的
被
害

を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
防
災
・
減
災
文
化

を
地
域
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
我
々
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
幅
広

く
人
材
を
迎
え
入
れ
、
地
域
住
民
に
多
方

面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
お
り
、

特
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
は
全

員
に
対
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

20
世
紀
に
有
珠
山
は
４
回
の
噴
火
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
隔
は
人
間
の
世

代
交
代
に
相
当
す
る
た
め
、
避
難
経
験
な

ど
の
実
体
験
を
も
と
に
親
か

ら
子
に
災
害
経
験
を
伝
承
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、一
度
の
噴
火
に
お
い
て
、

有
珠
山
で
発
生
す
る
可
能
性

の
あ
る
全
て
の
噴
火
現
象
が

起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
や
は
り
噴
火
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
地
域
住
民
全
員

が
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
し
て
平
時
は
、

火
山
か
ら
の
恵
み
を
受
け
て

暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
地
域

な
の
で
す
。

༷ʑͳ͔ࠃΒͷ࡯ࢹʹରԠ
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蔵
王
町
の
魅
力

蔵
王
町
は
、
東
北
の
霊
峰
蔵
王
連
峰
の
東
麓
、
宮
城
県
の
南
西

部
に
位
置
し
、
町
域
の
約
６
割
を
山
林
・
原
野
が
占
め
て
い
ま
す
。

蔵
王
連
峰
の
屏
風
岳
が
海
抜
１
８
２
５
㍍
、
町
内
を
流
れ
る
松
川

と
白
石
川
の
合
流
点
は
海
抜
20
㍍
で
、
山
岳
部
か
ら
平
野
ま
で
大

き
な
高
低
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
自
然
の
表
情
を
身
近
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
る
わ
が
町
は
、
農
業
と
観
光
が
基
幹
産

業
で
あ
り
、
町
政
に
お
い
て
も
農
業
と
観
光
の
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

麓
の
高
原
は
県
内
有
数
の
酪
農
地
帯
で
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製

品
は
全
国
で
人
気
が
あ
り
、
ま
た
、
火
山
灰
土
の
広
大
な
畑
で
育

て
ら
れ
る
「
蔵
王
高
原
大
根
」
は
、
そ
の
甘
さ
と
み
ず
み
ず
し
さ

が
評
判
で
す
。

平
野
へ
と
続
く
丘
陵
地
は
県
内
随
一
の
果
樹
栽
培
を
誇
り
、
夏

か
ら
冬
に
か
け
て
通
り
は
甘
い
果
樹
の
香
り
が
し
、
桃
や
梨
、
り

ん
ご
を
身
近
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
野
部
で
は
、
そ
の
豊
富
な
水
と
豊
か
な
土
壌
か
ら
と
て
も
良

質
な
水
田
が
広
が
り
、
お
米
も
わ
が
町
自
慢
の
特
産
品
の
一
つ
で

す
。こ

れ
ら
の
い
わ
ば
「
蔵
王
ブ
ラ
ン
ド
」
の
特
産
品
や
蔵
王
山
頂

付
近
の
火
口
湖
「
御
釜
」、
山
岳
道
路
「
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」

の
紅
葉
、
巨
大
な
自
然
の
芸
術
と
も
い
わ
れ
る
樹
氷
を
間
近
で
見

ら
れ
る
雪
上
車
ツ
ア
ー
、
町
内
２
カ
所
の
ス
キ
ー
場
、
高
さ
９
㍍

も
の
雪
の
壁
の
回
廊
を
歩
く
「
雪
の
壁
ウ
ォ
ー
ク
」、
開
湯

４
０
０
年
以
上
の
名
湯
遠と

お

刈が
っ

田た

温
泉
、
心
が
和
む
伝
統
こ
け
し
な

ど
を
楽
し
み
に
、
毎
年
四
季
を
通
じ
て
国
内
外
か
ら
の
多
く
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響

こ
の
光
景
が
ず
っ
と
見
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
矢

先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
全
世
界
で

人
々
の
生
活
が
一
変
す
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
、
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
り
不
要
不
急
の
移
動
や
外
出
し
て
の
飲
酒
・
飲

食
に
自
粛
が
求
め
ら
れ
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
産
業

も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で
、
本
町
で
は
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
の
３
日
目
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
効
果
が
確
実
に
表
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
混

乱
が
一
日
も
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
へ

私
は
、
政
治
家
を
志
す
前
、
観
光
会
社
に
勤
め
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
観
光
が
大
好
き
で
す
。
旅
行
を
趣
味
と
し
、
各
地
を
旅
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
に
は
す
ば
ら
し
い
観
光
地
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
わ
が
町
の
観
光
資
源
は
そ
れ
ら
に
決
し
て
劣
ら
な

い
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
地
ら
し
い
に
ぎ
わ
い
を
早
く
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
が
、
自
分
の
中
で
日
に
日
に
強
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
町
内
各
施

設
に
お
い
て
感
染
が
拡
大
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
策
を
徹
底
し

な
が
ら
、
豊
か
な
観
光
資
源
を
生
か
し
て
蔵
王
町
の
魅
力
を
よ
り

力
強
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
政
を
預
か
る
立
場
と
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
の
有
効
な
政
策
を
打
ち
出
し
、
以
前
に
も
増
し
て
行
政

と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
時
代
の
変
化

を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
戦
略

長
期
総
合
計
画
に
は
、
三
つ
の
重
点
戦
略
と
し
て
「
ず
っ
と
住

み
続
け
た
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
」「
愛
に
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
魅
力
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
後
も
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
教
育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
た
統
合
中
学
校
建
設
や
子
育
て

環
境
の
整
備
、
移
住
・
定
住
対
策
の
強
化
、
町
特
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
な
ど
の
ほ
か
、
私
た
ち
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
「
蔵
王
」
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
へ
着
実
に
歩
を
進
め
、
誰
も
が

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
に
向
か
っ
て
、

な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮城県蔵王町長 村上　英人

蔵王の山頂から未来を眺望する
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◆ センターホームページは「地域活性化」で検索 ◆

;Δ͞ͱͷັྗൃ৴ΛԠԉ͠·͢ʂ
͝౰஍৘ใຬࡌͷαΠτ׆༻Λ�࣏ࣗମͷύϯϑɾಈըදজ΋

　地域活性化センターは、地域の旬な情報を気軽に見つけることができるウェブサイト「ふるさと情報
コーナー」を開設しています。観光・イベント・物産など、都道府県や市区町村の気になる情報が満載！
気になるまちの下調べに、ぜひ活用してください。
　また、ふるさとの魅力を発信する地方自治体のプロモーション活動を支援するため、「地域プロモー
ションアワード2021」（旧地域プロモーション大賞）を開催します。パンフレットやプロモーション動
画を評価・表彰し、入賞作品はふるさと情報コーナーでも公開する予定です。地域の魅力をたっぷり詰め込んだ、こだわりの作品を7
月 1日から 8月末まで募集します！詳しくは、以下のQRコードからそれぞれのサイトにアクセスしてください。
（お問い合わせ先：広報・プロモーション課　TEL：03-5202-6137　MAIL：kouhou@jcrd.jp）

�地域活性化センターが入る日本橋プラザビルの1階にデジタルサイ
ネージ（電子看板）を設置しています。タッチ操作で簡単にふるさと
情報コーナーを閲覧できます。

「ふるさと情報コーナー」は
こちらから

2� 2021・7月号 地域づくり 本編 セクション地域づくり 本編 PB
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ಛɹू SDGsと地域活性化（1）持続可能な消費と生産

7̎̌̎ �̍

� ಄Τοηʔ／変革する「まち」とそれを活かした力強い長崎県づくりר 中村法道（長崎県知事）
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� ポストコロナ時代のSDGsと持続可能な生産消費 大和田順子（同志社大学　政策学部・総合政策科学研究科
ソーシャル・イノベーションコース 教授 ）

�� ๺ւಓԼ઒ொ バイオマス燃料を核に集落再生 亀田慎司

�� ಙౡݝ 「エシカル消費」を全国へ 熊尾雅彦

��� େ෼ݝӓࢢ٩ 生態系を再生する農業と食 佐藤一彦

�� 持続可能な地域のための SDGs の実践 新田英理子（一般社団法人SDGs市民社会
ネットワーク理事・事務局長 ）

ௐ࿦จج

෭جௐ࿦จ

2020 年౓ ࠃ಺ௐࠪใࠂ　
෋ڕݝࢁ௡市、෋ݝ̴ࢁ スϙーπ࿈合（高Ԭ市）
ゲーム・ｅスポーツを活用したまちおこし
2020 年౓ ࠃ಺ௐࠪใࠂ　
ҵ৓ݝつ͘ ͹市、େࡕ府౦େࡕ市
「今あるもの」の魅力再発見
移住ɾ定住ɾަྲྀਪਐࢧԉ事業　௕࡚ݝ౦൴٩ொ
訪日外国人にお茶体験ツアー

飯塚将次

ฏ೔ಛผηミφー
ʮւ࢜ொオンラΠンθミ ΩッΫオϑηミφーʯ
海士町から見えるこれからの地域づくり・人づくり
ॻ੶঺հ

●東京都檜原村 豊富な森林資源で村づくり 青木亮輔
●神奈川県横浜市 廃棄海藻を活用し地域産品づくり 今村美幸
●富山県滑川市 持続可能な漁業へイワシを活用 酢谷政彦、佐藤裕子
●京都府京都市 「乾燥」で廃棄野菜に新たな価値を 竹井淳平
●和歌山県橋本市 子どもたちの夢や希望を応援 佐藤昌吾
●高知県香美市 「おすそわけ」でもっとつながる地域に 陶山智美
●福岡県北九州市 商店街から始まるまちづくり 梯　輝元
●佐賀県嬉野市 普遍的価値を磨き、持続可能な温泉地に 北川健太
●熊本県熊本市 フェアトレード熊本モデル構築へ 原田彰子

ʲಛूฤͰ͸جௐ࿦จɺશ �� ͸ҎԼͷ௨ΓʳྫࣄΕΔ͞ࡌܝʹʙಛूฤͷΈࡌܝをશͯྫࣄ

��

��

��

��

��

地域ͮ͘Γの現৔かΒ
ಎ໸ބ༗चՐࢁϚΠスλーネットϫーΫ
๺ւಓ༗च܊૖ฝொ
噴火災害から地域を守る

阿部秀彦

ट௕ͷ͍ࢥ

蔵王の山頂から未来を眺望する
 村上英人（宮城県蔵王町長）
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  άϥϏΞ

��� 都道府県漫遊 【秋田県】
ද� 手前みそですが… 【愛媛県鬼北町】

鬼北町

愛
媛
県

���

َ๺町は、࢛ࠃ・Ѫඤ県のೆ੢෦にҐ置し、おと͗࿩にग़てくる
Α͏なࢁཬが広がっています。଍੆Ӊ࿨ւཱࠃ公Ԃにࢦ定され

ている੒઒ܢ୩、日本ޙ࠷のਗ਼ྲྀ࢛ສे઒の࠷大の支ྲྀで͋る広見
઒など、࢛ંقʑの෩情がָしめます。この๛かな自વをੜかし、
ಛ産の༘

㇆

子
㆚

やシイタέ、܀の࠿ഓ、どͿΖくͮくり、َ๺ख़੒き͡
のੜҭなどがߦわれています。
ຖ೥ळには「でちこんか」とい͏おࡇを開催しています。「でちこ

んか」とは「ग़てきませんか」とい͏ҙຯの方ݴで、ଟくの方にࢀՃ
いただいています。
また、શࠃで།Ұ自治体໊に「َ」のࣈがつくことから、ΦンϦー

ワンのऔり૊Έとして「َのまちͮくり」をਪਐしています。町಺ೋ
つの道のӺにはَのモχϡϝントで͋る「َ

ㆈㆫ

Ԧ
ㆈㆄ

ؙ
ㆾ㇋

」と「༘
㇆

َ
ㆌ

ඤ
ㆲ㇁

」がそ
れぞれྟ܅。َのウΥールアート、َの଄ܗ、৯用َ౮、َྻं
（まもなくお໨見͑）など、༷ʑな「َ」が੗

㆙

んでいます。

█鬼北熟成きじ
低カロリー、高タンパクでありな
がら野性味あふれる深い味わい。
冬場の鍋は最高！

█鬼王丸
道の駅森の三角ぼうしに君臨。体重約700㌔。
学業成就・金運アップ・恋愛成就のご利益あり

█でちこんか前夜祭
でちこんかは前夜祭から始まる。全国から太鼓集
団が参集、荘厳な和太鼓演奏が行われる

█鬼のウォールアート
町なかのあちらこちらの壁に鬼が描かれて
いる。こわーい鬼からユニークな鬼まで様々

█どぶろく
低タンパク米でつくる奥四万十ど
ぶろく「きほく」は甘口・辛口の
2種類。すっきりとした味わい

█柚鬼媛
道の駅日吉夢産地に君臨。鬼王
丸の母。身長約5㍍。家内安全・
縁結び・安産祈願のご利益あり

鬼
の
棲
む
ま
ち

鬼
北
町

█
特
産
の
柚
子

香
り
高
く
酸
味
良
好
。
ポ
ン
酢
は
も
ち
ろ
ん
、
ゼ
リ
ー
や

ジ
ュ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
加
工
品
は
様
々
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地
域
づ
く
り
�
月
号�

特
集
編
（
通
巻
３
８
５
号
）　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化（
�
）
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産　

ྩ
࿨
3
೥
7
݄
̍
೔ɹ

一
ൠ
ࡒ
ஂ
๏
人ɹ

地
域
׆
性
Խ
η
ϯ
λ
ー
ൃ
ߦ

ࢠௐ࿦จʗେ࿨ాॱج
ポストコロナ時代のＳＤＧｓと持続可能な生産消費

๺ւಓԼ઒ொʗُా৻࢘
バイオマス燃料を核に集落再生

౦ژ౎ᐻݪଜʗ੨໦྄ี
豊富な森林資源で村づくり

ਆಸ઒ݝԣ඿ࢢʗࠓଜඒ޾
廃棄海藻を活用し地域産品づくり

෋׈ݝࢁ઒ࢢʗਣ୩੓඙ɺࠤ౻༟ࢠ
持続可能な漁業へイワシを活用

ʗ஛Ҫ३ฏࢢ౎ژ౎෎ژ
「乾燥」で廃棄野菜に新たな価値を

࿨Վڮݝࢁຊࢢʗࠤ౻ণޗ
子どもたちの夢や希望を応援

ಙౡݝʗ۽ඌխ඙
「エシカル消費」を全国へ

ஐඒࢁʗಃࢢඒ߳ݝ஌ߴ
「おすそわけ」でもっとつながる地域に

෱Ԭݝ๺۝भࢢʗఐɹًݩ
商店街から始まるまちづくり

ʗ๺઒݈ଠࢢ໺خݝլࠤ
普遍的価値を磨き、持続可能な温泉地に

ࢠজాݪʗࢢຊ۽ݝຊ۽
フェアトレード熊本モデル構築へ

େ෼ݝӓࢢ٩ʗࠤ౻Ұ඙
生態系を再生する農業と食

෭جௐ࿦จʗ৽ాӳཧࢠ
持続可能な地域のためのＳＤＧｓの実践

໨�࣍ άϥϏΞද�
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ݖ
や
多
様
性
、
公
平
公
ਖ਼
、
包
摂
性
と
い
っ
た
こ
と
に
は

関
心
が
ബ
い
よ
う
に
感
じ
、
特
に
身
近
な
社
会
的
ऑ
者
の

現
状
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
ҙ
ࣝ
か
ら
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
」
と
い
う
活
動
を
࢝
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
ෆ
ొ
校
ʗ
Ҿ
き
こ
も
り
」「
生
き
物
」「
一

人
਌
家
ఉ
」「
障
害
者
」「
֎
国
人
」「
性
的
Ϛ
イ
ϊ
Ϧ
テ
ィ
」

と
い
う
࿡
つ
の
テ
ー
Ϛ
で
「
市
民
ର
話
の
会
」
を
開
催
。

生
き
づ
ら
さ
に
直
໘
し
て
い
る
人
た
ち
の
現
状
を
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
ࢧ
ԉ
者
か
ら
聞
き
、
ど
う
す
れ
ば
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
が
広
く

ਁ
ಁ
す
る
よ
う
、
ର
話
の
様
子
を
冊
子
に
ま
と
め
ݝ
民
に

配
෍
し
て
い
ま
す
。

市
民
ର
話
の
会
の
テ
ー
Ϛ
と
講
ࢣ
は
次
の
通
り
で
す
。

ᶃ
「
ෆ
ొ
校
ʗ
ͻ
き
こ
も
り
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ

て
  
（
講
ࢣ
ử
੕
ᒍ
国
際
高
等
学
校
෋
ࢁ
キ
ャ
ン
パ
ス

長
・
飯
ా
良
ஐ
さ
ん
）

ᶄ
「
生
き
物
」
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử
෋

ࢁ
大
学
生
物
ݍ
環
境
科
学
科
教
त
・
ԣ
ാ
ହ
ࢤ
さ
ん
、

ג
ࣜ
会
社
ࢁ
の
ϋ
ム
工
房
ゴ
ー
バ
ル
代
表
取
締
役
・
ੴ

ݪ
ܿ
さ
ん
、
ג
ࣜ
会
社
ౡ
ా
໦
ࡐ
代
表
取
締
役
社
長
・

ౡ
ా
༏
平
さ
ん
）

ᶅ
「
一
人
਌
家
ఉ
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講

ࢣ
ử
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ϋ
ッ
ピ
ー
ウ
ー
Ϛ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

理
事
・
小
ྛ
ྋ
子
さ
ん
）

ᶆ
「
障
害
者
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
෱
理
事
長
・
ീ
໦
উ
自
さ
ん
）

ᶇ
「
֎
国
人
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
や
ま
代
表
・
ٶ
ా
ົ
子
さ
ん
）

た
。
行
政
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
に

く
い
ઌ
ॅ
民
族
の
ݖ
ར
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
෇
け
、
今
も

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ϗ
ル
ダ
ー
と
共
に
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り

や
೶
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
Ւ
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

で
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
問
題
や
課
題
が
見
え
て
き
て
お

り
、
そ
れ
を
ษ
強
し
合
お
う
と
い
う
取
り
組
み
が
૿
え
ま

し
た
。
෋
ࢁ
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
環
境
市
民

社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
と
や
ま
」（
Ｐ
̚
̘
と
や
ま
）

を
঺
հ
し
ま
す
。

Ｐ
̚
̘
と
や
ま
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環
境
の
こ
と
」
と

い
う
ೝ
ࣝ
が
市
民
に
は
強
く
、
୤
୸
ૉ
や
୤
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
よ
う
な
有
名
な
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
高
い
が
、
人

ᶈ
「
性
的
Ϛ
イ
ϊ
Ϧ
テ
ィ
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  

（
講
ࢣ
ử
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
෋
ࢁ
代
表
ʗ
෋

ࢁ
大
学
।
教
त
・
ྛ
Ն
生
さ
ん
）

各
回
の
総
合
フ
Ỹ
シ
Ϧ
テ
ー
タ
ー
ử
ג
ࣜ
会
社
た
が
や

す
代
表
取
締
役
の
ླ
໦
ߞ
平
さ
ん
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
カ
ー
ử

ඉ
口
ࡊ
ඒ
߳
さ
ん
と
Ԟ
໺
ඒ
ཬ
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
フ
Ỹ
シ

Ϧ
テ
ー
タ
ー
ử
Ｐ
̚
̘
と
や
ま
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
時
開
催
し
、
会
場
と
な
っ
た
お
ࣉ

に
集
ま
っ
た
地
域
の
人
た
ち
と
、
全
国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
の
２0
人
ఔ
度
が
ର
話
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
ର

話
の
様
子
を
Ϧ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ֆ
や
文
字
に
お
こ
し
て
い

く
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。
ର
話
が
深
ま
る
よ
う
に
誰
も
が
҆
心
し
て
話
せ

る
場
作
り
に
も
心
を
配
り
、
各
人
の
内
発
性
や
૬
ޓ
の
ؾ

づ
き
を
ଅ
す
こ
と
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

冊
子
も
作
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
あ
ま
り
前
໘
に
出
さ

ず
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
ؾ
ܰ
に
手
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
工
夫
を
ڽ
ら
し
た
そ
う
で
す
。
冊
子
は
、
Ｐ
̚
̘
と
や

ま
の
ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
（https://

X
X

X
.pectoyaN

a.org/post/SD
G

snMbtoyaN
a�

booL

）。
͜
Ε
か
ら
ඞ
ཁ
な
͜
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
1２
の
達
成
に
向
け
、
企
業
・
行
政
・

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、個
々
で
の
実
践
が
中
心
で
「
生
産
」
と
「
消

費
」
が
॥
環
す
る
持
続
可
能
な
活
動
に
は
ま
だ
な
っ
て
お

ら
ず
、「
生
産
・
消
費
」
活
動
の
変
革
に
向
け
た
実
践
例

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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౦ژ౎ᐻݪଜʢQ̔ô̕ʣ
໦Λ·Δ͝ͱ�ຊ͔͢׆औΓ૊ΈɻᐻΛࢬ෇͖ͷ··͔ࢁΒൖग़
͢Δ

2 ๺ւಓԼ઒ொʢQ̒ô̓ʣ
ҰͷڮόΠΦϏϨοδ಺ʹ͋Δ集ॅԽॅ୐ɻ෯ੈ͍޿ଳ͕ੜ׆Ͱ
͖ΔΑ͏�-%,͔Β�-%,·Ͱ͋ށ��Δ

1

ʢQ��ô��ʣࢢ౎ژ౎෎ژ
ੜऀ࢈ͷ΋ͱ΁௚઀଍Λӡͼɺ৴པؔ܎Λߏங
5࿨ՎڮݝࢁຊࢢʢQ��ô��ʣ

ֶशࢧԉʮؤுͬͯ·͢ʂʯ
6

ਆಸ઒ݝԣ඿ࢢʢQ��ô��ʣ
஍ݩখֶߍͷ�೥ੜ͕࠿ഓ͔Βൢച·ͰΛϓϩ
σϡʔε

3෋׈ݝࢁ઒ࢢʢQ��ô��ʣ
͘·ʹࢁᕓΛංྉʹม͑ɺ࢒ɺ͠޻ͰՃߍΛัΓɺֶڕ
͜ͱͰւ͕๛͔ʹͳΔ͜ͱΛ໨ͨ͠ࢦ
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7

ʢQ��ô��ʣࢢຊ۽ݝຊ۽
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特�集
基調論文࣮

ફ
が
޿
が
Δ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

２
０
２
１
年
度
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
選
定
」
が
内

閣
府
地
方
૑
生
推
進
ࣨ
よ
り
５
月
２1
日
に
公
表
さ
れ
た
。

今
回
は
₃1
自
治
体
が
選
定
さ
れ
、ྦྷ
ܭ
で
１
２
４
団
体（
う

ち
都
道
府
ݝ
は
14
）
と
な
っ
た
。
同
ࣨ
の
ࢿ
料
に
よ
れ
ば

２
０
２
０
年
９
月
の
調
ࠪ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て
い

る
自
治
体
は
ü4
・
５
％
に
の
΅
り
、
前
年
の
1Ā
・
５
％
か

ら
₃ü
⻲
も
૿
え
て
い
る
。

ま
た
、
ே
日
新
聞
の
全
国
調
ࠪ
（
回
౴
５
ઍ
人
）
に
よ

れ
ば
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
༿
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
」
と
い
う
問
い
に
「
あ
る
」
と
回
౴
し
た
の
は
全
体
で

4ü
・
６
％
に
の
΅
り
、
年
代
別
で
み
る
と
「
1ü
Ỗ
２Ā
歳
」

が
ü２
・
１
％
で
最
も
高
い
。
職
業
別
で
は
、
؅
理
職

（
ýü
・
�
％
）
と
学
生
（
ý0
・
０
％
）
が
高
い
。

筆
者
が
୲
当
し
て
い
る
同
ࢤ
社
大
学
政

策
学
部
の
講
࠲
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
論
」

で
４
月
に
ཤ
म
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
（
回

౴
２
２
８
人
）、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
い
く
つ
か

の
目
標
に
関
心
が
あ
り
実
践
し
て
い
る
」

は
41
・
２
％
に
の
΅
り
、「
聞
い
た
こ
と

は
あ
る
が
、
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
」

の
ü7
・
０
％
と
合
わ
せ
る
と
、
΄
΅
全
員

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
知
っ
て
お
り
、
す
で
に
多

く
の
大
学
生
が
何
ら
か
の
実
践
を
行
う
な

ど
、
関
心
の
高
さ
が
೺
Ѳ
で
き
た
。

ち
な
み
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
17
目
標
の
う
ち
、

関
心
が
高
い
上
Ґ
３
߲
目
は
「
目
標
５
：

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」（
üü
・

３
％
）、「
目
標
１
：
ශ
ࠔ
を
な
く
そ
う
」

（
ü0
・
０
％
）、「
目
標
10
：
人
や
国
の
ෆ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ϙ
ε
τ
ί
ϩ
φ
࣌
୅
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ͱ

持
続
可
能
な
ੜ
࢈
ফ
අ

―
ロ
ー
カ
ル
で
実
践
し
た
知
ܙ
を
ଞ
地
域
や
海
֎
と
共
有
へ
―

େ
࿨
田
　
ॱ
子

ಉ
ࢤ
社
େ
ֶ

ɹ੓
ࡦ
ֶ
෦
・
૯
߹
੓
ࡦ
Պ
ֶ
ݚ
ڀ
Պ

ι
ー
γ
Ỿ
ϧ
・
Π
ϊ
ϕ
ー
γ
ἀ
ϯ
ί
ー
ε
ڭ
त

筆者プロフィール

大和田 順子氏
（おおわだ・じゅんこ）
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平
等
を
な
く
そ
う
」（
47
・
０
％
）。
一
方
で
、「
目
標
1２
：

つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
は
２２
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
民
の
半
数
近
く
が
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
い
う
言

༿
を
知
り
、
特
に
大
学
生
な
ど
ए
い
૚
で
関
心
が
高
く
、
ま

た
、半
数
以
上
の
自
治
体
で
推
進
さ
れ
て
い
る
状
گ
で
あ
る
。

ε
テ
ー
ク
ϗ
ϧ
μ
ー
૯
ࢀ
Ճ
ʹ
Α
Δ
ਪ
ਐ

日
本
政
府
は
、
２
０
１
９
年
1２
月
に
決
定
さ
れ
た
政
府

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
਑
վ
定
版
」
で
11
の
ス
テ
ー
ク
ϗ

ル
ダ
ー
別
に
指
਑
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
消
費
者
に

ର
し
て
は
「
特
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
1２
（
生
産
・
消
費
）
の
؍
点

か
ら
は
、
消
費
者
が
、
環
境
に
ର
す
る
ෛ
ՙ
が
௿
く
॥
環

型
経
済
へ
の
Ҡ
行
に
ࢿ
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
消
費
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
、
݈
全
な
市
場
の
実
現
に
加
え
、
経
済
・

社
会
の
࢓
組
み
作
り
と
ܒ
発
を
ଅ
進
す
る
」
と
あ
る
。

自
治
体
に
ର
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ݪ
動
ྗ
と
し
た
地

方
૑
生
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
組
৫
体

੍
の
੔
උ
や
地
域
事
業
者
等
を
ର
৅
に
し
た
ొ
࿥
・
ೝ
ূ

੍
度
の
構
ங
な
ど
に
加
え
、「
各
地
域
の
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
、

自
然
ࢿ
ݯ
や
都
市
ج
൫
、
産
業
集
ੵ
等
に
加
え
て
、
文
化
、

෩
౔
、
組
৫
・
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ィ
な
ど
様
々
な
地
域
ࢿ
ݯ
を

活
用
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
ứ
地
域
॥
環
共

生
ݍ
Ừ
の
૑
଄
に
取
り
組
む
等
、
自
治
体
に
お
け
る
多
様

で
ಠ
自
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ί
ϩ
φ
が
΋
た
ら
し
た
Ө
ڹ

世
界
に
目
を
స
じ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
１
５
年
の

੍
定
か
ら
５
年
が
た
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
２
０
１
９
年

９
月
、国
連
に
お
い
て
開
か
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ミ
ッ
ト
」

は
、
行
動
の
10
年
と
し
て
２
０
２
０
年
か
ら
本
格
的
な
行

動
が
࢝
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
છ
֦
大
に
よ
り
、
む
し
ろ
目
標
に
よ

っ
て
は
後
ୀ
し
て
い
る
。
国
連
広
報
η
ン
タ
ー
の
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
報
ࠂ
２
０
２
０
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
感
છ
঱
の
た
め

に
世
界
の
ශ
ࠔ
は
こ
の
数
े
年
で
初
め
て
૿
加
し
、
２
０

２
０
年
に
は
、
新
た
に
７
１
０
０
ສ
人
が
ۃ
度
の
ශ
ࠔ
へ

と
௥
い
や
ら
れ
（
目
標
１
：
ශ
ࠔ
）、
食
料
シ
ス
テ
ム
の

新
た
な
ڴ
Җ
と
な
り
（
目
標
２
：
ٌ
ծ
）、
都
市
෧
࠯
（
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
に
よ
り
ঁ
性
と
ঁ
ࣇ
に
ର
す
る
๫
ྗ
の
Ϧ

ス
ク
が
૿
大
し
て
い
る
（
目
標
５
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）
と
い

う
。一

方
、
コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
る
持
続
可
能
な
未
来
を
実
現
す

る
෮
ڵ
ܭ
画
を
策
定
す
る
機
会
（
目
標
1２
：
生
産
消
費
）

と
な
り
、
２
０
２
０
年
の
Թ
ࣨ
効
果
Ψ
ス
は
６
％
減
少
す

る
見
ࠐ
み
（
目
標
1₃
：
ؾ
ީ
変
動
）
で
、
人
間
の
活
動
の

ܶ
的
な
減
少
は
、
海
༸
が
回
෮
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
可

能
性
（
目
標
14
：
海
の
生
態
ܥ
）
が
あ
る
と
い
っ
た
プ
ラ

ス
の
ଆ
໘
も
あ
る
。

持
ଓ
Մ
ೳ
な
։
ൃ
の
新
ఆ
ٛ

さ
て
、
こ
こ
で
վ
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
持
続
可
能
な
開

発
」（sustainabMe EeveMopN

ent
）
の
ҙ
味
を
確
ೝ
し

て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
国
連
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
（
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
）
に
よ
る
１
９
８

７
年
の
報
ࠂ
ॻ
に
示
さ
れ
た
「
ক
来
の
世
代
の
ཉ
ٻ
を
ຬ

た
し
つ
つ
、
現
在
の
世
代
の
ཉ
ٻ
も
ຬ
଍
さ
せ
る
よ
う
な

開
発
」
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ܚ
ጯ
ٛ
क़
大
学
の

ֈ
ߐ
ݑ
࢙
教
त
ら
は
、
ؾ
ީ
変
動
に
よ
る
地
ٿ
シ
ス
テ
ム

の
స
換
期
に
あ
る
現
在
、「
現
在
お
よ
び
ক
来
の
世
代
の

人
ྨ
の
ൟ
ӫ
が
ґ
ଘ
し
て
い
る
地
ٿ
の
生
໋
ҡ
持
シ
ス
テ

ム
（&arth`s MiGe�support systeN

）
を
保
ޢ
し
つ
つ
、

現
代
の
世
代
の
ཉ
ٻ
を
ຬ
଍
さ
せ
る
よ
う
な
開
発
」
と
࠶

定
ٛ
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
地
ٿ
の
生
໋
ҡ
持
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
ೝ
ࣝ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
「
経
済
」「
社

会
」「
環
境
」
と
い
う
三
つ
の
ओ
要
ૉ
を
調
࿨
さ
せ
る
こ

と
が
ෆ
可
ܽ
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ϗ
ル

ム
大
学
レ
ジ
Ϧ
エ
ン
ス
η
ン
タ
ー
が
提
এ
し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
έ
ー
キ
モ
デ
ル
」
は
こ
の
֓
念
を
表
し

て
い
る
。
経
済
の
成
長
に
は
社
会
的
活
動
が
ෆ
可
ܽ
で
、

そ
の
社
会
の
ҡ
持
に
は
自
然
ࢿ
本
が
ج
൫
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

持
ଓ
Մ
ೳ
な
生
産
消
費
と
は

今
回
の
特
集
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
持
続
可
能
な
生
産
と

消
費
、
す
な
わ
ち
「
目
標
1２
：
つ
く
る
責
任
・
つ
か
う
責

任
」
を
ओ
な
テ
ー
Ϛ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ઌ
に
述
べ
た

よ
う
に
、
自
然
ࢿ
本
や
生
໋
ҡ
持
シ
ス
テ
ム
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
ҡ
持
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

目
標
1２
は
11
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
運
営
や
消
費
行
動
に
関
わ
り
の
深
い
߲
目
で
は
、

ఱ
然
ࢿ
ݯ
の
持
続
可
能
な
؅
理
ٴ
び
効
཰
的
な
ར
用

（
1２
・
２
）、
食
料
の
廃
棄
を
半
減
（
1２
・
３
）、
廃
棄
物

の
発
生
の
大
幅
削
減
（
1２
・
５
）、
持
続
可
能
な
公
共
調

達
の
ଅ
進
（
1２
・
７
）、
持
続
可
能
な
開
発
お
よ
び
自
然

と
調
࿨
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
情
報
と
ҙ
ࣝ

特�集
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（
1２
・
８
）、
地
方
の
文
化
ৼ
ڵ
・
産
品
ൢ
ଅ
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
؍
ޫ
業
（
1２
・
̱
）
な
ど
で
あ
る
。

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
と
い
う
言
༿
が
࢖
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
消
費
者
ி
に
よ
れ
ば
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と

は
「
地
域
の
活
性
化
や
ޏ
用
な
ど
を
含
む
、
人
・
社
会
・

地
域
・
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
の
こ
と
で
す
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
、
社
会
的
な
課
題
に
ؾ
෇
き
、
日
々
の
買

い
物
を
通
し
て
、
そ
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
自
分
は

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
。」
と
આ
明
さ
れ

て
い
る
。
１
９
６
０
年
代
に
Ԥ
भ
で
࢝
ま
っ
た
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
や
、
１
９
８
０
年
代
の
グ
Ϧ
ー
ン
コ
ン
シ
ỿ
ー
Ϛ

ー
な
ど
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に

実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
本
稿
の
後
半
で
は
消
費
地
と
生
産

地
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
事
例
を
঺
հ
し
た
い
。

౎
ࢢ
෦
Ͱ
の
ࣄ
ྫ
⽅ 

̨
̙
̜
͂
ϥ
イ
ϑ
ε
λ
イ
ϧ
を
޿
Ί
Δ
イ
ϕ
ϯ
τ

̡
Ｏ
̝
̖
Ｓ
（
ロ
ϋ
ス
）
と
い
う
言
༿
を
ご
ଘ
じ
だ
ろ

う
か
。-iGestyMes oG )

eaMth anE SustainabiMity

の

಄
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、݈
߁
と
環
境
（
持
続
可
能
性
）

に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
代

後
半
に
ถ
国
で
生
ま
れ
、
２
０
０
２
年
に
筆
者
が
日
本
に

঺
հ
し
た
。
そ
の
後
、
国
内
で
は
２
０
０
５
年
ご
ろ
に
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
ࡕ
で
は
２
０
０
６
年
か
ら
ສ
ത
ه
念
公
Ԃ
で
「
ロ
ϋ

ス
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
み
ん
な
が
身
近
な
こ
と
か
ら
ָ
し
ん
で
実
践

で
き
る
ロ
ϋ
ス
・
エ
コ
」
を
目
指
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ࣳ
生
公
Ԃ
に
໿
７
０
０
の
出
ల
者
（
ҥ
食
ॅ
・
雑
՟
、
ҿ

食
Ҡ
動
ൢ
売
ं
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
）
が
あ
り
、

ओ
に
家
族
連
れ
が
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ؾ
分
で
一
日
を
ա
ご
す
人

ؾ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
ண
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
開
催
地

は
౦
ژ
、
広
ౡ
市
、
ฌ
庫
ݝ
・
୶
࿏
ౡ
と
૿
え
、
２
０
１

９
年
は
෱
Ԭ
市
で
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

来
場
者
数
は
２
０
１
９
年
の
ສ
ത
公
Ԃ
の
場
合
、
य़
ळ

14
日
間
で
ܭ
２Ā
ສ
６
ઍ
人
で
あ
る
。
来
場
者
（
ສ
ത
公
Ԃ
・

य़
）
の
ԣ
إ
は
ア
ン
έ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
８
ׂ
が
ঁ
性
で
、

年
代
別
で
は
₃0
代
40
％
、40
代
₃4
％
、ॅ
ま
い
は
府
内
ý₃
％
、

ฌ
庫
ݝ
1ý
％
、
ژ
都
府
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
ϋ
ス
・
エ
コ
行
動
と
し
て
は
「
Ϛ
イ
食
器
・
Ϛ
イ
バ

ッ
ク
を
持
参
さ
れ
て
い
る
人
」
が
88
％
と
大
変
高
い
。
期

間
中
に
回
収
さ
れ
た
࢖
用
済
み
ఱ
΀
ら
༉
は
４
８
０
Ἄ
、

ڇ
ೕ
パ
ッ
ク
は
１
１
０
ἅ
㌘
（
໿
３
６
６
６
ຕ
）。
環
境
省

が
推
進
す
る
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
」
は
２
１
８
７
人

が
宣
言
し
て
い
る
。
会
場
で
࢖
用
す
る
ి
ྗ
は
、
回
収
し

た
࢖
用
済
み
ఱ
΀
ら
༉
か
ら
発
ి
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ܒ
発
に
２
０
１
９
年
度
か

ら
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
４
月
に
は
オ
ン

ラ
イ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
η
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
た
。
目
標
別
で
は

全
17
に
関
し
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
特

に
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
以
下
の
取
り
組
み
で
あ

る
。「
目
標
３
：
す
べ
て
の
人
に
݈
߁
と
෱
ࢱ
を
」
で
は
、

フ
ェ
ス
タ
の
出
ల
者
そ
の
も
の
が
ૉ
性
の
わ
か
る
食
品
や

オ
ー
Ψ
ニ
ッ
ク
産
品
中
心
な
の
で
、
全
体
と
し
て
３
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。「
目
標
４
：
࣭
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

で
は
、
会
場
内
で
子
ど
も
を
ର
৅
と
し
た
ク
イ
ζ
ラ
Ϧ
ー

や
キ
ッ
ζ
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
श
を
行
っ
て
い

る
。「
目
標
５
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」で
は
、

ঁ
性
の
出
ల
者
が
多
く
、
ঁ
性
の
生
き
が
い
や
能
ྗ
を
発

ش
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、「
目
標
1２
：
つ
く
る
責
任
つ

か
う
責
任
」
を
体
ݧ
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ܒ
発
活
動
を
さ
ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
ҙ
ࣝ
・
行

動
調
ࠪ
の
実
施
な
ど
可
視
化
が
期
待
さ
れ
る
。

೶
ଜ
෦
Ͱ
の
ࣄ
ྫ
⽅ 

೶
業
Ҩ
࢈
ೝ
ఆ
஍
Ҭ
の
̨
̙
̜
͂
の
औ
Γ
૊
Έ

次
に
、
生
産
地
で
あ
る
೶
ࢁ
ଜ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
世
界
೶
業
Ҩ
産
ೝ
定
地
域
に
お
け
る
ೝ
ূ
੍
度
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
श
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
঺
հ
す
る
。

̛
̖
Ｏ
（
国
連
食
ྐ
೶
業
機
関
）
が
ೝ
定
す
る
「
世
界

೶
業
Ҩ
産
（
Ｇ
̞
̖
̝
Ｓ
）」
は
、「
社
会
や
環
境
に
ద
Ԡ

し
な
が
ら
何
世
代
に
も
わ
た
り
ܧ
ঝ
さ
れ
て
き
た
ಠ
自
性

の
あ
る
伝
統
的
な
೶
ྛ
ਫ
産
業
と
、
そ
れ
に
ີ
઀
に
関
わ

っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、
ラ
ン
ド
ス
έ
ー
プ
ٴ
び
シ
ー
ス
έ େࡕ・ສതه೦ެԂで։͔Εた「ϩϋεϑΣελ」
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ー
プ
、
೶
業
生
物
多
様
性
な
ど
が
૬
ޓ
に
関
連
し
て
一
体

と
な
っ
た
、
ক
来
に
受
け
ܧ
が
れ
る
べ
き
重
要
な
೶
ྛ
ਫ

産
業
シ
ス
テ
ム
を
ೝ
定
す
る
੍
度
」
で
あ
る
。

国
内
で
は
２
０
１
１
年
に
新
ׁ
ݝ
・
ࠤ
౉
と
ੴ
川
ݝ
・

能
ొ
が
ೝ
定
さ
れ
、
現
在
11
地
域
が
ೝ
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
̞
̖
̝
Ｓ
ೝ
定
地
域
は
、
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
物
多
様
性
の
؍
点
を
੝

り
ࠐ
ん
だ
地
域
ಠ
自
の
ೝ
ূ
੍
度
と
し
て
ٶ
৓
ݝ
・
大
࡚

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
ೝ
ূ
੍
度
を
঺
հ
す
る
。
こ
れ
は
、
目

標
1２
と
「
目
標
1ü
：
཮
の
๛
か
さ
も
क
ろ
う
」
を
組
み
合

わ
せ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

大
࡚
地
域
は
２
０
１
７
年
に
「
持
続
可
能
な
ਫ
ా
೶
業

を
ࢧ
え
る
大
࡚
ߞ
౔
の
伝
統
的
ਫ
؅
理
シ
ス
テ
ム
」
で
Ｇ

̞
̖
̝
Ｓ
に
ೝ
定
さ
れ
た
が
、
２
０
１
９
年
度
に
「
世
界

೶
業
Ҩ
産
ブ
ラ
ン
ド
ೝ
ূ
੍
度
」
を
૑
設
し
た
。
同
地
域

で
は
２0
年
以
上
に
わ
た
り
、
環
境
や
生
き
も
の
に
配
慮
し

た
೶
業
や
、
ट
都
ݍ
の
生
協
と
の
ަ
流
事
業
な
ど
を
行
っ

て
き
た
が
、
産
地
と
消
費
者
が
連
ܞ
し
、
共
に
持
続
可
能

な
೶
業
・
産
地
を
ࢧ
え
て
い
く
こ
と
を
め
͟
し
て
い
る
。

初
年
度
は
「
ถ
」
の
ೝ
ূ
を
行
っ
た
が
、
サ
サ
ニ
シ
キ

や
ͻ
と
め
΅
れ
、
さ
さ
݁
び
な
ど
ݹ
川
೶
業
ࢼ
ݧ
場
で
育

छ
さ
れ
た
品
छ
に
限
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
ೝ
ূ
の
必
ਢ

要
݅
に
は
、「
೶
ༀ
や
化
学
ං
料
の
࢖
用
に
つ
い
て
、
ٶ

৓
ݝ
׳
行
࠿
ഓ
ൺ
５
ׂ
以
下
に
཈
え
、
ా
ん
΅
の
生
き
も

の
の
モ
ニ
タ
Ϧ
ン
グ
調
ࠪ
を
実
施
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。

初
年
度
の
ೝ
ূ
に
は
３
４
２
人
が
参
加
し
、
６
３
０
Ἃ

の
ਫ
ా
で
࠿
ഓ
が
行
わ
れ
、
໿
３
０
２
０
Ἁ
の
ถ
が
ೝ
ূ

さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
度
は
３
７
０
人
、
６
７
８
Ἃ
、
໿

３
２
５
０
Ἁ
へ
と
֦
大
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、同
地
域
で
は
「
大
࡚
ߞ
౔
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
エ
ス
ト
」

と
い
う
、
大
࡚
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
೶
業
Ҩ
産
関
連

の
取
り
組
み
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
Ϳ
テ
キ
ス
ト
を
ࡢ
年
度

に
੍
作
し
た
。
ク
エ
ス
ト
は
୳
ڀ
で
あ
る
が
、
ถ
、
ਫ
ར
、

食
文
化
、
屋
ෑ
ྛ
、
ా
ん
΅
の
い
き
も
の
の
ޒ
つ
を
テ
ー

Ϛ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
࢖
用
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
学
श
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
今
年
度
は
複
数
の
大

学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
श

や
、
９
月
４
Ỗ
５
日
に
開

催
さ
れ
る
「
全
国
೶
ധ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ٶ
৓
大
࡚
大

会
」
の
೶
業
Ҩ
産
分
科
会
や
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
で
࢖
用
さ
れ
る
༧
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
1２
番
は
、

自
然
ࢿ
本
で
あ
る
目
標
1ü
（
཮
の
生
態

ܥ
）
や
14
（
海
の
生
態
ܥ
）
な
ど
に
ࢧ

え
ら
れ
て
お
り
、
都
市
೶
ଜ
ަ
流
活
動

や
エ
シ
カ
ル
消
費
を
通
じ
て
、
消
費
者

に
そ
の
価
஋
を
し
っ
か
り
伝
え
た
い
も

の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ࡾ
つ
の
ϙ
Π
ϯ
トɹ

ま
と
め
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要
な
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
վ
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
自
然
ࢿ
本
が
ベ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
二
つ
め
は
、
環
境
・
社
会
・

経
済
の
３
ଆ
໘
か
ら
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
し
て

三
つ
め
は
多
世
代
で
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
多
世
代
と

は
、
子
ڙ
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
が
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て

૆
ઌ
の
取
り
組
み
に
学
び
、
未
来
に
ܧ
ঝ
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。

自
然
ࢿ
本
は
೶
ࢁ
ړ
ଜ
に
あ
る
。
৿
や
૲
ݪ
、
海
・
川
・

ބ
প
、
ా
ん
΅
や
自
然
で
生
き
も
の
と
৮
れ
合
い
、
地
域

の
人
と
語
り
合
い
、
共
に
׼
を
か
く
。
持
続
可
能
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
ι
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

ݯ
ઘ
は
೶
ࢁ
ړ
ଜ
に
こ
そ
あ
る
と
思
う
。
都
市
に
฻
ら
し

な
が
ら
も
೶
ࢁ
ړ
ଜ
に
思
い
を
஘ㆯ

せ
、
ަ
流
の
機
会
を
つ

く
る
。
そ
し
て
೶
ࢁ
ړ
ଜ
が
育
ん
で
き
た
知
ܙ
で
世
界
の

೶
ࢁ
ړ
ଜ
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

౦
日
本
大
਒
ࡂ
お
よ
び
ݪ
子
ྗ
ࡂ
害
は
私
た
ち
に
エ
ネ

ル
Ϊ
ー
や
食
ྐ
の
自
څ
ྗ
を
高
め
る
こ
と
、
地
域
で
॥
環

す
る
経
済
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し

て
10
年
後
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
私
た
ち
に
も
う
一
度
、

ロ
ー
カ
ル
を
重
視
す
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
う
。

「5
hinL gMobaMMy anE "

ct MocaMMy

」
と
い
う
言
༿

が
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
け
て
「5

hen Share MocaMMy 
anE gMobaMMy

」
を
加
え
た
い
。
地
ٿ
ن
໛
で
考
え
、
ロ

ー
カ
ル
で
実
践
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
ܙ
を
ଞ
の
地
域

や
海
֎
と
共
有
す
る
と
い
う
ҙ
味
で
あ
る
。

େ࡚ߞ౔SDGs Ϋエεトのϖーδ
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特�集
৿
ྛ
を
༨
͢
͜
と
な
く
࢖
う

北
海
道
北
部
に
Ґ
置
す
る
下
川
町
は
、
国
内
で
も
特
に

פ
い
地
域
に
あ
り
、
ݫ
ౙ
期
に
は
Ϛ
イ
ナ
ス
₃0
度
に
も
な

る
。町
の
໘
ੵ
の
お
よ
そ
Ā0
％
は
৿
ྛ
に
෴
わ
れ
て
お
り
、

１
９
０
１
年
に
岐
ෞ
ݝ
か
ら
の
入
২
者
に
よ
っ
て
開
୓
が

࢝
ま
っ
た
。
೶
業
や
ྛ
業
・
ྛ
産
業
、
߭
業
を
ج
װ
産
業

と
し
て
発
ల
し
、
最
੝
期
の
１
９
６
０
年
の
人
口
は
１
ສ

５
０
０
０
人
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
ج
װ
産
業
の
ਰ

ୀ
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少
が
進
み
、
１
９
８
０
年
に
は
人

口
が
໿
半
数
に
ま
で
ܹ
減
し
、
地
域
の
活
ྗ
は
ஶ
し
く
失

わ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
の
ࡒ
産
で
も
あ
る
৿
ྛ
を
持
続
的

に
活
用
し
な
が
ら
、
ա
ૄ
化
や
少
子
高
ྸ
化
、
そ
し
て
地

域
産
業
の
ਰ
ୀ
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
に
ண

手
。
２
０
０
１
年
に
は
「
৿
ྛ
共
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
β
イ

ン
」
を
策
定
し
、
৿
ྛ
ࢿ
ݯ
を
余
す
こ
と
な
く
࢖
う
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

◆◆◆

ࠃ
༗
ྛ
෷
い
Լ
͛
が
ܖ
ػ
ʹ

今
日
ま
で
続
く
「
৿
ྛ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

１
９
５
３
年
に
１
２
２
１
Ἃ
の
国
有
ྛ
෷
い
下
げ
を
受
け

た
こ
と
が
一
つ
の
ܖ
機
と
な
っ
た
。
以
来
、
地
域
の
ޏ
用

҆
定
化
と
໦
ࡐ
の
҆
定
ڙ
څ
に
向
け
て
、「
െㆌ

っ
た
ら
必

ず
২
え
る
」
と
い
う
持
続
可
能
な
ྛ
業
の
ج
本
࢟
੎
を
ݎ

実
に
実
践
し
て
い
る
。

町
は
、「
॥
環
型
৿
ྛ
経
営
」
を
ج
本
理
念
と
し
、
৿

ྛ
െ
期
を
ý0
年
と
捉
え
ຖ
年
ü0
Ἃ
の
െ
採
と
২
ྛ
が
可
能

な
৿
ྛ
ج
൫
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
ྛ
業
の
コ
ス
ト
削

減
と
高
෇
加
価
஋
化
を
図
っ
て
き
た
。２
０
０
３
年
に
は
、

৿
ྛ
の
ద
切
な
؅
理
が
評
価
さ
れ
「
̛
Ｓ
̘
ೝ
ূ
」
を
道

内
で
初
め
て
取
得
。৿
ྛ
の
総
合
的
ར
活
用
に
向
け
、様
々

な
取
り
組
み
を
ల
開
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
▽
公
共
施
設
へ
の
໦
࣭
バ
イ
オ
Ϛ
ス
Ϙ

イ
ラ
ー
の
ಋ
入
▽
高
性
能
ྛ
業
機
ց
の
ಋ
入
▽
高
ີ
度
࿏

໢
੔
උ
に
よ
る
施
業
効
཰
の
向
上
▽
̞
̘
̩
に
よ
る
৿
ྛ

؅
理
コ
ス
ト
の
削
減
―
な
ど
で
あ
る
。

◆◆◆

現
在
で
は
、
11
ج
の
໦
࣭
バ
イ
オ
Ϛ
ス
Ϙ
イ
ラ
ー
か
ら

₃1
の
公
共
施
設
に
೤
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
を
ڙ
څ
し
、
Ϙ
イ
ラ
ー

ಋ
入
前
の
化
ੴ
೩
料
と
ൺ
ֱ
し
た
削
減
効
果
分
の
໿
１
６

０
０
ສ
ԁ
を
町
の
ج
ۚ
に
ੵ
み
立
て
て
い
る
。
ج
ۚ
は
、

半
分
を
Ϙ
イ
ラ
ー
の
ߋ
新
費
用
と
し
、
残
り
半
分
を
子
育

て
ࢧ
ԉ
施
策
に
活
用
し
て
い
る
。

Ϙ
イ
ラ
ー
の
ݪ
料
に
は
、
町
内
の
製
ࡐ
工
場
で
ഉ
出
さ

れ
る
୺
ࡐ
や
ྛ
地
残
ࡐ
な
ど
を
࢖
用
し
て
お
り
、
未
ར
用

ࢿ
ݯ
の
有
効
活
用
も
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
৿
ྛ
ࢿ
ݯ
を

余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
た
め
、
୸
や
チ
ッ
プ
、
໦
工
品
、

エ
ッ
η
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
な
ど
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

る
΄
か
、
未
ब
学
ࣇ
か
ら
高
校
生
ま
で
の
「
1ü
年
一
؏
の

৿
ྛ
環
境
教
育
」
も
行
っ
て
い
る
。

ू
མ
࠶
生
΁
の
取
り
組
み

こ
う
し
た
৿
ྛ
バ
イ
オ
Ϛ
ス
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
を
֩
に
集
མ

◆◆◆

๺
ւ
ಓ
Լ
઒
ொ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ُ
田
　
৻
࢘

Լ
઒
ொ
੓
ࡦ
ਪ
ਐ
՝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ਪ
ਐ
ઓ
ུ
ࣨ 

ओ
װ

―
৿
ྛ
活
用
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
―

ό
Π
Φ
Ϛ
ε
೩
ྉ
Λ
֩
ʹ
ू
མ
࠶
ੜ

ྩ࿨ݩ年౓຤ࡏݱで �755ᶨʢࠃ༗෼ऩྛؚΉʣのொ༗ྛΛอ༗

� 2021・7月号 地域づくり 特集編 2021・7月号地域づくり 特集編 �

1



特�集

࠶
生
を
具
現
化
し
て
い
る
の
が
、
２
０
１
３
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
一
の
ڮ
バ
イ
オ
Ϗ
レ
ッ
ジ
」
構
想
で
あ
る
。

「
一
の
ڮ
」
は
今
で
こ
そ
人
口
１
４
０
人
΄
ど
の
小
ن
໛

集
མ
だ
が
、
か
つ
て
は
ྛ
業
を
ج
װ
産
業
と
し
て
ӫ
え
、

１
９
６
０
年
に
は
２
０
０
０
人
以
上
が
฻
ら
し
て
い
た
。

し
か
し
、
ྛ
業
の
ਰ
ୀ
や
営
ྛ
ॺ
の
統
廃
合
、
̟
̧
の
廃

ઢ
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少
が
ٸ
速
に
進
ん
だ
。
集
མ
に
は

঎
ళ
も
ප
Ӄ
も
な
く
、
ॅ
民
か
ら
は
買
い
物
や
আ
ઇ
の
ࢧ

ԉ
要
๬
が
૿
え
、
ॅ
୐
も
࿝
ٺ
化
す
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ

ỿ
ニ
テ
ィ
を
ҡ
持
す
る
た
め
の
課
題
が
ݦ
在
化
し
て
い
る
。

一
の
ڮ
バ
イ
オ
Ϗ
レ
ッ
ジ
に
は
、
೤
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
自
څ

シ
ス
テ
ム
を
֩
と
し
た
高
性
能
な
集
ॅ
化
ॅ
୐
や
、
ە
চ

で
シ
イ
タ
έ
࠿
ഓ
を
行
う
「
特
用
ྛ
産
物
࠿
ഓ
ݚ
ڀ
所
」

な
ど
を
੔
උ
。
近
年
は
ى
業
家
や
ए
い
Ҡ
ॅ
者
が
ॅ
み
࢝

め
、
集
མ
の
୲
い
手
が
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
൐
い
、
２

０
１
０
年
に
お
よ
そ
ü0
％
だ
っ
た
高
ྸ
化
཰
は
、
２
０
２

１
年
３
月
຤
に
は
２ü
％
΄
ど
に
௿
下
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
ೖ
Ε
た
·
ͪ
づ
く
り

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
７
年
1２
月

に
第
１
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
本
部
長
（
内
閣
総
理
大
臣
）
賞
を
受
賞
し
た
。
ઌ

進
的
な
都
市
や
企
業
が
数
多
く
あ
る
中
で
の
受
賞
は
、
多

く
の
町
民
や
関
܎
者
が
長
年
ਚ
ྗ
し
て
き
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
݁
果
で
あ
る
。

経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
つ
の
ଆ
໘
か
ら
統
合
的
に
課

題
解
決
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
下
川
町
が
໿
２0
年
に
わ

た
り
進
め
て
き
た
取
り
組
み
と
の
਌
࿨
性
が
ඇ
ৗ
に
高

い
。
৿
ྛ
保
全
や
೶
業
、
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
、
݈
߁
、
教
育
な

◆◆◆

ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ー
ル
の
多
く
は
、
下

川
町
が
重
要
課
題
と
Ґ
置
෇
け
る
分
໺
と
関
連
が
強
く
、

町
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
ର
す
る
ώ
ン
ト
と
な
り
得
る

も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
る
メ
Ϧ
ッ
ト
と
し
て
は
、
▽
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
か
ら
地
域
を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

新
た
な
課
題
の
発
見
や
ؾ
づ
き
に
つ
な
が
る
▽
未
来
か
ら

現
在
を
見
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
」
で
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
▽
様
々
な
人
々
と
連
ܞ
し
た
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
▽
町
の
ັ
ྗ
や
ক
来
性
を
国
内

֎
に
発
৴
し
て
ブ
ラ
ン
ド
ྗ
を
高
め
、
Ҡ
ॅ
者
や
関
܎
人

口
を
ݺ
び
ࠐ
む
こ
と
が
で
き
る
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
の
ま
ち

づ
く
り
で
は
、「
２
０
３
０
年
に
お
け
る
下
川
町
の
あ
り

た
い
࢟
（
下
川
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
を
策
定
し
、「
み
ん
な
で

௅
ઓ
し
つ
づ
け
る
ま
ち
」
な
ど
ࣣ
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
。

町
の
最
上
Ґ
ܭ
画
で
あ
る
第
６
期
総
合
ܭ
画
の
ক
来
૾
に

「
あ
り
た
い
࢟
」
を
Ґ
置
෇
け
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

͓
Θ
り
ʹ

下
川
町
に
は
、
ز
多
の
ࠔ
難
に
立
ち
向
か
い
、
果
׶
に

௅
ઓ
し
続
け
て
き
た
ྺ
࢙
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
છ
঱
に
よ
り
、
社
会
の
変
化
が
ى
こ
り
、
そ
の
変
化

が
新
た
な
ৗ
ࣝ
と
し
て
定
ண
し
つ
つ
あ
る
。
地
域
社
会
と

地
域
経
済
を
क
り
ൈ
く
た
め
、
೶
業
や
ྛ
業
と
い
っ
た
ج

װ
産
業
の
୲
い
手
ର
策
は
ٸ
຿
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
地
域
内
֎
の
ओ
体
と
協
ྗ
し
な
が
ら
、
Ҿ

き
続
き
経
済
・
社
会
・
環
境
の
三
つ
の
ଆ
໘
か
ら
課
題
解

決
を
目
指
し
て
い
く
。

◆◆◆
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特�集
ྛ
ۀ
཭
Ε
の
Ճ
଎

ᐻ
ݪ
ଜ
は
౦
ژ
都
多
ຎ
地
۠
の
੢
部
に
Ґ
置
し
、
そ
の

໘
ੵ
の
Ā₃
％
が
৿
ྛ
に
෴
わ
れ
た
、
౦
ژ
と
は
思
え
な
い

΄
ど
自
然
๛
か
な
地
域
で
す
。
一
方
で
都
心
の
新
॓
か
ら

ं
で
΄
΅
１
時
間
と
ؾ、
ָ
に
๚
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ઓ
前
は
ཆ
ࢋ
や
୸
ম
き
が
੝
ん
で
し
た
が
、
ઓ
中
の
܉

ध
用
ࡐ
の
ध
要
ٸ
૿
と
ઓ
後
෮
ڵ
の
た
め
に
െ
採
が
進

み
、「
は
げ
ࢁ
」
が
૿
え
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
１
９
５

０
年
ご
ろ
か
ら
଍
場
ؙ
ଠ
や
ݐ
ங
用
ࡐ
と
し
て
ਿ
や
ᐻㆲ

ㆮ
ㆌの

২
ྛ
が
ଜ
人
総
出
で
行
わ
れ
、
現
在
で
は
৿
ྛ
໘
ੵ
の
໿

６
ׂ
が
人
工
ྛ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ᐻ
ݪ
ଜ
は
ྛ
業
が
ج
װ
産
業
で
す
が
、
֎

国
産
ࡐ
༌
入
の
影
響
に
よ
り
໦
ࡐ
価
格
が
ஶ
し
く
௿
下
し

て
ྛ
業
経
営
を
ѹ
迫
、
さ
ら
に
近
ྡ
地
域
へ
の
ब
࿑
が
以

前
よ
り
容
қ
に
な
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
ྛ
業
཭
れ
が
加

速
し
て
৿
ྛ
の
ߥ
廃
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ଜ
内
に
製
ࡐ
所
は
あ
っ
た
も
の
の
、
加
工
業
な

ど
の
໦
ࡐ
産
業
の
ৼ
ڵ
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
௧

◆◆◆

手
で
し
た
。

ᐻ
ݪ
ଜ
ト
Π
Ϗ
Ϩ
ッ
δ
ߏ
૝

現
在
の
໦
ࡐ
価
格
は
、
थ
ྸ
ý0
年
を
超
え
た
直
ܘ
₃0
₉

長
さ
４
ἇ
΄
ど
の
ਿ
ؙ
ଠ
が
１
本
３
０
０
０
ԁ
ఔ
度
。
こ

の
価
格
で
は
҆
定
し
た
ྛ
業
経
営
は
難
し
い
の
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ᐻ
ݪ
ଜ
で
は
ྛ
業
事
業
体
や

製
ࡐ
所
が
中
心
と
な
り
「
ᐻ
ݪ
ଜ
໦
ࡐ
産
業
協
同
組
合
」

を
設
立
し
、
ଜ
内
֎
の
多
様
な
企
業
を
ݺ
び
ࠐ
み
、
ҟ
業

छ
連
ܞ
で
「
໦
を
１
本
ま
る
ご
と
活
か
す
」
取
り
組
み
を

࢝
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ྛ
業
で
は
、
１
本
の
໦
の
う
ち
ࠜ
ג
や
ࢬ

༿
、
ۂ
が
り
ࡐ
、
ࡉ
ؙ
ଠ
な
ど
は
市
場
で
஋
が
෇
か
ず
ࢁ

に
捨
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
า
ཹ
ま
り
と
し
て
は
１
本
の

΄
΅
半
分
を
捨
て
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
捨
て
て
き

た
部
ࡐ
の
個
性
を
活
か
し
て
１
本
の
໦
を
࢖
い
切
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
࢝
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
ݺ
Ԡ
す
る
よ
う
に
、
ᐻ
ݪ
ଜ
は

ଜ
の
未
来
を
ࢧ
え
る
の
は
৿
ྛ
ࢿ
ݯ
し
か
な
い
と
「
ᐻ
ݪ

◆◆◆

ଜ
໦
育
・
໦
ࡐ
産
業
推
進 

ج
本
構
想
」（
ᐻ
ݪ
ଜ
ト
イ
Ϗ

レ
ッ
ジ
構
想
）
を
策
定
し
、
໦
の
お
も
ち
Ỵ
を
中
心
と
し

た
໦
育
と
໦
ࡐ
産
業
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。新

し
い
໦
ࡐ
産
業
を
ڵ
す
に
あ
た
り
、
໦
の
お
も
ち
Ỵ

は
国
産
の
自
څ
཰
が
数
％
と
௿
໎
し
て
お
り
、
今
後
の
成

長
が
見
ࠐ
ま
れ
る
こ
と
、
国
内
に
は
໦
の
お
も
ち
Ỵ
に
特

化
し
た
自
治
体
が
ଘ
在
し
な
い
こ
と
、そ
し
て
౦
ژ
に「
໦

の
お
も
ち
Ỵ
の
ଜ
」
が
で
き
る
こ
と
が
、
と
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
ळ
に
、
ト
イ
Ϗ
レ
ッ
ジ
構
想
の
֩
と
な
る

「
ᐻ
 ݪ

৿
の
お
も
ち
Ỵ
ඒ
術
ؗ
」
の
ݐ
設
༧
定
地
の
ྡ
に

「
お
も
ち
Ỵ
工
房
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ଜ
が
運
営

事
業
者
を
公
募
し
、
౦
ژ
チ
ェ
ン
ι
ー
ζ
（
以
下
、
ฐ
社
）

の
提
Ҋ
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
௞
ି
ܖ
໿
を
݁
び
、
ฐ
社

౦
ژ
౎
ᐻ
ݪ
ଜ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
໦
を
ؙ
ご
と
１
本
活
か
す
取
り
組
み
―

੨
໦
　
྄
ี

ג
ࣜ
会
社
౦
ژ
ν
ỻ
ϯ
ι
ー
ζ
୅
ද
औ
క
໾

๛
෋
な
৿
ྛ
ࢿ
ݯ
Ͱ
ଜ
ͮ
͘
Γ

৿ྛ཰ ���のᐻݪଜɻதԝがଜ໾৔、ࠨԞがখதֶߍ
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は
ᐻ
ݪ
ଜ
の
誕
生
ॕ
い
品
の
製
作
を
は
じ
め
、
各
छ
໦
製

؝
具
の
製
作
・
ൢ
売
、「
６
歳
に
な
っ
た
ら
ص
を
作
ろ
う
」

と
い
う
໦
こ
り
体
ݧ
と
ଜ
産
の
ਿ
を
࢖
っ
た
自
分
の
ص
作

り
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
໦
製
品
の
Ｐ
̧
に
౒
め

て
い
ま
す
。

೔
ຊ
ॳ
「
໦
の
͓
΋
ͪ
Ỵ
の
ଜ
」
΁

２
０
２
１
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
༧
定
の
お
も
ち
Ỵ
ඒ
術

ؗ
で
は
、
ؗ
内
に
あ
る
໦
製
の
遊
具
や
؝
具
の
遊
び
だ
け

で
な
く
、近
く
の
৿
ྛ
や
北
ळ
川
の
ਗ਼
流
を
生
か
し
た「
֎

遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
提
ڙ
す
る
༧
定
で
す
。
都
市
部
に

ॅ
む
਌
子
が
今
ま
で
少
し
扱
い
づ
ら
い
と
ܟ
ԕ
し
て
い
た

◆◆◆

「
໦
の
モ
ϊ
」
や
、
ة
ݥ
だ
と
思
っ
て
子
ڙ
を
近
づ
け
な

か
っ
た
「
自
然
」
に
৮
れ
さ
せ
る
ࢼ
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
実
は
む
や
み
に
ܯ
ռ
す
る
こ
と
は
な
く
、

む
し
ろ
心
地
よ
い
ૉ
ࡐ
や
ۭ
間
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

都
市
部
の
ॅ
民
と
໦
や
自
然
と
の
関
܎
を
解
き
΄
ぐ
し
て

い
く
こ
と
が
本
来
の
໦
育
の
ҙ
ٛ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ඒ
術
ؗ
の
運
営
ओ
体
に
は
、
地
元
有
ࢤ
が
立
ち
上
げ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
౦
ژ
さ
と
や
ま
໦
߳
။
」
が
採
択
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
४
උ
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ඒ
術
ؗ
に
は
ミ
ỿ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
や
ミ
ỿ

ー
ジ
ア
ム
カ
フ
ェ
も
ซ
設
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
メ
ー

ド
・
イ
ン
・
ᐻ
ݪ
」
の
໦
の
お
も
ち
Ỵ
を
中
心
に
国
産
໦

製
؝
具
を
ൢ
売
し
、
カ
フ
ェ
で
は
地
元
で
採
れ
た
໺
ࡊ
な

ど
を
࢖
っ
た
メ
ニ
ỿ
ー
を
提
ڙ
し
ま
す
。
地
元
の
お
じ
さ

ん
、
お
ば
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
໺
ࡊ
が
カ
フ
ェ
や
Ϛ
ル
シ

ェ
で
ൢ
売
で
き
る
こ
と
は
、
ߞ
作
์
棄
地
の
解
消
と
と
も

に
生
産
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
、
よ
り
一

૚
地
域
が
活
ؾ
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
お
も
ち
Ỵ
ඒ
術
ؗ
を
目
指
し
て
ຖ
年
５
Ỗ
８

ສ
人
の
਌
子
連
れ
が
ᐻ
ݪ
ଜ
に
や
っ
て
来
る
よ
う
な
人
の

流
れ
を
つ
く
る
こ
と
は
、
໦
工
作
家
の
༠
க
に
つ
な
が
る

΄
か
、
ଜ
民
や
地
域
お
こ
し
協
ྗ
ୂ
が
ى
業
す
る
際
の
後

押
し
に
も
な
り
ま
す
。
໦
の
お
も
ち
Ỵ
は
、
製
作
に
必
要

な
機
ց
も
少
な
く
、
ଜ
の
「
も
の
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ࢧ

ԉ
事
業
」
な
ど
の
ॿ
成
ۚ
を
࢖
え
ば
、
初
期
投
ࢿ
を
小
さ

く
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
݁
果
、
10
年
後
、
２0
年
後
、
₃0
年
後
と
少
し
ず
つ

໦
工
作
家
ら
が
集
い
、
い
つ
の
日
か
日
本
で
初
め
て
の
ト

イ
Ϗ
レ
ッ
ジ
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

30
೥
ޙ
΋
༊
΍
し
ٻ
Ί
৿
ʹ

こ
の
よ
う
に
๛
෋
な
৿
ྛ
ࢿ
ݯ
を
໦
ࡐ
産
業
や
؍
ޫ
、

環
境
教
育
、
食
な
ど
多
֯
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
活
か
し
て
い

く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
共
感
を
得
て
、
地
域

が
発
ల
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ઓ
後
、地
元
の
人
々
が
ۤ
࿑
し
て
২
ྛ
し
た
ਿ
や
ᐻ
は
、

₃0
年
後
に
थ
ྸ
１
０
０
年
の
৿
に
な
り
ま
す
。
̞
̩
を
中

心
に
進
化
を
続
け
る
౦
ژ
で
す
が
、
人
々
は
₃0
年
後
も
変

わ
ら
ず
৿
に
༊
や
し
を
ٻ
め
て
や
っ
て
来
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
ᐻ
ݪ
ଜ
が
受
け
ࡼ
と
な
れ
る
よ
う
、
今

ま
さ
に
新
し
い
৿
ྛ
を
中
心
と
し
た
ଜ
づ
く
り
に
動
き
出

し
ま
し
た
。

◆◆◆
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特�集
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ԣ
඿
ۚ
ᖒ
Ϧ
Ϗ
ン
グ
ラ
Ϙ
」
は
、
超
高
ྸ
・

人
口
減
少
社
会
が
ٸ
速
に
進
む
中
、
ԣ
඿
市
ۚ
୔
۠
で
活

༂
す
る
企
業
を
中
心
に
産
官
学
民
の
多
様
な
人
々
が
協

ಇ
・
共
૑
し
な
が
ら
、「
ྺ
࢙
・
؍
ޫ
・
文
化
・
教
育
」

の
ま
ち
と
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。۠
内
全
域
の
地
域
ࢿ
ݯ
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ࢿ
ݯ
や
製
品
に
限
ら
ず
、「
ͻ
と
」
と
「
ま
ち
」
の
持
続

可
能
性
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
も
ண
目
し
、
そ
れ
ら
を

総
合
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
社
会
経
済
モ
デ
ル
を

「
サ
ー
キ
ỿ
ラ
ー
エ
コ
ϊ
ミ
ー
Ｐ
̡
̪
Ｓ
（
ԣ
඿
型
॥
環

経
済
）」
と
し
て
提
এ
、
推
進
し
て
い
る
。

ۚ
୔
۠
は
、
ྟ
海
部
に
市
内
།
一
の
海
ਫ
ཋ
場
「
海
の

公
Ԃ
」
が
あ
り
、
内
཮
部
に
は
೶
Ԃ
や
৿
ྛ
な
ど
大
ن
໛

な
྘
地
が
広
が
る
な
ど
、
ਫ
཮
྆
໘
で
自
然
๛
か
な
౔
地

と
し
て
ӫ
え
て
き
た
。
শ

㆗
㇟
ㆄ

名ㆿ
㇟
ㆄ
㆘ࣉ

や
ேㆀ

㆕

Ҕㆂ

ಸㆪ

切ㆌ
㇊

通ㆩ
ㆈ

し
な
ど

の
࢙
੻
に
加
え
、
ԣ
඿
・
ീ
ܠ
ౡ
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
、
ԣ

඿
ベ
イ
サ
イ
ド
Ϛ
Ϧ
ー
ナ
な
ど
؍
ޫ
ス
ポ
ッ
ト
も
๛
෋
で

あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ۚ
ᖒ
Ϧ
Ϗ
ン
グ
ラ
Ϙ
で
は
こ
れ
ら
の
強
み
を

活
か
し
、
次
の
三
つ
の
ப
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
ࢿ
ݯ
׆
か
し
た
ࡾ
つ
の
ப

̍
⁒
஍
Ҭ
࢈
඼
ͮ
͘
Γ
に
よ
Δ
஍
Ҭ
؍
ޫ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ᾇ
地
域
産
品
「
ۚ
ᖒ
ീ
味
」
や
「
෮
活
ז
ར
୩
ト
Ϛ
ト
ジ

ỿ
ー
ス
」
に
よ
る
地
域
お
こ
し

市
民
参
加
型
に
よ
る
࠿
ഓ
体
ݧ
、
収
穫
体
ݧ
、
食
育
体

ݧ
を
実
施
、
新
し
い
地
域
に
Ѫ
さ
れ
た
ۚ
୔
ブ
ラ
ン
ド
঎

品
を
製
品
化
し
地
域
を
Ｐ
̧

ᾈ
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
え
る
「
機
会
と
場
」
の
提
ڙ

年
間
を
通
し
て
、
地
域
ॅ
民
や
地
域
企
業
が
ओ
体
と
な

っ
た
ま
ち
づ
く
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
そ
し
て
֗
の
未
来
に
つ

い
て
語
り
合
え
る
「
機
会
と
場
」
を
提
ڙ
し
、
各
छ
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
実
施

̎
⁒
ࢢ
ຽ
ࢀ
Ճ
ܕ
に
よ
Δ
޿
Ҭ
࿈
ܞ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ᾇ
地
域
を
つ
な
ぐ
「
食
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
を
テ
ー
Ϛ
に
し
た
「
サ
ル
ベ
ー
ジ
パ

ー
テ
ィ
ー
」
や
体
ݧ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
あ
わ
せ
て
、「
ラ
グ

ジ
ỿ
ア
Ϧ
ー
バ
ー
ベ
キ
ỿ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
を
開
催

◆◆◆

ᾈ
三
Ӝ
半
ౡ
広
域
連
ܞ
に
よ
る
サ
ー
キ
ỿ
ラ
ー
エ
コ
ϊ
ミ

ー
の
推
進

三
Ӝ
半
ౡ
地
域
活
性
化
協
議
会
や
ۚ
୔
ീ
ܠ
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
と
連
ܞ
し
、
新
し
く
製
品
化
し
た
地
域
産
品
や

収
穫
し
た
໺
ࡊ
等
を
中
心
に
Ϛ
ル
シ
ェ
の
開
催
や
ൢ
売
活

動
を
行
い
、
॥
環
型
経
済
を
構
ங

̏
⁒
࢈
׭
ֶ
࿈
ܞ
に
よ
Δ
஍
ํ
૑
ੜ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ

ᾇ
海
૶
の
ར
活
用
に
よ
る
環
境
教
育

産
官
学
連
ܞ
に
よ
り
、
海
の
公
Ԃ
で
ॲ
分
さ
れ
る
海
૶

（
ア
Ϛ
モ
な
ど
）
の
ར
活
用
を
ݕ
౼
し
、
೶
業
ݚ
ڀ
活
動
、

ଯ
ං
ݚ
ڀ
、
ࠛ
஬
ࣂ
育
ݚ
ڀ
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
自
分
づ

く
り
教
育
を
ࢧ
ԉ

ᾈ
関
܎
人
口
૑
出
に
よ
る
地
域
お
こ
し

ळ
ా
ݝ
౬
୔
市
な
ど
の
地
域
企
業
や
自
治
体
と
連
ܞ

し
、
ۚ
୔
۠
の
ັ
ྗ
づ
く
り
を
ݕ
౼
す
る
フ
ỿ
ー
チ
ャ
ー

η
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
食
・
文
化
ަ
流
を
通
じ
て
関
܎

人
口
の
૿
加
を
ଅ
進

ഇ
غ
ւ
૶
を
׆
༻
し
॥
؀
೶
ۀ

中
で
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ԣ
඿
ۚ
ᖒ
Ϧ
Ϗ
ン
グ
ラ
Ϙ
の
特
徴
を

生
か
し
た
取
り
組
み
が
、
２
０
１
９
年
６
月
に
࢝
ま
っ
た

「
地
域
産
品
づ
く
り
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
ৼ
ڵ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
あ
る
。
海
の
公
Ԃ
で
廃
棄
さ
れ
る
ア
Ϛ
モ
（
海

中
に
ࠜ
を
張
り
育
つ
海
૲
）
を
ං
料
と
し
て
活
用
し
、
地

元
೶
Ԃ
や
小
学
校
で
౜
ਏ
子
な
ど
の
໺
ࡊ
を
࠿
ഓ
し
、
地

域
発
の
名
産
品
「
ۚ
ᖒ
ീ
味
」
を
つ
く
る
॥
環
型
೶
業
の

取
り
組
み
で
あ
る
。
ۚ
ᖒ
ീ
味
に
含
ま
れ
る
౜
ਏ
子
と
８

छ
ྨ
の
ૉ
ࡐ
（
௠
ൽ
、
し
そ
、
し
い
た
け
ค
、
ࠛ
෍
ค
、

ࢁ
ᑦ
、
生
ᇙ
、
ࠇ
ゴ
Ϛ
、
あ
お
さ
）
の
う
ち
、
౜
ਏ
子
を

◆◆◆

ਆ
ಸ
઒
ݝ
ԣ
඿
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
食
と
೶
の
॥
環
型
経
済
を
構
ங
―

ࠓ
ଜ
　
ඒ
޾

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ԣ
඿
ۚ
ᖒ
Ϧ
Ϗ
ϯ
ά
ϥ
Ϙ 

ओ
࠻

ഇ
غ
ւ
૶
Λ
׆
༻
͠
地
域
࢈
඼
ͮ
͘
Γ
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含
む
５
छ
ྨ
は
ۚ
୔
۠
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
地
産

地
消
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

୯
に
、
ۚ
୔
۠
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
活
用
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
生
産
ա
ఔ
で
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
࠿
ഓ
・
収
穫
体
ݧ
を
行
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
に

は
地
域
の
小
学
校
や
ཆ
ޢ
学
校
な
ど
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
地
域
産
品
に
Ѫ
ண
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
の
想
い
が

ࠐ
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
と
き
は
౜
ਏ
子
の
බ
を
自
୐
に
持
ち
ؼ
っ
て
も
ら

い
、
࠿
ഓ
し
た
も
の
を
持
ち
د
っ
て
生
産
す
る
な
ど
の
工

夫
も
し
て
い
る
。

２
０
０
１
年
以
߱
、
海
の
公
Ԃ
で
は
減
少
す
る
ア
Ϛ
モ

場
を
࠶
生
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ア
Ϛ
モ
は

ਫ
࣭
ড়
化
や
海
の
生
態
ܥ
保
全
に
重
要
な
役
ׂ
を
୲
っ
て

い
る
が
、
７
月
の
海
ਫ
ཋ
場
開
設
前
に
な
る
と
、
遊
ӭ
۠

域
の
確
保
や
ア
Ϛ
モ
の
੔
උ
保
全
を
目
的
と
し
て
間
Ҿ
き

作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
間
Ҿ
き
さ
れ
た
ア
Ϛ
モ
は
、
ԣ

඿
市
が
費
用
を
か
け
て
ম
٫
ॲ
分
を
し
て
き
た
が
、
地
域

の
事
業
者
た
ち
が
「
海
૶
೶
法
」
か
ら
ண
想
を
得
て
、
ア

Ϛ
モ
を
೶
業
用
の
ං
料
に
す
る
こ
と
で
̘
Ｏ
２

の
削
減
に

د
༩
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の
一
環
と
し

て
こ
れ
ら
の
海
૶
を
ࢼ
ݧ
的
に
࢖
用
し
て
い
る
が
、
今
後

は
地
域
の
事
業
者
、
大
学
、
行
政
が
三
Ґ
一
体
と
な
っ
て

成
分
分
ੳ
・
ଯ
ං
開
発
を
行
い
、
そ
れ
を
活
用
し
て
ԣ
඿

オ
Ϧ
ー
ブ
な
ど
地
場
の
果
थ
や
໺
ࡊ
を
࠿
ഓ
す
る
地
域
॥

環
型
経
済
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
づ
く
り
を
構
想
し
て
い
る
。

地
ݩ
খ
ֶ
ߍ
と
࿈
ܞ
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ڭ
ҭ

ۚ
ᖒ
ീ
味
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
ԣ
඿
市
が
推
進
す

る
キ
ャ
Ϧ
ア
教
育
（
˞
１
）
の
一
環
と
し
て
地
元
の
੉
έ

࡚
小
学
校
と
も
連
ܞ
し
て
お
り
、
６
年
生
が
໺
ࡊ
づ
く
り

か
ら
঎
品
パ
ッ
έ
ー
ジ
の
デ
β
イ
ン
、
ൢ
売
に
ࢸ
る
ま
で

協
ྗ
し
て
い
る
。
ࣇ
ಐ
た
ち
は
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
学
校
内
で

「
౜
ਏ
子
」
と
「
し
そ
」
を
自
ら
࠿
ഓ

し
て
お
り
、
ะㆻ

場
の
੔
උ
、
২
え
෇
け

を
は
じ
め
、
Ն
ٳ
み
に
は
ަ
代
で
ਫ
や

り
を
行
っ
て
き
た
。

製
品
化
に
向
け
、
総
合
的
な
学
श
の

時
間
（
˞
２
）
の
「
せ
が
さ
き
タ
イ
ム
」

で
定
期
的
に
話
し
合
い
、
঎
品
コ
ン
η

プ
ト
や
ラ
ベ
ル
を
考
Ҋ
し
た
。
ࢼ
作
品

の
ൢ
売
は
、
ീ
ܠ
ౡ
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

で
お
ళ
づ
く
り
か
ら
٬
د
せ
ま
で
一
؏

し
て
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

◆◆◆

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
環

境
問
題
へ
の
ҙ
ࣝ
の
変
化
、
地
域
と
関
わ
る
こ
と
の
重
要

性
を
学
श
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

誰
΋
が
い
͖
い
͖
と
฻
ら
ͤ
Δ
地
域
΁

こ
れ
ま
で
は
地
域
ॅ
民
、
行
政
、
さ
ら
に
は
大
学
が
ओ

体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
地

域
の
事
業
者
が
ओ
体
と
な
り
、
地
域
活
動
や
地
域
貢
献
が

Ϗ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
を
地
域
に
ؐ
元
す
る
と
い

う
考
え
方
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
地
域
貢
献
を
通
じ
て
、
地
域
を

॥
環
さ
せ
る
経
済
ݍ
を
૑
出
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
以
前
か
ら
あ
る
Ϧ
ニ
ア
（
直
ઢ
）
型
の
経
済
モ

デ
ル
の
中
で
見
ա
ご
さ
れ
て
き
た
モ
ϊ
や
サ
ー
Ϗ
ス
、
個

人
の
ス
キ
ル
な
ど
の
ࢿ
ݯ
に
ޫ
を
あ
て
て
価
஋
を
見
い
だ

す
こ
と
で
、
地
域
内
に
ࢿ
ݯ
の
॥
環
を
つ
く
り
出
し
、
都

市
が
๊
え
る
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
、
新
た
な
ޏ
用
の

૑
出
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
฻
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

（
˞
１
）
ԣ
඿
の
Ω
Ỿ
リ
ア
教
育
「
ࣗ
෼
づ
く
り
教
育
」

ࢠ
Ͳ
も
た
ͪ
Ұ
人
ひ
と
り
が
ࣗ
෼
に
ࣗ
৴
を
も
ͪ
、
社
会
や
ू
ஂ

の
த
で
の
ࣗ
෼
の
໾
ׂ
を
ҙ
ࣝ
し
、
ࠓ
も
ক
དྷ
も
;
る
さ
と
ԣ
඿

に
ߩ
ݙ
し
て
い
く
こ
と
で
、
ເ
や
ر
๬
、
目
標
を
も
て
る
ࢠ
Ͳ
も

を
育
成
す
る
教
育
（
ԣ
඿
ࢢ
Ω
Ỿ
リ
ア
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
Α

り
Ҿ
༻
）

（
˞
２
）
総
߹
的
な
ֶ
श
の
࣌
ؒ

ม
化
の
ܹ
し
い
社
会
に
ର
Ԡ
し
て
、
ࣗ
ら
課
題
を
ݟ
つ
͚
、
ࣗ
ら

ֶ
び
、
ࣗ
ら
ߟ
え
、
ओ
ମ
的
に
൑
அ
し
、
Α
り
Α
く
問
題
を
解
決

す
る
ࢿ
࣭
や
能
力
を
育
て
る
こ
と
な
Ͳ
を
Ͷ
ら
い
と
す
る
こ
と
か

ら
、
ࢥ
ߟ
力
・
൑
அ
力
・
ද
ݱ
力
等
が
ٻ
め
ら
れ
る
「
஌
ࣝ
基
൫

社
会
」
の
࣌
୅
に
͓
い
て
ま
す
ま
す
重
要
な
໾
ׂ
を
Ռ
た
す
も
の

で
あ
る
。（
จ
෦
Պ
ֶ
ল
Ｈ
̥
Α
り
Ҿ
༻
）

◆◆◆

ാʹ·͔ΕたΞϚϞɻංྉͱ͠て໺ࡊΛҭてΔ

ۚᖒീຯ
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ݚ
ڀ
の
Ͷ
ら
い

෋
ࢁ
ݝ
立
׈
川
高
校
が
あ
る
׈
川
市
は
、
य़
の
෩
物
ࢻ

と
し
て
ϗ
タ
ル
イ
カ
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
年
前

に
行
っ
た
定
置
໢
実
श
で
は
、
ϗ
タ
ル
イ
カ
が
ෆ
ړ
で
イ

ワ
シ
が
多
く
ړ
獲
さ
れ
た
。
ϗ
タ
ル
イ
カ
ઐ
用
の
定
置
໢

に
イ
ワ
シ
が
ࠞ
入
す
る
と
、
イ
ワ
シ
の
ྡྷㆄ

㇍
㆓が

ݪ
Ҽ
で
ϗ
タ

ル
イ
カ
が
ই
つ
い
て
し
ま
う
。
ま
た
、
イ
ワ
シ
は
全
国
的

に
も
価
格
が
҆
い
ڕ
で
、こ
こ
׈
川
で
も
例
֎
で
は
な
い
。

イ
ワ
シ
が
大
ྔ
に
獲
れ
て
も
प
り
に
は
加
工
す
る
業
者
が

少
な
く
、
消
費
で
き
る
ྔ
に
も
限
り
が
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
׈
川
高
校
の
有
ࢤ
で
チ
ー

ム
が
݁
成
さ
れ
た
。
チ
ー
ム
で
は
、
イ
ワ
シ
の
঎
品
開
発

を
し
て
消
費
ྔ
を
૿
や
す
こ
と
で
価
஋
を
高
め
る
取
り
組

み
を
࢝
め
た
。「
イ
ワ
シ
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
る
」。
こ

れ
が
い
つ
か
ら
か
私
た
ち
の
合
い
言
༿
と
な
っ
て
い
た
。

◆◆◆

׈
川
の
イ
ワ
シ
を
、
ϗ
タ
ル
イ
カ
の
よ
う
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
が
当
た
る
よ
う
な
ڕ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

ま
た
、
た
だ
঎
品
開
発
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
活

動
を
発
ల
さ
せ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
４
番
（
࣭
の
高
い
教
育
を

み
ん
な
に
）、14
番
（
海
の
๛
か
さ
を
क
ろ
う
）、1ü
番
（
཮

の
๛
か
さ
を
क
ろ
う
）
の
目
標
が
達
成
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。

঎
඼
։
ൃ
の
ৄ
ࡉ

生
ె
た
ち
で
݁
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
は
、
地
元
で
ڕ
に
関

わ
っ
て
い
る
人
た
ち
に
イ
ワ
シ
の
情
報
を
聞
く
こ
と
か
ら

࢝
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
イ
ワ
シ
は
ᶃ
଍
が
ૣ
い
こ
と
ᶄ

小
ࠎ
が
多
い
こ
と
か
ら
঎
品
化
に
は
難
қ
度
が
高
い
ڕ
で

あ
る
一
方
、
Ｄ
̝
̖
や
̚
Ｐ
̖
が
๛
෋
で
体
に
良
い
ڕ
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
し
て
、
集
め
た
情
報
か
ら
イ
ワ

シ
の
問
題
点
は
؈
٧
に
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
と
考
え

◆◆◆

た
。
؈
٧
に
す
る
と
高
い
Թ
度
で
加
೤
さ
れ
る
た
め
、
長

期
間
保
ଘ
で
き
て
ࠎ
も
ॊ
ら
か
く
な
る
と
Ծ
આ
を
立
て

た
。味

෇
け
の
決
定
ま
で
に
は
、い
く
つ
も
ࢼ
作
を
重
ね
た
。

ワ
イ
ン
ࣽ
や
ト
Ϛ
ト
ࣽ
、
オ
イ
ル
サ
ー
デ
ィ
ン
、
ถ
͵
か

ࣽ
な
ど
本
当
に
多
く
の
ࢼ
作
品
を
作
っ
た
。
実
際
に
؈
٧

を
ࢼ
食
し
て
み
る
と
、
Ծ
આ
通
り
ࠎ
ご
と
食
べ
ら
れ
た
。

ࢼ
作
の
中
で
特
に
お
い
し
い
と
思
っ
た
も
の
を
生
ె
と
教

職
員
に
ࢼ
食
し
て
も
ら
い
、
ア
ン
έ
ー
ト
を
参
考
に
味
を

決
め
た
݁
果
、「
ਫ
ࣽ
」「
ക
ゴ
Ϙ
ウ
ࣽ
」「
バ
ジ
ル
オ
イ

ル
ࣽ
」
の
３
छ
ྨ
を
売
り
出
す
こ
と
に
決
め
た
。

঎
඼
Ձ
஋
を
্
͛
Δ
取
り
組
み

①
イ
ワ
シ
の
レ
シ
ピ
を
考
案

イ
ワ
シ
の
消
費
ྔ
が
֦
大
す
る
よ
う
、
イ
ワ
シ
を
࢖
っ

た
家
ఉ
料
理
レ
シ
ピ
を
考
Ҋ
し
、「
ӽ
中
い
わ
し
の
キ
ト

キ
ト
༲
げ
」
と
名
෇
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
ࡌ
し

た
。
家
ఉ
で
ָ
し
く
作
れ
る
よ
う
に
、
ア
レ
ン
ジ
の
し
や

す
さ
に
重
き
を
置
い
て
考
Ҋ
し
た
。

②
持
続
可
能
な
漁
業
を
目
指
し
て

イ
ワ
シ
の
未
ར
用
部
分
を
ར
用
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

を
達
成
し
よ
う
と
工
夫
し
た
。
ま
ず
は
、残
ᕥ
（
͟
ん
し
）

を
有
効
活
用
し
、
॥
環
型
と
な
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
。

イ
ワ
シ
は
食
べ
ら
れ
な
い
部
分
が
重
さ
に
し
て
໿
半
分
あ

り
、
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
。
捨
て
る
部
分
を
有
効
活
用

し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
近
づ
け
な
い
か
と
考
え

た
。
そ
こ
で
行
っ
た
の
が
、
段
Ϙ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
ར

用
で
あ
る
。
捨
て
る
部
分
を
ං
料
に
し
て
、
残
ᕥ
０
％
を

目
指
し
た
。

◆◆◆

෋
ࢁ
ݝ
׈
઒
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
঎
品
価
஋
を
「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」―

持
続
可
能
な
ړ
ۀ
΁
Π
ϫ
γ
Λ
׆
༻ਣ

୩
　
੓
඙

෋
ࢁ
ݝ
ཱ
׈
઒
ߴ
ߍ
ւ
༸
Պ
ڭ
་

ࠤ
౻
　
༟
子

෋
ࢁ
ݝ
ཱ
׈
઒
ߴ
ߍ
ւ
༸
Պ
ڭ
་
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イ
ワ
シ
の
残
ᕥ
で
作
っ
た
ං
料
を
২
ྛ
活
動
で
ࢁ
に
ま

い
た
。
ࢁ
を
๛
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ࢁ
の
ӫ
ཆ
が
海

に
流
れ
出
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
海
が
๛
か
に
な
り
、
持
続

可
能
な
ړ
業
に
近
づ
け
る
と
考
え
た
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
14
番
と
1ü
番
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。

③
滑
川
に
イ
ワ
シ
を
浸
透
さ
せ
よ
う

׈
川
市
立
ా
中
小
学
校
で
、
高
校
生
が
ઌ
生
に
な
っ
て

今
回
の
঎
品
開
発
の
त
業
を
し
た
。
そ
こ
で
は
、「
׈
川

の
イ
ワ
シ
と
঎
品
開
発
に
つ
い
て
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
」
の
話
や
、
イ
ワ
シ
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
パ
ン
ジ
ー
২

え
体
ݧ
な
ど
を
通
し
て
、
小
学
生
に
׈
川
の
海
の
こ
と
、

環
境
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
イ
ワ

シ
の
؈
٧
の
パ
ッ
έ
ー
ジ
も
一
ॹ
に
作
成
し
た
。

④
そ
し
て
世
界
へ

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
、
؈
٧
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
Ϣ
ニ
η
フ
（
国
連
ࣇ
ಐ
ج
ۚ
）
に
募
ۚ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
と
、
世

界
に
は
ษ
強
し
た
く
て
も
ශ
し
く
て
で
き
な
い
子
ڙ
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

私
た
ち
が
イ
ワ
シ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
世
界
の
子
ڙ
が
学
べ
、
׈
川
の
イ
ワ
シ
を
活
用

し
て
世
界
の
誰
か
を
ॿ
け
ら
れ
る
、
な
ん
て
ૉ
ఢ
な
話
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ

ー
ル
４
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

·
と
Ί

有
ࢤ
で
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
は
、
イ
ワ
シ
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
さ
せ
人
ؾ
者
に
し
よ
う
と
多
く
の
取
り
組
み
を
し
て

き
た
。
そ
の
た
び
に
多
く
の
人
た
ち
と
ަ
流
を
持
ち
、
Ԡ

ԉ
も
し
て
も
ら
っ
て
き
た
。
今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
イ

ワ
シ
を
有
効
活
用
し
、
঎
品
ൢ
売
ま
で
達
成
で
き
た
こ
と

に
ت
び
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
持
続
可
能
な
ړ
業
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
発
ల

途
上
国
の
ࢧ
ԉ
も
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
き
た
。

◆◆◆

今
後
は
、
׈
川
イ
ワ
シ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、
ړ

ࢣ
に
と
っ
て
も
ར
ӹ
が
出
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
イ
ワ
シ
残
ᕥ
を
ං
料
に
し
た

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
ଞ
の
残
ᕥ
で
も
ར
用
可
能
な
൚
用
性
が

あ
る
た
め
、
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
に
関
し
て
も
प
知
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、
Ϛ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
も
ら

う
機
会
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
؈
٧
を
通
し
て
׈
川
の
イ
ワ

シ
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
た
。
地
域
課
題
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
、第
６
回
環
境
Ϣ
ー
ス
活
動
発
表
大
会（
環

境
省
ओ
催
）
全
国
大
会
の
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
Ϗ
Ϧ
テ

ィ
高
等
ݚ
ڀ
所
所
長
賞
や
、
生
ె
ݚ
ڀ
発
表
日
本
海
北
部

地
۠
大
会
（
全
国
ਫ
産
高
等
学
校
長
協
会
）
の
最
༏
ल
賞

を
獲
得
し
、生
ె
に
と
っ
て
も
良
い
成
ޭ
体
ݧ
に
な
っ
た
。

イ
ワ
シ
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
の
取
り

組
み
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
ࢧ
え
ら
れ
な
が
ら
も
生
ె

が
自
ら
考
え
行
動
し
て
き
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も
有
ҙ

ٛ
で
و
重
な
体
ݧ
が
で
き
た
。
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
た
の
は
、本
当
は
私
た
ち
の
方
か
も
し
れ
な
い
。

ँ
ࣙ

本
ݚ
ڀ
を
進
め
る
に
当
た
り
、
多
く
の
ご
協
ྗ

と
ご
ॿ
言
を
い
た
だ
い
た
、
׈
川
ړ
業
協
同
組
合

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
皆
様
に
感
ँ
を
ਃ
し
上

げ
ま
す
。
本
ݚ
ڀ
は
多
く
の
方
々
に
ࢧ
え
ら
れ
な

が
ら
঎
品
開
発
ま
で
た
ど
り
ண
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ް
く
ޚ
ྱ
を
ਃ
し
上
げ
、
感
ँ
の
ҙ
を
表

し
ま
す
。

◆◆◆

ాதখֶߍでत͠ۀたࡍʹ、
イϫγ٧؈のύοケーδΛҰॹʹ作੒͠た

ஈϘーϧのதʹ෗༿౔ͱ͘Μ୸Λ͍Ε、イϫγのࣺてて͠·
͏෦෼ͱถ͵͔Λࠞͥ߹ΘͤΔ͜ͱʹΑってイϫγΛඍੜ物
で෼ղ͠ංྉʹͳΔ

ྩ࿨ݩ年౓ʹ࣮͠ࢪた「ϗλϧイΧఆஔ໢࣮श」
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Θ
く
Θ
く
͢
Δ
৯
の
ະ
དྷ
を
࡞
Δ
会
社

ג
ࣜ
会
社haLLen

は
、「
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー
と
人
の
ڑ

཭
を
近
づ
け
て
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
パ
ス
を
作
る
」

を
理
念
と
す
る
会
社
で
す
。
ৗ
ࣝ
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

世
界
中
の
人
々
の
๛
か
な
１
ඵ
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
標

に
、多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
バ
ー
チ
ャ
ル
行
ྻ
を
作
る
੔
理
݊
ア
プ
Ϧ

の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
Ւ
を
経
て
ҿ
食
ళ
の
Ϗ
ジ

ネ
ス
業
態
に
վ
革
を
も
た
ら
す「
ˌ
い
え
つ
な
キ
ッ
チ
ン
」

を
企
画
・
開
発
し
ま
し
た
。
食
ࡐ
デ
Ϧ
バ
Ϧ
ー
、
料
理
教

ࣨ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ҿ
み
会
の
三
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
ク
ラ

ウ
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
を
提
ڙ
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ଞ
、
料
理
を
作
る
人
と
食
べ
る
人
を
Ϛ
ッ
チ
ン
グ

す
る
ҿ
食
業
Ϛ
ー
έ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
「#ites�

」（
２
０
２

１
年
６
月
Ќ
版
Ϧ
Ϧ
ー
ス
༧
定
）
の
開
発
、SociaM GooE

事
業
と
し
て
環
境
省
と
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
社
会
性
の
あ
る
新
ن
事
業
の
コ
ン
η
プ
ト

◆◆◆

設
ܭ
な
ど
、
食
の
分
໺
を
࣠
に
ਾ
え
、
テ
ク
ϊ
ロ
ジ
ー
と

社
会
性
を
෢
器
に
事
業
を
ల
開
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
で
も
、
૑
業
者
の
஛
Ҫ
३
平
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ϧ
ー
ダ
ー
の
ా
ଜ
૱
が
、
数
年
前
か
ら
強
い
課
題

ೝ
ࣝ
を
持
っ
て
い
た
フ
ー
ド
ロ
ス
に
切
り
ࠐ
む
べ
く
立
ち

上
げ
た
ס
૩
廃
棄
໺
ࡊ
事
業
に
つ
い
て
঺
հ
し
ま
す
。

ס
૩
ഇ
غ
໺
ࡊ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト

೶
ྛ
ਫ
産
、
環
境
྆
省
の
２
０
１
７
年
度
の
調
ࠪ
に
よ

る
と
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
は
年
間

６
１
２
ສ
Ἁ
で
、
う
ち
໺
ࡊ
が
２
２
０
ສ
Ἁ
を
઎
め
て
い

る
と
推
ܭ
さ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
の
フ
ー
ド
ロ
ス
総
ྔ
は

໿
２
８
０
０
ສ
Ἁ
）。

一
方
で
、
世
界
で
は
９
人
に
１
人
が
ӫ
ཆ
ෆ
଍
、
日
本

で
は
６
人
に
１
人
が
૬
ର
的
ශ
ࠔ
で
す
。
ま
た
、
今
こ
の

１
分
間
だ
け
で
も
大
ن
໛
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
２7
໘
の
৿
ྛ
が
世
界
か
ら
消
失
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。食
料
生
産
を
૿
や
す
た
め
で
す
。

世
界
全
体
で
1₃
ԯ
Ἁ
以
上
の
食
ྐ
廃
棄
が
発
生
し
て
い

◆◆◆

る
の
に
、
食
料
生
産
の
た
め
に
৿
ྛ
െ
採
を
続
け
、
ま
た

そ
の
食
ྐ
は
ࠔ
っ
て
い
る
人
に
は
行
き
౉
ら
な
い
と
い

う
、
؃
ա
で
き
な
い
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

一
ൠ
的
な
フ
ー
ド
ロ
ス
ର
策
と
し
て
は
、
廃
棄
さ
れ
る

໺
ࡊ
を
段
Ϙ
ー
ル
に
٧
め
て
配
ૹ
し
ま
す
が
、
生
઱
໺
ࡊ

の
場
合
は
配
ૹ
や
保
؅
コ
ス
ト
が
高
い
上
、
物
流
コ
ス
ト

削
減
の
た
め
に
大
ྔ
に
配
ૹ
す
る
と
そ
の
分
消
費
段
֊
で

さ
ら
に
廃
棄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
֘
コ
ス
ト

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
୯
価
を
上
げ
͟
る
を
得
な
い
の
が

現
状
で
す
。

そ
こ
で
、今
回
の
ס
૩
廃
棄
໺
ࡊ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

廃
棄
さ
れ
る
໺
ࡊ
を
収
穫
地
प
ล
で
ס
૩
し
て
配
ૹ
・
保

؅
コ
ス
ト
ෛ
୲
を
ク
Ϧ
ア
し
、
調
理
し
や
す
く
長
期
保
ଘ

可
能
な
お
い
し
い
঎
品
に
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で

消
費
者
に
と
っ
て
も
メ
Ϧ
ッ
ト
の
大
き
い
、
よ
り
持
続
的

で
ແ
理
の
な
い
フ
ー
ド
ロ
ス
事
業
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
中
ԝ
集
໿
型
と
は
ҟ
な
り
、
収
穫

地
प
ล
で
ס
૩
・
加
工
す
る
「
分
ࢄ
生
産
」
は
、
コ
ス
ト

໘
の
み
な
ら
ず
各
地
域
の
ݻ
有
の
課
題
に
も
向
き
合
う
こ

と
を
可
能
と
し
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
以
֎
の
地
域
課
題
に

同
時
に
௅
む
こ
と
が
で
き
る
、
地
域
カ
ス
タ
Ϛ
イ
ζ
が
可

能
な
６
次
化
೶
業
生
産
事
業
で
す
。

ま
た
、
シ
ン
プ
ル
な
Թ
෩
ס
૩
を
用
い
る
こ
と
で
、
ಋ

入
コ
ス
ト
減
ٴ
び
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
؆
ૉ
化
し
つ
つ
効

果
的
な
ࡴ
ە
と
୹
時
間
ס
૩
を
実
現
し
、
生
઱
໺
ࡊ
の
໿

10
分
の
１
の
重
ྔ
と
２0
ഒ
の
消
費
期
限
に
よ
り
、
小
売
や

家
ఉ
消
費
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
高
め
ま
す
。

企
業
や
投
ࢿ
家
に
と
っ
て
は
、
地
域
連
ܞ
や
自
社
事
業

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
̘
Ｓ
̫
（
共
有
価
஋
の
૑
଄
）
化
へ
。
生

産
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
໺
ࡊ
が

収
ӹ
に
。
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
ݻ
有
課
題
に
も
取

ژ
౎
෎
ژ
౎
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

஛
Ҫ
　
३
ฏ

ג
ࣜ
会
社
̷
̰
̺
̺
̴
̽ 

୅
ද
औ
క
໾
̘
̚
̤

―
地
域
と
共
に
持
続
的
な
フ
ー
ド
ロ
ス
ର
策
―

ủ
ס
૩
Ứ
Ͱ
ഇ
غ
໺
ࡊ
ʹ
৽
た
な
Ձ
஋
Λ
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り
組
め
る
地
域
活
性
化
に
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
、
݈
߁

૿
進
や
調
理
時
間
の
୹
ॖ
や
ࡂ
害
උ
஝
に
。

こ
れ
ら
四
方
よ
し
の
Ϗ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
実
現
し
、
日

本
で
一
番
、
廃
棄
໺
ࡊ
の
デ
ー
タ
を
ਖ਼
確
に
捉
え
、
廃
棄

さ
れ
る
໺
ࡊ
が
ແ
く
な
る
ま
で
全
国
で
ס
૩
し
続
け
る
こ

と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

ϩ
ー
Χ
ϧ
ʹ
ࠜ
෇
͖
、
શ
ࠃ
ʹ
఻
͑
Δ

こ
の
ס
૩
廃
棄
໺
ࡊ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
協
業
し

て
も
ら
え
る
自
治
体
を
୳
す
べ
く
、
全
国
₃0
カ
所
΄
ど
を

回
り
、
直
઀
、
市
町
ଜ
職
員
や
市
町
長
と
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
݁
果
、
ԑ
あ
っ
て
۽
本
ݝ
高
৿
町
と
広
ౡ
ݝ

҆
ܳ
高
ా
市
と
協
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
۽
本
ݝ
の
高
৿
町
と
Ѩ
ો
೶
業
協
同
組
合
、

ג
ࣜ
会
社
タ
イ
ミ
ー
（
౦
ژ
都
๛
ౡ
۠
）、
ං
ۜ
オ
フ
ィ

ス
Ϗ
ジ
ネ
ス
ג
ࣜ
会
社
（
۽
本
市
）
と
の
提
ܞ
協
定
を
締

݁
し
、
地
域
೶
業
の
活
性
化
や
人
ࡒ
活
用
、
教
育
事
業
な

◆◆◆

ど
で
連
ܞ
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
ౡ
ݝ
で
は
҆
ܳ
高
ా
市
の
ྩ
࿨
３
年
度
ॿ
成

事
業
ର
৅
に
選
定
さ
れ
た
ଞ
、「D

�&GGS 13
0

+&$5
 

#:
 

ͻ
ろ
し
ま
サ
ン
ド
Ϙ
ッ
ク
ス
」
の
参
加
企
業
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
Ϧ
エ
ン
ス
強

化
（
॥
環
経
済
化
）
を
テ
ー
Ϛ
に
、
ס
૩
໺
ࡊ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と#ites�

を
用
い
た
ス
ク
ラ
ム
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
実
ূ
し
て
い
き
ま
す
。

঎
品
開
発
に
お
い
て
は
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、

Ϛ
ー
έ
タ
ー
な
ど
各
分
໺
で
活
༂
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
加

入
し
て
お
り
、"

jinoN
oto Group "

cceMerator

の
採

択
企
業
と
し
て
味
の
ૉ
ג
ࣜ
会
社
の
食
品
開
発
ݚ
ڀ
者
な

ど
と
共
に
҆
全
性
に
配
慮
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
初
஄
の
঎
品
と
し
て
、
普
段
の
食

事
に
ؾ
ܰ
に
ס
૩
໺
ࡊ
を
ち
ょ
い
଍
し
で
き
る
具
ࡐ
঎
品

と
、
ס
૩
໺
ࡊ
を
オ
イ
ル
௮
け
に
し
た
食
べ
る
調
味
料
の

２
छ
ྨ
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
ळ
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を

通
じ
た
限
定
ൢ
売
、
ౙ
に
一
ൠ
ൢ
売
開
࢝
を
༧
定
し
、
঎

品
の
ߪ
買
に
ڵ
味
の
あ
る
人
、
ま
た
は
Ԡ
ԉ
・
参
画
し
て

も
ら
え
る
人
を
募
っ
て
い
き
ま
す
。
ॱ
次
、
取
扱
ళ
の
募

集
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
人
ࡐ
の
募
集
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。

α
ε
テ
φ
ϒ
ϧ
な
生
産
と
消
費
を
໨
ࢦ
し
ͯ

ס
૩
໺
ࡊ
は
、
長
期
保
ଘ
性
や
ࢫ
み
の
ڽ
ॖ
、
調
理
の

し
や
す
さ
な
ど
か
ら
最
近
ঃ
々
に
ೝ
知
度
を
上
げ
て
い
る

も
の
の
、
঎
品
開
発
を
進
め
る
中
で
ώ
ア
Ϧ
ン
グ
を
行
っ

た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
に
࢖
え
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
う
੠
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ҿ
食
ళ
、
ړ
ࢣ
、
೶
家
、
バ

Ϧ
ス
タ
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
๛
か
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
ొ

࿥
し
て
い
る
「
ˌ
い
え
つ
な
キ
ッ
チ
ン
」
と
組
み
合
わ
せ

て
ס
૩
໺
ࡊ
を
࢖
っ
た
レ
シ
ピ
の
提
Ҋ
、「#ites�

」
ク
Ϧ

エ
イ
タ
ー
へ
の
サ
ン
プ
ル
提
ڙ
な
ど
、
分
ࢄ
生
産
の
࢓
組

み
構
ங
だ
け
で
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
の
฻
ら
し
に
取
り

入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
࢓

ֻ
け
を
ల
開
し
て
い
き
ま

す
。次

の
時
代
に
残
し
て
は

い
け
な
い
、
人
が
生
み
出

し
た
૖
大
な
矛
盾
に
௅

み
、
関
わ
る
全
て
の
人
々

を
স
إ
に
す
る
、
そ
ん
な

理
想
を
ඳ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
今
後
も
Ϗ
ジ
ョ

ン
に
共
感
し
て
も
ら
え
る

自
治
体
と
の
連
ܞ
を
֦
大

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

ॴɻ޻Φϑィε݉Ճ݉ډのॅࢢాߴܳ҆ݝౡ޿
໦଄ೲ԰ΛՃ޻ॴ΁ͱվங͠、ס૩ػΛઃஔ

঎඼։ൃの༷ࢠɻ
ೲಘの͍͘ௐ߹がで͖Δ·でԿ౓΋ࢼ作Λ܁Γฦ͢

作඼Λ作੒ࢼΛआΓてػ૩ס、てʹࢢ೙࡚ݝསࢁ

、ಉ૊߹、λイϛーڠۀ৿ொͱѨો೶ߴݝຊ۽
ංۜΦϑィεϏδωεͱのఏڠܞఆక݁ࣜ
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࿨
Վ
ࢁ
ݝ
ڮ
本
市
に
は
「
自
治
と
協
ಇ
を
は
ぐ
く
む
৚

例
」
が
あ
り
、「
ॅ
み
׳
れ
た
地
域
で
、
子
ど
も
か
ら
高

ྸ
者
ま
で
、
地
域
全
体
で
ࢧ
え
合
い
҆
心
、
҆
全
な
生
活

を
お
く
れ
る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
法
人
を
立
ち
上
げ
て
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
間
に
も
「
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
޷
き
に
な

り
た
い
」
と
考
え
、
一
人
の
市
民
と
し
て
自
分
が
で
き
る

役
ׂ
を
見
つ
け
行
動
す
る
元
ؾ
い
っ
ͺ
い
な
஥
間
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

は
し
ỳ
ࢠ
͑
が
͓
α
ϙ
ー
ト
「
Ά
Ε
Ά
Ε
」

私
た
ち
の
法
人
の
話
を
し
ま
す
。
発
଍
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
要
Ҽ
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
市
が
行
っ
た
「
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
ࠪ
」。

現
在
の
平
໦
఩
࿕
市
長
は
、
一
؏
し
て
「
教
育
と
෱
ࢱ
の

連
ܞ
」
の
大
切
さ
を
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ݝ
内
で
ਅ
っ

ઌ
に
こ
の
調
ࠪ
を
し
、
そ
れ
ま
で
見
え
な
か
っ
た
「
子
ど

も
の
ශ
ࠔ
」
や
「
子
ど
も
・
保
ޢ
者
の
ෆ
҆
や
ݽ
立
感
」

な
ど
、
ݫ
し
い
現
実
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

◆◆◆

二
つ
目
は
、
こ
の
調
ࠪ
が
実
施
さ
れ
た
年
に
、
市
内
に

「
こ
ど
も
食
ಊ
」（
誰
で
も
ར
用
で
き
る
共
生
型
）
が
開
設

さ
れ
た
こ
と
。
個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
法
人
と
ओ
催
は
違
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
Ϙ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
弁

当
の
活
動
で
し
た
。「
こ
ど
も
食
ಊ
が
あ
る
日
は
、
ே
か

ら
ؾ
持
ち
が
΄
っ
と
し
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
お
฼
さ

ん
の
言
༿
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
重
な
っ
て
、「
私
た
ち
に
も
で
き
る
ん

じ
Ỵ
な
い
か
。
小
ن
໛
で
も
า
い
て
来
ら
れ
る
こ
ど
も
食

ಊ
や
世
代
を
超
え
て
集
え
る
地
域
の
ډ
場
所
を
つ
く
る
こ

と
が
ộ
」
と
஥
間
と
話
し
合
い
、
市
内
މ
ຑ
生
地
۠
に
ۭ

き
家
（
ݹ
民
家
）
を
आ
り
て
、
一
ൠ
社
団
法
人
「
は
し
っ

子
え
が
お
サ
ポ
ー
ト
」（
Ѫ
শ
ぽ
れ
ぽ
れ
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

開
設
時
に
立
て
た
目
的
は
▽
地
域
の
皆
さ
ん
が
集
う
ډ

場
所
を
つ
く
る
▽
子
ど
も
た
ち
の
ເ
や
ر
๬
を
Ԡ
ԉ
す
る

（
子
ど
も
の
ශ
ࠔ
問
題
解
消
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
）
▽
地
域
コ

ミ
ỿ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
―
の
３
点
。
Ѫ
শ
の

「
ぽ
れ
ぽ
れ
」
は
ス
ワ
ώ
Ϧ
語
で
「
ゆ
っ
く
り
と
」
の
ҙ

味
で
、
ར
用
者
に
は
ゆ
っ
く
り
と
学
ん
だ
り
、
΄
っ
と
し

て
も
ら
っ
た
り
で
き
る
ډ
場
所
で
あ
り
た
い
と
の
ئ
い
を

ࠐ
め
ま
し
た
。

د
り
ఴ
い
、
ݟ
क
り
、
ڞ
ײ
͢
Δ

ぽ
れ
ぽ
れ
が
開
所
と
同
時
に
動
き
࢝
め
た
の
は
、
子
ど

も
た
ち
へ
の「
学
び
の
ࢧ
ԉ
」と「
こ
ど
も
食
ಊ
」で
し
た
。

「
た
だ
い
ま
あ
」「
お
か
え
り
」

ຖ
日
、
์
課
後
に
な
る
と
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま

す
（
年
間
２
５
０
日
、
Ԇ
べ
７
０
０
人
を
指
ಋ
し
て
い
ま

す
）。「
少
人
数
、
個
に
Ԡ
じ
て
ஸ
ೡ
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。
小
学
生
が
΄
と
ん
ど
で
す
が
、
小
学
１
年
か
ら
中
学

生
ま
で
ෆ
ొ
校
の
子
ど
も
も
い
ま
す
。

「
き
ょ
う
は
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
」
と
や

る
ؾ
ຬ
々
の
子
、
学
校
で
の
出
来
事
を
話
さ
な
い
と
ؾ
が

す
ま
な
い
子
、
ർ
れ
果
て
ډ
຾
り
を
す
る
子
、「
わ
か
ら

へ
ん
ʂ
」
と
ౖ
り
࢝
め
る
子
ộ
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
؁
え

て
来
る
子
た
ち
を
指
ಋ
し
て
く
れ
る
の
は
Ｏ
̗
教
員
と
学

生
の
皆
さ
ん
。
出
会
っ
て
か
ら
１
年
、
２
年
と
た
つ
う
ち

に
「
そ
の
子
な
り
の
あ
り
よ
う
」
が
分
か
り
、
よ
う
や
く

チ
ー
ム
で
ର
Ԡ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

つ
く
づ
く
思
う
こ
と
は
、
ぽ
れ
ぽ
れ
が
こ
の
子
た
ち
に

と
っ
て
、
第
三
の
ډ
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ૉ
直
な

自
分
を
出
し
て
も
ೝ
め
て
く
れ
る
ҟ
年
ྸ
集
団
が
出
来
て

き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
っ
て
大
事
や
ね
」
―
。
一
ଉ
つ

く
と
そ
ん
な
感
想
が
こ
΅
れ
ま
す
。

さ
り
͛
な
く
ಧ
く
ࢧ
ԉ

ぽ
れ
ぽ
れ
食
ಊ
は
、
月
に
１
度
開
く
₃0
食
ఔ
度
の
小
さ

◆◆◆◆◆◆

࿨
Վ
ࢁ
ݝ
ڮ
ຊ
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ࠤ
౻
　
ণ
ޗ

一
般
社
団
法
人 

͸
͠
ỳ
ࢠ
͑
͕
͓
α
ϙ
ー
ト
理
事
長

―
世
代
を
超
え
て
集
え
る
ډ
場
所
づ
く
り
―

ࢠ
Ͳ
΋
た
ͪ
の
ເ
΍
ر
๬
Λ
Ԡ
ԉ
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な
こ
ど
も
食
ಊ
で
す
。
地
元
の
子
を
中
心
に
ଞ
地
域
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
こ
ど
も
食
ಊ
で
༑
達
が
で
き
、
保
ޢ
者

同
࢜
の
お
෇
き
合
い
が
࢝
ま
る
έ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
も
ަ
え
、
食
事
の
合
間
に
ؾ
さ
く
な
会
話
も
஄
み

ま
す
。

ɹ

企
業
や
生
産
者
が「
賞
味
期
限
が
近
づ
い
て
る
け
ど
ộ
」

「
形
ѱ
い
け
ど
ộ
」
と
د
っ
て
く
れ
て
、
໺
ࡊ
や
そ
の
ଞ

の
食
ࡐ
を
ಧ
け
て
く
れ
ま
す
。
調
理
を
工
夫
し
て
०
を
味

わ
わ
せ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
「
う
ち
で
は
食
べ
た
こ
と

な
い
の
に
」
と
ڻ
く
੠
を
保
ޢ
者
か
ら
何
度
も
聞
か
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
Ւ
の
中
、
食
料
を
ແ
料
配
෍
す
る
「
フ
ー
ド
パ

ン
ト
Ϧ
ー
」
も
実
施
し
ま
し
た
が
、
ؾ
を
つ
け
て
い
る
こ

と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
د
෇
し
て
い
た
だ
い
た

人
た
ち
の
ؾ
持
ち
を
ಧ
け
、「
࢖
わ
な
い
食
ࡐ
は
、
ご
近

所
や
知
り
合
い
に
࢖
っ
て
も
ら
っ
て
」
と
メ
ッ
η
ー
ジ
を

ఴ
え
る
こ
と
。
さ
り
げ
な
く
ಧ
け
ら
れ
る
ࢧ
ԉ
が
、
自
然

と
地
域
を
Թ
め
て
΄
し
い
と
思
い
ま
す
。

ੈ
୅
を
௒
͑
、
ڞ
ʹ
૑
Δ
ؔ
܎
ʹ

ぽ
れ
ぽ
れ
が
ڳ
を
張
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ྗ
を
集
め
て
子
ど
も
ର
৅
の
事
業
が
で
き
る
こ
と
。
ଉ
の

長
い
「
࠿
ഓ
活
動
」、
Ն
ٳ
み
の
「
体
ݧ
教
ࣨ
」、
ق
節
に

Ԡ
じ
た
「
ԑ
日
」「
ϋ
ロ
ウ
ィ
ン
」「
し
め
ೄ
づ
く
り
」「
໫

つ
き
」
な
ど
の
ަ
流
事
業
で
す
。

食
や
学
び
で
つ
な
が
っ
た
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
ਃ
し
出
て
く
れ
る
保
ޢ
者

も
お
り
、「
ࢧ
ԉ
す
る
・
受
け
る
」
が
「
共
に
૑
る
」
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ࡢ
年
຤
の
ア
ン
έ
ー
ト
で
、
Ā２
％
の
保
ޢ
者
が
「
活
動

を
通
し
て
知
り
合
い
や
༑
達
が
૿
え
た
」
と
౴
え
、「
子

◆◆◆

ど
も
だ
け
じ
Ỵ
な
く
、
฼
も
い
つ
も
ॿ
け
ら
れ
、
ぽ
れ
ぽ

れ
の
皆
様
と
出
会
え
た
こ
と
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
」「
ぽ
れ
ぽ
れ
は
ứ
心
の
オ
ア
シ
ス
Ừ
で
す
」
と
感

想
を
د
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ぽ
れ
ぽ
れ
で
出
会
う
皆
さ
ん
が
པ
れ
る
ご
近
所
に
な

り
、
ݽ
立
し
が
ち
だ
っ
た
子
育
て
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

地
域
づ
く
り
は
δ
ά
ι
ー
ύ
ζ
ϧ
の
Α
う
ʹ

活
動
を
続
け
る
中
で
、
স
إ
が
生
ま
れ
知
り
合
い
が
で

き
ま
す
。
今
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
月
に
１
度
の
高
ྸ
者

୐
へ
の
弁
当
配
食
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
ॹ
に
ಧ
け

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、「
子
ど
も
た
ち
の
元
ؾ
を
も
ら

っ
た
」
と
ت
Ϳ
੠
も
。
Թ
か
い
ؾ
持
ち
が
広
が
り
ま
す
。

ぽ
れ
ぽ
れ
は
、
人
と
人
が
行
き
ަ
う
ަ
ࠩ
点
の
よ
う
な

場
所
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
つ
く
ら
れ
る

৴
པ
、
日
々
の
子
た
ち
の
成
長
、
ࢧ
え

て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
স
إ
は
ジ
グ
ι
ー

パ
ζ
ル
の
ピ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
。
ぽ
れ

ぽ
れ
に
や
っ
て
来
る
皆
さ
ん
の
心
の
中

に
ۭ
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
ピ
ー
ス
が
ຒ
ま
っ

て
い
く
こ
と
で
、
ࢧ
え
合
う
地
域
づ
く

り
も
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

ڮ
本
市
は
小
さ
な
ま
ち
。
そ
れ
だ
け

に
市
民
の
إ
は
見
え
や
す
く
、
公
民
、

民
民
が
つ
な
が
り
や
す
い
メ
Ϧ
ッ
ト
が

あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
޷
৚
݅
を
生
か

し
、
今
後
ま
す
ま
す
自
治
と
協
ಇ
の
ਫ਼

ਆ
で
「
地
域
づ
く
り
」
に
参
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

஍Ҭަྲྀۀࣄ「͓໫͖ͭ」

「ΆΕΆΕ」ळの෩ܠ「ͭΔ֟͠」

͜Ͳ΋食ಊ「ີࡾʹ 「Λ෇͚ͳがΒؾ@
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ಙ
ౡ
ݝ
は
、
消
費
を
通
じ
て
環
境
、
人
や
社
会
、
地
域

に
お
け
る
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」

を
ಙ
ౡ
か
ら
全
国
へ
と
発
৴
し
て
い
く
た
め
、
平
成
２Ā
年

２
月
に
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
宣
言
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
ݝ
で
は
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
ٴ
に
向
け
、
四
つ
の
ス
テ

ッ
プ
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

·
ͣ
は
、
஌
ỳ
ͯ
΋
ら
う
׆
ಈ

一
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う

言
༿
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
講
ԋ
会
や
フ
Ỽ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
て
い
る
΄
か
、
さ
ま
͟
ま
な
ഔ
体
を
活
用

し
て
ܒ
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
ྩ
࿨
元
年
度
に
は
、「
パ
ワ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
」
と
し
て
、
全
国
初
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る

৚
例
「
ಙ
ౡ
ݝ
消
費
者
市
民
社
会
の
構
ங
に
関
す
る
৚
例
」

（
通
শ
エ
シ
カ
ル
৚
例
）
で
設
定
し
た
「
ಙ
ౡ
ݝ
消
費
者
市

民
社
会
推
進
期
間
」
の
５
月
を
中
心
に
、
ݝ
内
の
ओ
要
な

タ
ウ
ン
ࢽ
・
フ
Ϧ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
、
ݝ
内
自
治
体
の
広
報

ࢽ
に
エ
シ
カ
ル
消
費
の
関
連
ه
事
を
一
੪
に
掲
ࡌ
す
る
こ

◆◆◆

と
で
集
中
的
に
広
報
し
、
幅
広
い
世
代
へ
の
エ
シ
カ
ル
消

費
普
ٴ
を
目
指
し
ま
し
た
。
な
お
、
５
月
は
国
の
「
消
費

者
月
間
」「
世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
月
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

ྩ
࿨
３
年
度
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（5

X
itter!

aX
aethicaM

）
を
活
用
し
た
エ
シ
カ
ル
消
費
普
ٴ
ܒ
発
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

࣍
ʹ
、
生
׆
ʹ
取
り
ೖ
Ε
ͯ
΋
ら
う
ڭ
ҭ

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
༿

を
知
る
と
「
エ
シ
カ
ル
消
費
を
実
践
す
る
た
め
に
学
び
た

い
」
と
い
っ
た
ҙ
ཉ
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

エ
シ
カ
ル
消
費
を
学
べ
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
ݝ
内
の
３
高
校
を
「
エ
シ

カ
ル
消
費
Ϧ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
指
定
し
、
エ

シ
カ
ル
消
費
を
学
Ϳ
モ
デ
ル
を
構
ங
し
た
後
、
ݝ
内
す
べ
て

の
公
立
高
校
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
ݚ
ڀ
・
実
践
す
る
「
エ
シ

カ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
ࢧ
ԉ
学
校

に
お
い
て
、
地
元
企
業
等
と
連
ܞ
し
た
地
産
地
消
の
新
঎

品
開
発
や
、エ
シ
カ
ル
作
品
ల
の
開
催
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

◆◆◆

ݝ
民
・
事
業
者
向
け
に
は
、
消
費
者
大
学
校
大
学
Ӄ
に

「
エ
シ
カ
ル
消
費
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
て
生
֔
学
श
の
機

会
を
提
ڙ
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
小
中
学
生
と
そ
の
保

ޢ
者
を
ର
৅
に
「
エ
シ
カ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
「
エ
シ
カ

ル
教
ࣨ
」
を
実
施
し
て
、
参
加
者
に
エ
シ
カ
ル
消
費
を
体

ݧ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

エ
シ
カ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
地
産
地
消
の
食
ࡐ
や
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
঎
品
を
活
用
。
ま
た
、
エ
シ
カ
ル
教
ࣨ
で
は

エ
シ
カ
ル
消
費
に
つ
な
が
る
ೝ
ূ
Ϛ
ー
ク
を
学
び
、
実
際

に
食
す
る
こ
と
を
通
し
て
生
産
か
ら
食
୎
ま
で
の
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Τ
γ
Χ
ϧ
消
費
を
生
׆
Ͱ
࣮
ફ

三
つ
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
実
際
に
エ
シ
カ
ル
消
費

を
行
動
に
つ
な
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、「
エ
シ
カ
ル
消
費

自
ओ
宣
言
」
を
行
う
事
業
者
と
団
体
を
募
集
し
ま
し
た
。

ྩ
࿨
３
年
５
月
１
日
現
在
、
48
事
業
者
・
団
体
が
宣
言
し
、

エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
₃0
年
度
に
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
ア
ワ

ー
ド
」
を
૑
設
し
ま
し
た
。
第
３
回
ア
ワ
ー
ド
は
、
食
害

๷
ޢ
ネ
ッ
ト
張
り
活
動
や
ั
獲
し
た
シ
カ
の
解
体
、
シ
カ

೑
の
レ
シ
ピ
考
Ҋ
、
学
生
食
ಊ
で
の
料
理
提
ڙ
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
ಙ
ౡ
文
理
大
学
が
受
賞
し
ま
し
た
。
シ
カ

೑
の
普
ٴ
に
よ
る
৿
ྛ
保
全
と
い
う
エ
シ
カ
ル
消
費
を
推

進
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
ٴ
推
進
に
ݦ
ஶ
な

ޭ
੷
の
あ
っ
た
事
業
者
な
ど
を
表
জ
す
る
こ
と
で
、
ݝ
内

事
業
者
等
の
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
ҙ
ࣝ
の
高
༲
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
で
は
初
と
な
る
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
฼

◆◆◆

ಙ
ౡ
ݝ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

۽
ඌ
　
խ
඙

ಙ
ౡ
ݝ
ة
ػ
؅
理
؀
ڥ
෦

ফ
අ
ऀ
͘
Β
͠
҆
શ
局
ফ
අ
ऀ
੓
ࡦ
՝ 

՝
長

―
４
ス
テ
ッ
プ
で
ೝ
知
度
向
上
目
指
す
―

ủ
Τ
γ
Χ
ϧ
ফ
අ
Ứ
Λ
શ
ࠃ
΁
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体
「
と
く
し
ま
エ
シ
カ
ル
消
費
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

エ
シ
カ
ル
消
費
自
ओ
宣
言
の
事
業
者
・
団
体
を
中
心
に
、

多
様
な
ओ
体
と
連
ܞ
し
て
エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
ٴ
に
౒
め

て
い
ま
す
。

Τ
γ
Χ
ϧ
消
費
の
ྠ
を
޿
͛
Δ

最
後
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
ಙ
ౡ
ݝ
で
は
エ
シ
カ
ル
消

費
の
ྠ
を
全
国
に
広
げ
る
事
業
を
ల
開
し
て
い
ま
す
。

ଞ
の
自
治
体
と
の
連
ܞ
を
図
り
、
さ
ら
に
エ
シ
カ
ル
消

費
に
関
す
る
施
策
を
全
国
各
地
で
発
ల
さ
せ
る
た
め
、
平

成
₃0
年
度
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
」、
ྩ

࿨
元
年
度
に
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

◆◆◆

を
開
催
し
、
自
治
体
職
員
同
࢜
で
活
発
な
ަ
流
が
で
き
る

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
ྩ
࿨
２
年
度
は
、
エ
シ
カ
ル
消
費

に
ੵ
ۃ
的
に
取
り
組
む
自
治
体
に
協
ྗ
し
て
も
ら
い
、
取

り
組
み
事
例
を
঺
հ
す
る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
自
治
体
Ϧ
レ

ー
」
の
動
画
を
੍
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
に
ੵ
ۃ
的
な
高
校
生
ら

が
そ
の
取
り
組
み
内
容
を
発
表
す
る「
エ
シ
カ
ル
ߕ
子
Ԃ
」

を
開
催
し
、
エ
シ
カ
ル
消
費
の
大
切
さ
を
全
国
に
向
け
て

広
く
発
৴
し
て
い
ま
す
。
ྩ
࿨
２
年
度
は
「
私
た
ち
が
૑

る
持
続
可
能
な
社
会
、
そ
し
て
今
で
き
る
こ
と
」
と
い
う

テ
ー
Ϛ
の
も
と
、
全
国
87
校
か
ら
選
ば
れ
た
10
校
が
、
コ

ロ
ナ
Ւ
と
い
う
ٯ
境
を
バ
ネ
に
大
き
く
飛
༂
す
る
ए
者
た

ち
の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
৴
し
ま
し
た
。

࠷
ޙ
ʹ

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
݁
果
、
ྩ
࿨
２
年
度
の
「
ಙ

ౡ
ݝ
に
お
け
る
ứ
ྙ
理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）Ừ
に

関
す
る
消
費
者
ҙ
ࣝ
調
ࠪ
」
で
、
ݝ
民
の
エ
シ
カ
ル
消
費

の
ೝ
知
度
が
ü0
・８
％
と
い
う
高
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
ி
が
公
表
し
た
ྩ
࿨
元
年
度
の
全
国
に
お
け
る
エ

シ
カ
ル
消
費
ೝ
知
度
は
1２
・
２
％
な
の
で
、
ൺ
ֱ
す
る
と

ಙ
ౡ
ݝ
民
は
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
理
解
が
ඇ
ৗ
に
深
い
と

言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
ઌ
進
的
な
取
り
組
み
は
、
消
費
者
ி
に
お
い

て
「
ಙ
ౡ
ݝ
内
で
実
施
さ
れ
た
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
取

組
事
例
集
」
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

ಙ
ౡ
ݝ
で
は
、
今
後

も
消
費
者
ி
新
未
来

૑
଄
ઓ
ུ
本
部
と
連

ܞ
し
、
ݝ
内
の
市
町

ଜ
や
大
学
、
企
業
、

地
域
ॅ
民
を
は
じ

め
、
प
ล
地
域
（
関

੢
広
域
連
合
、
四
国
、

中
国
）
と
も
協
ྗ
し

て
、
Ҿ
き
続
き
「
全

国
の
消
費
者
の
ར

ӹ
」
を
目
指
し
て
さ

ま
͟
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

◆◆◆

「エγΧϧফඅ࣏ࣗମϛーςィング」のΑ͏͢

「ͱ͘͠·エγΧϧΞϫーυ」දজࣜɻୈ̏ճ͸ಙౡจཧେֶがड৆

খதֶੜͱͦのอऀޢΛର৅ͱ͠た「エγΧϧΫοキング」
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特�集
͓
͢
ͦ
Θ
͚
の
৯
ࡐ
Ͱ
೔
ସ
Θ
り
ఆ
৯

「
΄
ら
、
ۄ
ね
ぎ
ൈ
い
て
き
た
。
お
す
そ
わ
け
」「
お
௼

り
は
要
ら
ね
ー
ぜ
ʂ

ɹ
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
࢖
う
ち
Ỵ

っ
て
Ỗ
（
࢖
っ
て
あ
げ
て
）」「
人
手
は
଍
り
ち
ỵ
う
ʁ

ɹ

手
伝
い
に
来
る
き
い
つ
で
も
言
う
て
ね
」
―
。
高
知
ݝ
߳

ඒ
市
に
あ
る
小
さ
な
食
ಊ
「
お
す
そ
わ
け
食
ಊ
ま
ど
」（
以

下
「
ま
ど
」）
で
の
お
٬
さ
ん
と
の
日
ৗ
会
話
で
す
。

ま
ど
は
、
ن
格
֎
や
売
れ
残
り
な
ど
の
理
由
で
廃
棄
さ

れ
て
し
ま
う
食
ࡐ
や
、
有
ࢤ
か
ら
௖
い
た
食
ࡐ
を
࢖
っ
て

家
ఉ
料
理
を
提
ڙ
し
て
い
る
食
ಊ
で
す
。
２
０
２
０
年
９

月
、
私
が
大
学
４
年
生
の
と
き
に
、
ݹ
民
家
カ
フ
ェ
の
営

業
時
間
֎
に
間
आ
り
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
２
０
２
１
年
４

月
に
新
ళ
ฮ
へ
Ҡ
స
し
て
࠶
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

؃
൘
メ
ニ
ỿ
ー
は
「
一
ो
࿡
ࡊ
」
の
日
ସ
わ
り
定
食
。

集
ま
っ
て
き
た
食
ࡐ
を
も
と
に
ଈ
ڵ
で
献
立
を
組
み
立

て
、
ຖ
日
違
う
料
理
を
提
ڙ
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
の
献

立
は
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
に
も
ら
っ
た
ر
少
品
छ
の
か
΅

ち
Ỵ
が
ओ
役
。
こ
れ
を
࢖
っ
た
コ
ロ
ッ
έ
を
メ
イ
ン
に
、

◆◆◆

な
す
の
み
そ
ᖱ
め
、
ル
ッ
コ
ラ
と
じ
Ỵ
こ
の
サ
ラ
ダ
、
大

ࠜ
༿
の
お
ͻ
た
し
、
新
生
ᇙ
と
大
ࠜ
の
௮
物
、
ブ
ン
タ
ン

が
ฒ
び
ま
し
た
。

࢖
っ
て
い
る
食
ࡐ
の
΄
と
ん
ど
は
地
域
の
人
か
ら
௖
い

た
も
の
で
、
ແ
ବ
な
く
ܭ
画
的
に
食
ࡐ
を
࢖
う
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ই
み
や
す
い
食
ࡐ
か
ら
༏
ઌ
的

に
࢖
う
、௖
い
た
ྔ
や
࣭
に
よ
っ
て
作
る
も
の
を
変
え
る
、

大
ྔ
に
も
ら
っ
た
ら
ׯ
す
・
௮
け
る
、
大
ࠜ
の
ൽ
は
き
ん

ͽ
ら
に
す
る
、
生
ᇙ
の
ൽ
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
ਊ
は
出
ो
を
取

っ
て
ス
ー
プ
に
す
る
、
そ
れ
で
も
出
る
生
ご
み
は
コ
ン
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
ଯ
ං
に
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
ࢿ
ݯ
を
有

効
に
࢖
い
、
次
の
生
産
・
消
費
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

ҙ
ࣝ
し
て
い
ま
す
。

৯
ಊ
を
։
い
た
Θ
͚

も
と
も
と
、
೶
ྛ
ਫ
産
業
を
࣠
と
し
た
中
ࢁ
間
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て
学
Ϳ
た
め
に
大
学
に
進
学
。
在
学
中
は

様
々
な
೶
家
の
も
と
で
࢓
事
を
手
伝
い
な
が
ら
、
生
産
者

と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
食
事
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
行
し
て

◆◆◆

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
日
々
の
฻
ら
し
の
中
で
地

産
地
消
や
生
産
者
の
ࢧ
ԉ
を
行
動
に
Ҡ
せ
る
か
と
い
う

と
、
自
分
自
身
で
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
گ
。
食
ࡐ
を
選

択
し
、
調
理
し
て
、
ゆ
っ
く
り
味
わ
う
と
い
う
の
は
、
現

代
人
に
は
ࢸ
難
の
業
で
す
。
時
間
も
お
ۚ
も
限
ら
れ
て
い

る
中
、
҆
価
で
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
՛
子
パ
ン
や
冷
ౚ
食
品

に
手
が
৳
び
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
し
た
。

そ
ん
な
理
想
と
現
実
の
Ϊ
ャ
ッ
プ
に
೰
む
私
に
ؾ
づ
き

を
く
れ
た
の
は
、
೶
家
の
お
か
あ
ち
Ỵ
ん
か
ら
も
ら
っ
た

お
す
そ
わ
け
で
し
た
。
何
の
変
఩
も
な
い
お
に
ぎ
り
で
し

た
が
、
作
っ
た
人
の
心
ݣ
い
が
感
じ
ら
れ
る
手
作
り
の
食

ߴ
஌
ݝ
߳
ඒ
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
生
産
者
Ԡ
ԉ
と
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
を
同
時
に
実
現
―

ಃ
ࢁ
　
ஐ
ඒ

͓
͢
ͦ
Θ
͚
৯
ಊ
·
Ͳ
୅
ද

ủ
͓
͢
ͦ
Θ
͚
ỨͰ
΋
ỳ
ͱ
ͭ
な
͕
Δ
地
域
ʹ

食材、食ث、ςーϒϧͳͲ
͢΂て「͓ͦ͢Θ͚」

খΈ͔Μͱͭ͞·͍΋の͓ͦ͢Θ͚͔Βۃ
ੜ·Εたϝχϡー「Έ͔Μେ෱」
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特�集

事
に
体
も
心
も
ຬ
た
さ
れ
る
思
い
が
し
て
、
こ
う
し
た
͵

く
も
り
の
あ
る
料
理
を
௿
価
格
で
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
、

地
域
み
ん
な
の
ډ
場
所
を
作
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

͓
͢
ͦ
Θ
͚
の
Մ
ೳ
性
は
ແ
ݶ
େ

ま
ず
は
、
ඳ
い
た
食
ಊ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
か
っ
た
「
こ

ど
も
食
ಊ
」
の
手
伝
い
に
加
わ
っ
た
の
で
す
が
、
食
ࡐ
を

د
෇
し
て
も
ら
う
際
、
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ͺ
い
に
ੵ
ま
れ
た

廃
棄
ੇ
前
の
食
ࡐ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
形
が
ѱ

い
、
ご
く
一
部
が
ই
ん
で
い
る
、
次
の
作
෇
け
の
た
め
に

ఫ
去
す
る
な
ど
の
理
由
で
出
ՙ
で
き
な
い
食
ࡐ
た
ち
で

す
。
食
ྐ
ة
機
が
ڣ
ば
れ
て
い
る
中
で
の
こ
の
矛
盾
。
生

産
者
が
一
生
ݒ
໋
育
て
た
作
物
が
あ
っ
さ
り
と
捨
て
ら
れ

る
こ
と
に
以
前
か
ら
չ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
私
は
、
こ
う

し
た
食
ࡐ
を
こ
ど
も
食
ಊ
で
活
用
す
る
࢓
組
み
が
で
き
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
作
ろ
う
と
し
て
い
る
食
ಊ
に

も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

◆◆◆

中
ࢁ
間
地
域
で
自
然
に
行
わ
れ
て
い
る「
お
す
そ
わ
け
」

と
い
う
コ
ミ
ỿ
ニ
έ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
合
言
༿
に
、「
お

す
そ
わ
け
を
通
じ
た
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
」
と
、
廃

棄
食
ࡐ
を
࢖
う
こ
と
に
よ
る
生
産
者
へ
の
ར
ӹ
ؐ
元
や
、

や
り
が
い
૑
出
と
い
っ
た「
生
産
者
の
Ԡ
ԉ
」、そ
し
て「
フ

ー
ド
ロ
ス
削
減
」
を
同
時
に
実
現
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

た
の
で
す
。

実
際
に
食
ಊ
を
࢝
め
て
み
る
と
、
地
域
の
人
た
ち
の
ੵ

ۃ
的
な
ࢧ
ԉ
の
お
か
げ
で
、
思
っ
た
以
上
に
食
ࡐ
や
物
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。
市
場
に
出
せ
な
い
食
ࡐ
を
持
っ
て
き

て
く
れ
る
೶
家
を
は
じ
め
、
も
ら
っ
た
け
れ
ど
食
べ
き
れ

な
い
か
ら
と
食
ࡐ
を
持
っ
て
き
た
り
、
Ԡ
ԉ
の
ؾ
持
ち
と

し
て
ਖ਼
ن
品
を
ৡ
っ
て
く
れ
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。
営

業
を
࢝
め
て
半
年
以
上
た
ち
ま
す
が
、
１
日
２0
食
ఔ
度
、

໺
ࡊ
に
つ
い
て
は
΄
と
ん
ど
お
す
そ
わ
け
の
み
で
࿫
え
て

い
ま
す
。

ま
ど
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
د
り
ま
で
が
食
事
に
来

て
く
れ
て
、
廃
棄
ੇ
前
だ
っ
た
食
ࡐ
が
お
い
し
く
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
ڻ
い
た
り
、
地
元
産
の
݈
߁
的
な

食
事
を
ت
ん
で
く
れ
た
り
と
、
良
い
反
響
を
ݺ
ん
で
い
ま

す
。
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
も
、
ま
ど

の
活
動
に
関
心
を
د
せ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ళ
ฮ
Ҡ
స
に
あ
た
り
必
要
と
な
っ
た
冷
蔵
庫
や

Ψ
ス
コ
ン
ロ
、
食
器
ྨ
、
テ
ー
ブ
ル
や
Ҝ
子
な
ど
に
つ
い

て
も
、
そ
の
多
く
は
地
域
の
人
た
ち
に
ৡ
っ
て
も
ら
っ
た

り
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
中
ࢁ
間
地
域
で
は
よ

く
ۭ
き
家
や
高
ྸ
化
が
問
題
視
さ
れ
ま
す
が
、
ݹ
い
家
に

は
物
が
た
く
さ
ん
຾
っ
て
お
り
、
技
術
を
持
っ
た
元
ؾ
な

シ
ニ
ア
も
ྗ
を
持
て
余
し
て
い
ま
す
。「
お
す
そ
わ
け
食

ಊ
」
と
い
う
࢓
組
み
が
機
能
す
る
に
あ
た
り
、
中
ࢁ
間
地

域
は
最
高
の
環
境
と
い
え
ま
す
。

一
൪
ワ
ク
ワ
ク
͢
Δ
͓
ฦ
し

今
๊
え
て
い
る
課
題
の
一
つ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生

産
者
に
お
す
そ
わ
け
の
ର
価
を
お
౉
し
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
当
初
は
現
ۚ
で
ؐ
元
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で

す
が
、
७
ਮ
な
ް
ҙ
が
ۚ
મ
的
に
ଌ
ら
れ
る
こ
と
を
ݏ
が

る
人
た
ち
が
大
半
で
、
別
の
形
で
の
お
ฦ
し
を
ݕ
౼
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
ళ
内
掲
示
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
生
産

者
の
Ｐ
̧
、
೶
作
業
の
手
伝
い
、
共
同
で
の
঎
品
開
発
・

ൢ
売
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
現
在
特
に
ྗ
を
入
れ
て
い
る

の
は
、
あ
る
協
ྗ
೶
家
が
作
っ
て
い
る
伝
統
஡
を
࢖
っ
た

テ
ィ
ー
η
ッ
ト
の
提
ڙ
と
஡
༿
の
ൢ
売
で
す
。
生
産
者
が

ָ
し
く
新
事
業
に
௅
ઓ
で
き
る
場
と
し
て
も
ま
ど
を
࢖
っ

て
も
ら
い
、
新
た
な
ご
ԑ
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

ࢥ
い
΍
り
の
࿈
࠯
が
地
域
を
つ
く
Δ

お
す
そ
わ
け
食
ಊ
と
い
う
名
の
通
り
、
ま
ど
で
は
「
お

す
そ
わ
け
の
ਫ਼
ਆ
」
で
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
食
ࡐ
を
提
ڙ
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
そ
れ
を
受
け

取
り
調
理
・
提
ڙ
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
そ
れ
を
食
べ

た
人
が
次
の
誰
か
に
お
す
そ
わ
け
と
し
て
お
௼
り
や
メ
ッ

η
ー
ジ
を
置
い
て
い
っ
て
―
。
生
産
す
る
ଆ
、
消
費
す
る

ଆ
と
い
う
ִ
た
り
を
؇
や
か
に
飛
び
ӽ
し
、
地
域
で
と
も

に
฻
ら
す
஥
間
の
こ
と
を
思
い
や
る
、
そ
の
小
さ
な
行
動

の
連
࠯
が
地
域
に
生
み
出
す
「
ԁㆾ

ㆩ

」
は
、
未
来
に
つ
な
が

る
地
域
づ
く
り
の
ج
൫
に
な
る
と
、私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
場
所
が
地
域
に
良
い
॥
環
を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
き
ょ
う
も
ま
ど
を
開
き
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆

ഇ͞غΕ͔͚て͍た໺ࡊたͪ
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特�集
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
঎
ళ
֗
એ
ݴ

北
九
भ
市
小
૔
の
「
ڕ
町
ۜ
ఱ
֗
」（
ڕ
町
঎
ళ
֗
ৼ

ڵ
組
合
）
は
、
̟
̧
小
૔
Ӻ
か
ら
ೆ
北
໿
４
０
０
ἇ
に
わ

た
っ
て
໿
１
６
０
ళ
ฮ
が
ݢ
を
連
ね
る
広
域
型
঎
ళ
֗
で

あ
る
。
２
０
１
８
年
３
月
、
北
九
भ
市
が
ア
ジ
ア
で
初
め

て
Ｏ
̚
̘
Ｄ
（
経
済
協
ྗ
開
発
機
構
）
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
に
向
け
た
世
界
の
モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
た
の

を
ܖ
機
に
、
ۜ
ఱ
֗
は
北
九
भ
̚
Ｓ
Ｄ
協
議
会
と
連
ܞ
し

て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
঎
ళ
֗
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
今
ま
で
঎
ళ
֗
が
行
っ
て

き
た
こ
と
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
体
ܥ
化
し
て
༏
ઌ
的

課
題
を
選
別
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
目
標
を
設
定
す
る

こ
と
だ
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ೝ
஌
౓
が
Ξ
ッ
ϓ

ڕ
町
ۜ
ఱ
֗
で
は
、
以
前
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
ੵ
ۃ
的

に
参
画
し
、さ
ま
͟
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

◆◆◆◆◆◆

ア
ー
έ
ー
ド
に
ಁ
ա
性
の
ଠ
ཅ
ޫ
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
̡

̚
Ｄ
照
明
の
自
家
発
ి
を
行
っ
た
り
、
解
体
や
新
ங
で
は

な
い
Ϧ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

り
し
て
、
঎
ళ
֗
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
ア
ー
έ
ー
ド
内
で
৸
ധ
ま
り
し
て
い
る
ϗ
ー
ム

レ
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
ܞ
し
て

ϗ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
ࢧ
ԉ
に
ਚ
ྗ
。
障
害
者
ࠩ
別
解
消
法

の
施
行
を
受
け
て
、
঎
ళ
ओ
が
ं
Ҝ
子
に
৐
っ
て
自
分
の

ళ
に
入
り
、
ं
Ҝ
子
の
障
害
者
ら
が
買
い
物
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
も
౒
め
た
。

中
で
も
঎
ళ
֗
が
ྗ
を
入
れ
て
い
た
の
は
、
঎
ళ
ओ
が

講
ࢣ
と
な
っ
て
そ
の
ళ
な
ら
で
は
の
ઐ
໳
知
ࣝ
や
ϊ
ウ
ϋ

ウ
を
ແ
料
で
教
え
る
「
得
す
る
ま
ち
の
θ
ミ
ナ
ー
ル
（
う

お
θ
ミ
）」
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
঎
ళ
֗
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
目
標
の
う
ち
４
番
の「
࣭
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」

を
通
し
て
11
番
の
「
ॅ
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

最
ऴ
目
標
に
し
て
お
り
、
う
お
θ
ミ
は
そ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ೝ
知
度
を
高
め
る
た
め
、
঎
ళ

֗
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ԣ
அ
ນ
や
ݒ
ਨ
ນ
を
掲
示
す
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
η
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
ຖ
月

開
催
し
た
。
そ
の
݁
果
、
ೝ
知
度
は
北
九
भ
全
体
で
２0
％

΄
ど
だ
っ
た
が
ڕ、
町
঎
ళ
֗
で
は
２
０
１
９
年
が
40
％
、

２
０
２
０
年
は
ü２
％
と
ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
঎
ళ
֗
を
Ｐ
̧
す
る
動

画
「
学
び
の
ઌ
に
」
を
੍
作
し
た
と
こ
ろ
、
第
１
回
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
Ϧ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ワ
ー
ド
」
の
最
༏
ल
賞
を
受

賞
。
さ
ら
に
、
市
民
に
近
い
立
場
の
঎
ళ
֗
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
こ
と
で
「
誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
」
と
い

う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
理
念
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
第
３
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
の
最

༏
ल
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
も
受
賞
し
た
。

ࠛ
஬
৯
の
ݚ
ڀ
΋

঎
ళ
֗
が
཰
ઌ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
঎
ళ
ओ
の
ҙ
ࣝ
も
変
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
自
ら

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
例
を
挙
げ
る
と
―
。

１
⁒
市
場
で
流
通
し
に
く
い
ن
格
֎
の
໺
ࡊ
を
ൢ
売
し
、

フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減
に
౒
め
る

２
⁒
開
発
途
上
国
と
の
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
に
取
り
組

ん
だ
り
、賞
味
期
限
間
近
の
食
品
を
ശ
買
い
で
࢓
入
れ
、

そ
れ
を
小
分
け
に
し
て
ൢ
売
し
た
り
す
る

３
⁒
ڇ
や
ಲ
の
೑
を
食
べ
る
よ
り
、
そ
の
ࣂ
料
と
な
る
ࠄ

物
を
食
べ
た
΄
う
が
食
料
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
ࡊ
食
を
ج
本
と
し
た
「
Ϛ
ク
ロ
Ϗ
」
や
「
Ϗ
ー
Ψ

ン
」
の
食
品
を
ൢ
売
す
る

４
⁒
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
࢖
用
を
や
め
、
ࢴ
ス
ト

ロ
ー
や
Ψ
ラ
ス
ス
ト
ロ
ー
を
࢖
用
す
る

◆◆◆

෱
Ԭ
ݝ
๺
۝
भ
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
な
ど
ళ
ओ
が
཰
ઌ
行
動
―

ఐ
　
ً
ݩ

ڕ
ொ
঎
ళ
֗
ৼ
ڵ
૊
߹
理
事
長

঎
ళ
֗
͔
Β
࢝
·
Δ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
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５
⁒出
が
ら
し
の
お
஡
を
お
い
し
く
食
べ
る
工
夫
と
し
て
、

ઐ
用
ポ
ン
ਣ
「
お
஡
ぽ
ん
」
を
ൢ
売
す
る

６
⁒
ண
物
を
΄
ど
い
て
๓
い
直
せ
ば
、
෩
࿊
ෑ
と
し
て
Ϧ

Ϣ
ー
ス
で
き
る
こ
と
か
ら
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
代
わ
り
に

෩
࿊
ෑ
を
࢖
う
こ
と
を
進
め
る

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
΄
か
、
全
国
有
数
の
タ
έ
ϊ
コ

の
産
地
で
あ
る
小
૔
で
は
、
こ
の
２0
年
間
で
์
置
஛
ྛ
が

40
％
も
૿
加
し
た
こ
と
か
ら
、
３
ສ
個
の
஛
౮
᝷
で
小
૔

৓
を
照
ら
す
「
小
૔
৓
஛
あ
か
り
」
に
ੵ
ۃ
的
に
参
加
。

஛
ྛ
ඃ
害
の
あ
る
ࢁ
ྛ
の
஛
を
െ
採
し
、
஛
౮
᝷
を
੍
作

し
て
い
る
。
െ
採
し
た
஛
は
、
஛
チ
ッ
プ
・

஛
୸
・
஛
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
に
࠶
ར
用
し
て
、「
஛

害
か
ら
஛
ࡒ
を
」
を
テ
ー
Ϛ
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

現
在
は
、
食
料
ة
機
の
時
代
に
උ
え
て
ࠛ

஬
食
の
ݚ
ڀ
も
進
め
て
い
る
。
自
ら
ࠛ
஬
を

食
べ
て
、
タ
ン
パ
ク
࣭
ݯ
と
な
る
ࠛ
஬
食
を

広
め
て
い
き
た
い
。
౦
ژ
೶
業
大
学
と
連
ܞ

し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
Ỹ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
ࢿ
ۚ
を
募

り
、঎
ళ
֗
に
ࠛ
஬
食
自
動
ൢ
売
機
を
設
置
す
る
༧
定
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ࣗ
෼
͝
と
ʹ

ڕ
町
ۜ
ఱ
֗
の
ސ
٬
は
、
も
と
も
と
中
高
年
૚
の
්
人

が
中
心
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
で
ए
年

૚
の
お
٬
も
૿
え
て
き
た
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
Ւ
に
よ
っ
て

消
費
者
は
ཉ
し
い
も
の
、
必
要
な
も
の
し
か
買
わ
な
く
な

っ
た
。
問
屋
か
ら
࢓
入
れ
た
も
の
を
ళ
಄
に
ฒ
べ
て
い
る

だ
け
で
は
売
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
ҙ
ࣝ
の
高
い
消
費
者
は
、
ແ
ఴ
加
や
自
然

由
来
な
ど
そ
の
঎
品
に
価
஋
を
見
い
だ
せ
ば
、
高
い
も
の

で
あ
っ
て
も
ߪ
入
し
て
く
れ
る
。
人
や
社
会
、
環
境
に
配

慮
し
て
消
費
者
が
自
ら
考
え
る
「
ݡ
い
消
費
」、
い
わ
ゆ

る
「
エ
シ
カ
ル
消
費
」
の
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

ڕ
町
ۜ
ఱ
֗
が
日
本
で
初
め
て
公
道
上
に
ア
ー
έ
ー
ド

を
ݐ
଄
し
て
か
ら
、
２
０
２
１
年
で
70
年
に
な
る
。
今
で

は
、
঎
ళ
֗
に
来
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
論
か
ら
実
践
ま
で

学
Ϳ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
実
際
の
঎
売
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
ڕ
町

঎
ళ
֗
で
঎
品
を
ߪ
入
す
る
こ
と
が
社
会
貢
献
に
つ
な
が

る
と
い
う
࢓
組
み
を
構
ங
し
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。
地
ٿ
Թ
ஆ
化
に
し
て
も
、
海
໘
上
ঢ
で
௜
ん

で
し
ま
う
ೆ
の
ౡ
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
ڕ
町
ۜ
ఱ
֗

も
΄
ん
の
海
ൈ
３
ἇ
ఔ
度
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
地
ٿ
Թ
ஆ

化
で
海
໘
が
上
ঢ
す
れ
ば
、
海
の
中
に
௜
ん
で
し
ま
う
ڪ

れ
も
あ
る
の
だ
。
地
ٿ
的
課
題
、
社
会
的
課
題
で
あ
っ
て

も
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、
市
民
と
共
に
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆◆◆

SDGs のೝ஌౓ΛߴΊΔたΊ、঎ళ֗ʹԣஅນ΍ݒਨນΛࣔܝ

SDGs ʹऔΓ૊Ή঎ళ֗Λ13͢Δಈը「ֶͼのઌʹ」ɻ
ୈ 1ճ「SDGs ΫϦエイςィϒΞϫーυ」の࠷༏ल৆Λड৆
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新
し
い
ཱྀ
の
ε
λ
Π
ϧ
を
ఏ
Ҋ

ࠤ
լ
ݝ
خ
໺
市
は
、
１
３
０
０
年
以
上
前
か
ら
༙
き
出

て
い
る
خ
໺
Թ
ઘ
、
５
０
０
年
以
上
前
か
ら
࠿
ഓ
が
࢝
ま

っ
た
خ
໺
஡
、
４
０
０
年
以
上
前
か
ら
作
ಃ
さ
れ
て
い
る

ං
前
٢
ా
ম
と
い
う
三
つ
の
産
業
が
今
も
な
お
ଉ
づ
い
て

い
る
。
そ
こ
で
、
２
０
１
６
年
か
ら
࢝
ま
っ
た
の
が
「
خ

໺
஡
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
خ
໺
஡
時
が
提
এ
し
て
い

る
テ
ィ
ー
ツ
ー
Ϧ
ζ
ム
は
「
一
杯
の
お
஡
を
ٻ
め
て
ཱྀ
を

す
る
」
と
い
う
新
し
い
ཱྀ
の
ス
タ
イ
ル
の
提
Ҋ
で
、
現
在

は
ޒ
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
ҙ
し
て
い
る
。

஡
ࢣ
（
஡
೶
家
）
と
ର
໘
し
、
࠿
ഓ
へ
の
こ
だ
わ
り
、

品
छ
の
特
徴
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
３
杯
の
お
஡
と
２
छ

の
՛
子
を
味
わ
う
「
஡
話
（5

he 5
ea SaMon

）」。
Ҡ
動

中
も
お
஡
を
ָ
し
め
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
「
஡
ྠ
」。
そ

し
て
、
Թ
ઘ
॓
を
෣
୆
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
ド
Ϧ
ン
ク
、
夕
食
時
の
料
理
と
お
஡
の
ペ
ア
Ϧ
ン
グ
な

ど
、
ઐ
ଐ
の
஡
ࢣ
（
テ
ィ
ー
バ
ト
ラ
ー
）
が
଺
在
中
の
全

て
の
お
஡
を
お
世
話
す
る
「
஡
ധ
」。
さ
ら
に
、
஡
ാ
の

◆◆◆

中
に
ઐ
用
の
໺
֎
஡
ࣨ
を
設
け
、
خ
໺
の
෩
౔
を
感
じ
な

が
ら
஡
ࢣ
に
よ
る
テ
ィ
ー
η
レ
モ
ニ
ー
を
体
ݧ
で
き
る

「
஡
ۭ
間
体
ݧ
」
な
ど
、
お
஡
に
ま
つ
わ
る
多
࠼
な
メ
ニ

ỿ
ー
を
用
ҙ
し
て
い
る
。

୯
に
お
஡
を
ҿ
ん
だ
り
、
ߪ
入
し
た
り
す
る
だ
け
に
ऴ

࢝
せ
ず
、
஡
೶
家
や
地
元
の
人
々
と
ର
話
、
コ
ミ
ỿ
ニ
έ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
が
୉ㆠ

ㆂ

㆔ޣ

味ㆿ

だ
。

そ
し
て
、
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が
ク
オ
Ϧ
テ
ィ
ー
。

こ
れ
ま
で
خ
໺
஡
の
Ｐ
̧
活
動
と
い
え
ば
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
な
ど
で
法
ඃ
を
ண
て
ແ
料
ࢼ
ҿ
な
ど
を
や
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
で
は
本
࣭
が
伝
わ
ら
な
い
。
地
方
だ
か
ら
こ

そ
都
市
部
に
は
生
み
出
せ
な
い
ࢿ
ݯ
が
あ
り
҆
売
り
す
る

必
要
は
な
い
の
だ
。

「
ۭ
ؒ
と
࣌
ؒ
」
を
マ
ネ
λ
Π
ζ

خ
໺
஡
の
ാ
は
ओ
に
ࢁ
間
部
に
あ
り
、
そ
の
全
て
を
大

型
の
機
ց
に
པ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
生
産
ྔ
で
見
る
と
全

国
の
２
％
΄
ど
だ
。
し
か
し
、
ؾ
ީ
や
ӫ
ཆ
分
を
஝
ੵ
し

や
す
い
౔
৕
や
ஸ
ೡ
な
࠿
ഓ
技
術
に
よ
り
、
全
国
஡
品
評

◆◆◆

会
で
何
度
も
日
本
一
を
受
賞
す
る
な
ど
࣭
の
良
さ
は
お
๽

෇
き
。
そ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
お
஡
も
全
国
の
市
場
に

出
れ
ば
同
じ
市
場
価
格
に
ࠨ
ӈ
さ
れ
て
い
る
。
年
々
下
が

り
続
け
る
市
場
価
格
の
中
で
ྔ
が
取
れ
な
い
خ
໺
は
ෆ
ར

な
の
だ
。

そ
こ
で
、
خ
໺
஡
時
が
テ
ィ
ー
ツ
ー
Ϧ
ζ
ム
で
ى
こ
し

た
イ
ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
「
ۭ
間
と
時
間
」
を
Ϛ
ネ
タ
イ
ζ

（
収
ӹ
化
）
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
஡
ۭ
間
体
ݧ
は
ઈ
ܠ
の

໺
֎
஡
ࣨ
で
１
人
１
ສ
ԁ
、
஡
話
は
１
人
５
０
０
０
ԁ
の

料
ۚ
設
定
。
஡
ധ
に
ࢸ
っ
て
は
１
人
1ü
ສ
ԁ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
な
体
ݧ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

஡
೶
家
は
年
間
を
通
し
て
஡
༿
を
育
て
て
Ϛ
ネ
タ
イ
ζ
し

て
い
た
。
し
か
し
、
市
場
価
格
が
年
々
下
が
り
続
け
る
中

で
年
収
は
མ
ち
て
い
く
の
で
、
࠿
ഓ
を
ఘ
め
る
೶
家
も
出

て
き
て
い
て
後
ܧ
者
も
育
た
な
い
。

஡
༿
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
஡
ാ
と
い
う
最
高
の
෣

୆
で
自
ら
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
（
物
語
）
を
語
り
、
お
஡
を
ᔸㆂ

れ
て
体
ݧ
と
時
間
を
提
ڙ
す
る
こ
と
で
Ϛ
ネ
タ
イ
ζ
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
テ
ィ
ー
ツ
ー
Ϧ
ζ
ム
の
イ

ϊ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
。

現
在
、
஡
ۭ
間
体
ݧ
が
で
き
る
໺
֎
஡
ࣨ
は
３
カ
所
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。「
ఱ
஡
୆
」
は
２

０
１
７
年
に
で
き
た
最
初
の
໺
֎
஡
ࣨ
で
、
標
高
２
０
０

ἇ
に
Ґ
置
し
؟
下
に
خ
໺
の
町
を
一
๬
で
き
る
。「
ై
の
஡

ࣨ
」
は
２
０
１
８
年
に
で
き
た
四
方
を
໦
々
に
ғ
ま
れ
た

஡
ാ
に
た
た
ず
む
੩
ऐ
の
஡
ࣨ
。
そ
し
て
、「
஡
ౝ
」
は
一

番
新
し
い
໺
֎
஡
ࣨ
で
、
大
ଜ
࿷
を
๬
む
標
高
３
９
０
ἇ

の
広
大
な
஡
ാ
の
中
に
立
つ
。
高
さ
３
ἇ
の
ఱ
൘
の
上
か

ら
見
る
஡
ാ
は
྘
の
海
の
よ
う
で
ゲ
ス
ト
を
ັ
了
す
る
。

今
後
も
໺
֎
஡
ࣨ
を
૿
や
し
て
い
き
、
خ
໺
で
し
か
で

き
な
い
体
ݧ
を
ৢ
成
し
て
い
く
。
̘
Ｏ
̫
̞
Ｄ

ʵ

1Ā
（
新

ࠤ
լ
ݝ
خ
໺
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
一
杯
の
お
஡
を
ٻ
め
て
ཱྀ
を
ܭ
画
―

๺
઒
　
݈
ଠ

خ
໺
஡
࣌ 

୅
ද

ී
ว
త
Ձ
஋
Λ
ຏ
͖
ỏ持
続
可
能
な
Թ
ઘ
地
ʹ
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
の
世
界
的
流
行
に
൐
い
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
活
گ
だ
っ
た
日
本
の
؍
ޫ
業
界
は
一
ؾ
に
ಸ
མ

の
ఈ
に
མ
と
さ
れ
た
。
人
の
Ҡ
動
が
ࢭ
ま
り
「
ス
テ
イ
ϗ

ー
ム
」
と
言
わ
れ
る
と
、
؍
ޫ
業
界
は
身
動
き
が
取
れ
な

い
。
こ
れ
ま
で
の
大
ྔ
集
٬
型
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
難
し
い

中
で
も
、
خ
໺
஡
時
の
テ
ィ
ー
ツ
ー
Ϧ
ζ
ム
は
オ
ー
プ
ン

エ
ア
で
少
人
数
で
高
෇
加
価
஋
の
体
ݧ
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ

り
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

౎
市
ߴ
ɾ
地
ํ
௿

そ
も
そ
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
؍
ޫ
業
界
の
ப
に
な
っ
た

の
は
、
国
内
人
口
の
減
少
も
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。
ৼ
り

ฦ
る
と
ߐ
ށ
時
代
は
人
口
３
０
０
０
ສ
人
୆
が
続
い
て
い

た
。
そ
の
ࠒ
は
࠯
国
の
最
中
な
の
で
ҥ
食
ॅ
は
΄
΅
全
て

◆◆◆

国
内
の
も
の
で
࿫
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ࠇ
ધ
が
来
ߤ
し

近
代
国
家
が
ນ
を
開
け
る
。
明
治
以
߱
は
Ԥ
ถ
ྻ
強
を
目

指
し
近
代
化
を
進
め
る
。
そ
の
た
め
に
地
方
か
ら
都
市
部

や
工
業
地
ଳ
に
人
を
動
員
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

এ
Վ
「
;
る
さ
と
」
の
３
番
の
Վ
ࢺ
を
見
て
み
よ
う
。

「
ࢤ
を
果
た
し
て
、
い
つ
の
日
に
か
ؼ
ら
ん
。
ࢁ
は
੨

き
;
る
さ
と
、
ਫ
は
ਗ਼
き
;
る
さ
と
」

ເ
や
ࢤ
を
果
た
す
の
は
都
市
で
地
方
は
い
つ
か
ؼ
る
場

所
と
Վ
わ
れ
て
い
る
。
;
る
さ
と
で
は
ࢤ
が
果
た
せ
な
い
と

い
う
価
஋
؍
。
こ
の
ࠒ
か
ら
近
代
国
家
へ
向
か
う
物
語
（
都

市
高
・
地
方
௿
）
は
࢝
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ऴ
ઓ

後
に
は
人
口
は
７
０
０
０
ສ
人
୆
。
そ
の
後
は
１
ԯ
人
を

超
え
、
日
本
は
世
界
が
ڻ
く
経
済
大
国
に
変
๴
す
る
。
明

治
以
߱
、
近
代
化
を
目
指
し
た
日
本
は
大
成
ޭ
し
た
の
だ
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
่
յ
か
ら
࢝
ま
っ
た
経
済
的
స
མ
は

ご
ଘ
じ
の
通
り
だ
ろ
う
。
国
内
人
口
は
、
２
０
１
０
年
に

は
１
ԯ
２
０
０
０
ສ
人
୆
、
２
０
３
０
年
は
１
ԯ
１
０
０
０

ສ
人
୆
、
２
０
５
０
年
に
は
９
７
０
０
ສ
人
୆
、
２
１
０
０

年
に
は
４
９
０
０
ສ
人
୆
と
内
閣
府
は
༧
想
し
て
い
る
。

持
ଓ
Մ
ೳ
な
地
域
΁

そ
ん
な
人
口
減
少
の
中
で
؍
ޫ
業
界
の
ر
๬
と
な
っ
た

の
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
。
し
か
し
、
私
た
ち
؍
ޫ
業
界
が

ر
๬
と
見
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
物
語
も
新
型
コ
ロ
ナ
の

世
界
的
流
行
で
も
ろ
く
も
่
れ
去
っ
た
。
໭
っ
て
く
る
に

は
数
年
か
か
る
だ
ろ
う
。

都
市
高
・
地
方
௿
、
団
体
ཱྀ
行
か
ら
個
人
ཱྀ
行
、
そ
し

て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
、
大
き
な
ト
レ
ン
ド
や
人
か
ら
༩
え

ら
れ
た
物
語
に
流
さ
れ
続
け
る
こ
と
か
ら
一
度
立
ち
ࢭ
ま

り
、
自
分
た
ち
な
り
の
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

ؾ
が
し
て
な
ら
な
い
。

情
報
伝
達
技
術
や
物
流
な
ど
が
発

達
し
、
地
方
に
い
て
も
Ϧ
モ
ー
ト
を

࢖
い
多
く
の
人
た
ち
と
情
報
ަ
換
し

知
ࣝ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
方

と
都
市
部
は
あ
る
ҙ
味
Ϙ
ー
ダ
レ
ス

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
う
に
Ϛ
ス

メ
デ
ィ
ア
や
都
市
の
価
஋
؍
に
と
ら

わ
れ
ず
自
ら
の
಄
で
考
え
未
来
を
ໝ

想
し
、
手
଍
を
࢖
い
実
践
し
情
報
を

発
৴
す
る
。
خ
໺
஡
時
の
よ
う
な
地

域
を
എ
ෛ
っ
て
い
く
プ
レ
ー
Ϡ
ー
が

૿
え
て
い
け
ば
、
持
続
可
能
な
地
域

に
な
り
得
る
と
私
は
৴
じ
て
い
る
。

◆◆◆

ైの஡ࣨでの஡ۭؒମݧ

ఱ஡୆での஡ۭؒମݧ

஡ౝͱ周ลの෩ܠ
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特�集
ϑ
ỻ
Ξ
ト
Ϩ
ー
υ
ỳ
ͯ
な
ʹ
ʁ

最
近
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
」
と
い
う
言
༿
を
目
や
ࣖ
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。「
言
༿
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
、
よ
く
知
ら

な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
一
言
で
表
す
と
、
ශ
ࠔ
の
な
い
公

ਖ਼
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
「
公
平
で
ର
等
な
๵
қ
」
に

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
Ϧ
カ
、
中
ೆ

ถ
な
ど
の
開
発
途
上
国
の
人
た
ち
が
作
っ
た
モ
ϊ
を
持
続

的
に
ద
ਖ਼
な
価
格
で
買
う
こ
と
に
よ
り
、
൴
ら
の
生
活
と

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
๵
қ
や
Ϗ
ジ
ネ
ス
、
消
費
者
運

動
、
国
際
協
ྗ
を
ҙ
味
し
ま
す
。

Ξ
δ
Ξ
ॳ
の
ϑ
ỻ
Ξ
ト
Ϩ
ー
υ
γ
テ
ỹ
ʹ

۽
本
市
で
は
、
ӳ
国
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
が
初

め
て
誕
生
し
た
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
、
す
で
に
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
を
広
め
る
活
動
が
民
間
団
体
に
よ
り
೤
心
に
行

◆◆◆◆◆◆

わ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
ち
ぐ
る
み
の
活
動
に
発
ల
す
る
中
、

２
０
１
０
年
に
は
۽
本
市
議
会
で
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
理

念
प
知
に
関
す
る
決
議
」
が
全
会
一
க
で
採
択
さ
れ
、
翌

11
年
に
۽
本
市
は
ア
ジ
ア
初
、
日
本
初
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
シ
テ
ィ
に
ೝ
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
テ
ィ
（
タ
ウ
ン
）
と
は
、

官
民
が
協
ྗ
し
て
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
を
ೝ
定
機
関
か
ら
ೝ
め
ら
れ
た
都
市
の
こ
と
で
す
。
現

在
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
Ϧ
、
ถ
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

を
は
じ
め
２
０
０
０
以
上
の
都
市
に
広
が
っ
て
い
て
、
国

内
で
も
۽
本
市
の
ଞ
に
名
ݹ
屋
市
、
ਆ
ಸ
川
ݝ
ਦ
子
市
、

඿
দ
市
、
札
幌
市
、
三
重
ݝ
い
な
べ
市
が
ೝ
定
さ
れ
て
い

ま
す
。10

೥
の
取
り
組
み

今
年
、
۽
本
市
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
テ
ィ
ೝ
定
か
ら

10
प
年
を
ܴ
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
理
念
を
प
知
す
る
た
め
、
民
間
団
体
と
と
も
に
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

例
え
ば
、
ຖ
年
11
月
に
は
۽
本
ݝ
内
の
団
体
が
۽
本
市

に
集
ま
り
、
中
心
市
֗
地
で
Ϛ
ル
シ
ェ
や
η
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

コ
ー
ώ
ー
౾
な
ど
の
঎
品
を
ߪ
入
し
た
り
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
小
学
生
な
ど
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り
を
体
ݧ
し

な
が
ら
、
現
地
で
は
カ
カ
オ
の
࠿
ഓ
に
子
ど
も
が
ܞ
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
と
い
っ
た
学
び
を
実
践
で
き
る
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
国
際
化
の
ڌ
点
施
設
で
あ
る
۽
本
市

国
際
ަ
流
会
ؗ
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
঎
品
と
共
に
۽
本
の

地
産
地
消
品
、
障
が
い
者
作
業
所
で
作
っ
た
製
品
を
取
り

扱
う
「-inL $aGÉ

」
を
ৗ
設
。
こ
こ
で
は
、
コ
ー
ώ
ー

や
ߚ
஡
を
ָ
し
み
な
が
ら
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
取
り
組

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ೝ
定
か
ら
３
年
後
の
２
０
１
４
年
に
は
、「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
シ
テ
ィ
く
ま
も
と
推
進
委
員
会
」
が
中
心
と
な
り

「
第
８
回
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
国
際
会
議
in
۽
本
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
۽
本
か
ら
世
界
へ
、
ͻ
と
つ
な
ぐ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
を
テ
ー
Ϛ
と
し
、
世
界
２２
カ
国
か
ら

３
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
10
प
年
と
な
る
今
年
は
、
11
月
を
「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
Ϛ
ン
ス
」
と
Ґ
置
づ
け
、
Ϛ
ル
シ
ェ
な
ど
こ
れ
ま

で
の
活
動
に
加
え
、
民
間
団
体
と
連
ܞ
し
て
ウ
ェ
ブ
を
活

用
し
た
国
際
フ
Ỽ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
༧
定
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
お
い
て
も
、「
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
シ
テ
ィ
く
ま
も
と
推
進
委
員
会
」
に
よ
る
ອ
画
の

੍
作
や
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
౦
ア
ジ
ア
共
生
文
化
η
ン
タ
ー
」
に
よ

る
「
ク
Ϛ
モ
ト
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
コ
ー
ώ
ー
」
の
開
発
な

ど
、
10
प
年
を
機
と
し
た
様
々
な
形
で
の
ه
念
事
業
が
࢝

ま
っ
て
い
ま
す
。

۽
ຊ
ݝ
۽
ຊ
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

―
ア
ジ
ア
初
の
「
シ
テ
ィ
ೝ
定
」
か
ら
10
年
―

ݪ
田
　
জ
子

۽
ຊ
市
ࠃ
ࡍ
՝ 

ओ
ࠪ

ϑ
ỻ
Ξ
τ
Ϩ
ồ
υ
۽
ຊ
Ϟ
σ
ϧ
ߏ
ங
΁
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さ
ら
ʹ

޿
Ί
Δ
た
Ί
ʹ

۽
本
市
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
঎

品
を
取
り
扱
う
ళ
ฮ
は
、
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
シ
テ
ィ
に
ೝ
定
さ
れ
た

２
０
１
１
年
の
໿
ü0
カ
所
か
ら
、

２
０
２
１
年
に
は
１
０
９
カ
所
に

ഒ
૿
し
て
お
り
、
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
۽
本
市
は
内

閣
府
か
ら「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

に
選
定
さ
れ
、
２
０
１
９
年
８
月

に
「
۽
本
市
未
来
都
市
ܭ
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
す
べ
て
に
関
܎

し
、「
ශ
ࠔ
を
な
く
そ
う
」
や
「
つ

く
る
責
任
ɹ
つ
か
う
責
任
」「
平

࿨
と
公
ਖ਼
を
す
べ
て
の
人
に
」
な

ど
、
特
に
８
߲
目
の
目
標
達
成
に

大
き
く
د
༩
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
幅
広
い
分
໺
の
企
業
や
民
間

団
体
と
連
ܞ
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
け
る
か
が
ݤ
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
に
実
施

し
た
市
民
ア
ン
έ
ー
ト
に
よ
る

と
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て

「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
少
し
は
知

◆◆◆

っ
て
い
る
」「
言
༿
は
知
っ
て
い
る
」
と
౴
え
た
人
は
全

体
の
ü２
・
２
％
と
半
数
を
超
え
ま
し
た
。
年
ྸ
別
で
は
ए

年
૚
΄
ど
ೝ
知
度
が
高
く
、
職
業
別
で
は
学
生
の
ೝ
知
度

は
１
０
０
％
で
し
た
が
、
高
年
૚
や
業
छ
に
よ
っ
て
は
ೝ

知
度
が
௿
く
、
大
き
な
ࠩ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
は
新
た
な
理
解
者
や
協
ྗ
者
を
開
୓
し

な
が
ら
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
۽
本
モ
デ
ル
」
の
構
ங
と
定

ண
を
目
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
ઌ
進

地
で
۽
本
市
༑
޷
都
市
の
ド
イ
ツ
・
ϋ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と

取
り
組
み
を
学
び
合
い
、
市
民
に
঺
հ
し
、
۽
本
の
地
産

地
消
品
や
障
が
い
者
作
業
所
の
生
産
品
の
Ｐ
̧
イ
ベ
ン
ト

な
ど
と
連
ܞ
し
な
が
ら
、
様
々
な
年
ྸ
や
職
業
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

࠷
ޙ
ʹ

２
０
１
６
年
に
۽
本
地
਒
が
発
生
し
、
۽
本
市
の
シ
ン

Ϙ
ル
で
あ
る
۽
本
৓
を
含
め
ਙ
大
な
ඃ
害
を
受
け
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
シ
テ
ィ
（
タ
ウ
ン
）
を
は
じ
め
、

世
界
中
か
ら
ྭ
ま
し
や
ࢧ
ԉ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
現
在

も
෮
چ
・
෮
ڵ
を
ண
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
਒
発
生
か
ら
５
年
た
っ
た
今
年
４
月
、
۽
本
৓
ఱ
क

閣
の
म
෮
が
׬
了
し
ま
し
た
。
特
別
公
開
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
છ
঱
の
֦
大
に
よ
り
Ԇ
期
を
余
ّ
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
日
、
市
民
や
国
内
֎
の
皆
様
に
ご
ת

能
い
た
だ
く
こ
と
で
Ը
ฦ
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
֎
の
多
く
の
皆
様
と
の
こ
れ
ま
で
の
つ
な
が
り
に

感
ँ
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
国
際
貢
献
や
人
ݖ
ଚ
重
の

ਫ਼
ਆ
を
大
切
に
す
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
理
念
を
広
め
る

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

ϑΣΞトϨーυΛອըで঺հ ϑΣΞトϨーυγςィ۽ຊの஀ੜ
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΄
Μ
·
΋
Μ
の
ཬ

ӓ
٩
市
は
、
大
分
ݝ
の
ೆ
౦
部
に
Ґ
置
し
、
౦
は
๛
後

ਫ
道
に
໘
し
た
ӓ
٩
࿷
に
ྟ
み
、
ೆ
੢
部
は
ൺ
ֱ
的
ݥ
し

い
ࢁ
ྏ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Թ
ஆ
な
ؾ
ީ
と
๛
か
な
自
然

に
ܙ
ま
れ
た
、
人
口
３
ສ
６
０
０
０
人
ば
か
り
の
小
都
市

で
す
。
こ
う
し
た
環
境
に
よ
り
ਫ
ྔ
が
๛
෋
で
、
名
ਫ
に

ま
つ
わ
る
話
も
多
く
、「
ӓ
٩
の
ਫ
」
は
ࡉ
や
か
で
ま
ろ
や

か
な
ॊ
ら
か
い
ਫ

と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ਫ
が

重
要
と
な
る
ৢ
଄

業
が
１
６
０
０
年

ご
ろ
に
࢝
ま
り
、

味ㆿ

઻㆝

・
ে

㆗
㇟
ㆄ

༉㇆

・
ञ

଄
り
が
੝
ん
に
行

わ
れ
、
ৢ
଄
の
ま

ち
と
し
て
発
達
し

て
き
ま
し
た
。

◆◆◆

平
成
17
年
、
چ
ӓ
٩
市
と
چ
໺
௡
町
が
合
ซ
し
新
ӓ
٩

市
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
໺
௡
地
域
は
೶
ༀ
や
化
学
ං
料

を
࢖
う
「
׳
行
೶
業
」
を
ओ
産
業
と
し
な
が
ら
も
、
ݹ
く

か
ら
小
ن
໛
な
が
ら
直
売
所
や
ҿ
食
ళ
に
出
ՙ
し
て
い
る

有
機
೶
業
者
の
ଘ
在
が
あ
り
ま
し
た
。

新
市
と
な
り
೶
業
ৼ
ڵ
施
策
を
一
૚
強
化
し
て
い
く
上

で
、
೶
業
の
あ
る
べ
き
࢟
や
、
持
続
可
能
な
೶
業
施
策
の

必
要
性
、
食
が
市
民
の
໋
に
直
݁
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

考
え
た
時
に
、
҆
定
し
た
೶
業
経
営
の
た
め
の
׳
行
೶
業

も
ৼ
ڵ
し
つ
つ
、
有
機
೶
業
の
ৼ
ڵ
を
新
た
な
࣠
と
す
る

方
਑
を
ଧ
ち
出
し
ま
し
た
。

市
民
の
݈
߁
૿
進
を
目
的
と
し
た
有
機
೶
業
の
ৼ
ڵ
に

ྗ
を
注
ぎ
࢝
め
、
有
機
೶
業
を
「
΄
ん
ま
も
ん
೶
業
」
と

Ґ
置
づ
け
ま
し
た
。「
本
来
の
೶
業
の
࢟
」「
本
来
の
味
が

す
る
೶
産
物
生
産
」
と
い
う
ҙ
味
を
ࠐ
め
た
も
の
で
す
。

推
進
฼
体
と
し
て
「
΄
ん
ま
も
ん
の
ཬ
・
う
す
き
」
೶

業
推
進
協
議
会
を
設
立
し
、
平
成
２２
年
に
は
೶
ྛ
ৼ
ڵ
課

内
に
「
有
機
೶
業
推
進
ࣨ
」
を
設
置
す
る
な
ど
行
政
と
し

て
の
ৼ
ڵ
体
੍
を
੔
え
ま
し
た
。

同
年
、
▽
自
然
環
境
と
の
調
࿨
▽
地
産
地
消
の
さ
ら
な

る
ଅ
進
▽
「
食
と
೶
」
の
強
い
৴
པ
関
܎
―
に
重
点
を
置

い
た
ӓ
٩
市
೶
業
の
あ
る
べ
き
࢟
を
念
಄
に
、「
΄
ん
ま

も
ん
の
ཬ
み
ん
な
で
つ
く
る
食
と
೶
業
ج
本
৚
例
」
を
੍

定
す
る
と
と
も
に
「
ӓ
٩
市
有
機
೶
業
推
進
ܭ
画
」
を
策

定
し
、有
機
೶
業
の
ৼ
ڵ
施
策
を
強
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
څ
৯
ാ
の
໺
ࡊ
」
ϓ
ϩ
δ
ỻ
ク
ト

「
ࣇ
ಐ
・
生
ె
の
݈
や
か
な
成
長
の
た
め
、
ӓ
٩
の
学

校
څ
食
を
地
元
の
०
の
໺
ࡊ
で
࿫
い
た
い
」

合
ซ
前
の
平
成
1２
年
か
ら
چ
ӓ
٩
市
で
は
、「
څ
食
ാ

の
໺
ࡊ
」
と
い
う
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
࢝
め
て
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
چ
ӓ
٩
市
の
学
校
څ
食
が
自
校

方
ࣜ
か
ら
η
ン
タ
ー
方
ࣜ
に
な
る
と
同
時
に
࢝
め
た
も
の

で
、
地
元
の
生
産
者
が
೶
ༀ
や
化
学
ං
料
を
ۃ
ྗ
࢖
わ
ず

に
࠿
ഓ
し
た
೶
産
物
を
څ
食
食
ࡐ
と
し
て
ڙ
څ
し
、
同
時

に
食
೶
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

څ
食
ാ
の
໺
ࡊ
は
、
̟
̖
（
直
売
組
৫
）、
生
産
者
、

行
政
（
೶
政
୲
当
と
学
校
څ
食
୲
当
課
）
が
連
ܞ
し
て
取

り
組
み
、
څ
食
ാ
で
の
೶
業
体
ݧ
、
څ
食
時
間
の
出
前
食

育
त
業
、
直
売
所
で
の
ൢ
売
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
平

成
17
年
の
合
ซ
後
も
こ
の
取
り
組
み
は
ܧ
続
し
、
地
産
地

消
型
の
有
機
೶
業
ৼ
ڵ
を
強
化
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
は
څ
食
ാ
の
໺
ࡊ
の
生
産
者
に
有
機
࠿
ഓ
を
推
進

し
、
当
時
ü0
人
΄
ど
い
た
生
産
者
の
う
ち
1２
人
が
有
機
೶

業
に
స
換
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
２２
年
か
ら
は
学
校

څ
食
へ
の
有
機
೶
産
物
の
ڙ
څ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

う
͢
͖
ເ
ଯ
ං
を
੡
଄
ɾ
ൢ
ച

有
機
೶
業
の
生
産
を
֦
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

◆◆◆◆◆◆

େ
෼
ݝ
ӓ
٩
ࢢ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

ࠤ
౻
　
Ұ
඙

େ
෼
ݝ
ӓ
٩
市
੓
ࡦ
؂

৯
จ
Խ
૑
଄
౎
市
ਪ
ਐ
ಛ
໋

―
有
機
೶
業
を
८
る
ἔ
は
じ
め
の
は
じ
ま
り
ἕ―

ੜ
ଶ
ܥ
Λ
࠶
ੜ
͢
Δ
೶
ۀ
ͱ
৯

「物࢈Μ·΋Μ೶΄」௕がೝূ͢Δࢢ
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特�集

は
౔
৕
環
境
の
վ
ળ
や
౔
づ
く
り
の
重
要
性
に
ର
す
る
理

解
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
が
、
現
状

は
各
೶
家
が
׬
ख़
ଯ
ං
を
作
っ
て
౔
づ
く
り
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
本
市
の
ా
ാ
を
౔
৕
ඍ

生
物
が
多
く
ॅ
む
環
境
に
໭
し
て
い
く
た
め
、
国
と
ݝ
か

ら
ࢧ
ԉ
を
受
け
、
౔
৕
վ
良
に
ద
し
た
׬
ख़
ଯ
ං
の
҆
定

ڙ
څ
を
行
う
「
ӓ
٩
市
౔
づ
く
り
η
ン
タ
ー
」
の
ݐ
設
に

ண
手
し
ま
し
た
。

同
η
ン
タ
ー
で
は
、
ओ
ݪ
料
と
な
る
地
域
の
૲
໦
（
８

ׂ
）
を
大
ن
໛
な
機
ց
の
ྗ
で
ࡉ
か
く
ค
ࡅ
し
、
発
߬
に

必
要
な
ྔ
の
ಲ
ฅㆵ

㇓

（
２
ׂ
）
と
ࠞ
ぜ
、
日
々
切
り
ฦ
し
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
発
߬
を
ଅ
し
、
６
カ
月
か
け
て
׬
ख़

ଯ
ං
を
製
଄
。
こ
れ
を
「
う
す
き
ເ
ଯ
ං
」
と
名
෇
け
、

೶
家
が
買
い
や
す
い
価
格
で
ൢ
売
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
売

り
・
ା
売
り
の
ଞ
、
ӓ
٩
市
環
境
保
全
型
೶
ྛ
ৼ
ڵ
公
社

が
運
ൖ
と
ࢄ
෍
作
業
を
受
ୗ
し
て
お
り
、
׬
ख़
ଯ
ං
の
҆

定
的
な
ڙ
څ
体
੍
に
よ
っ
て
有
機
࠿
ഓ
に
取
り
組
み
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

う
す
き
ເ
ଯ
ං
の
ൢ
売
を
࢝
め
て
か
ら
は
、
有
機
೶
業

者
が
૿
え
有
機
࠿
ഓ
໘
ੵ
も
広
が
り
、
新
ن
ब
೶
者
や
೶

業
生
産
法
人
の
新
ن
参
入
が
૿
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

΄
Μ
·
΋
Μ
೶
産
෺

平
成
２₃
年
に
は
、
う
す
き
ເ
ଯ
ං
な
ど
の
׬
ख़
ଯ
ං
で

౔
づ
く
り
を
行
い
、
౔
৕
環
境
を
重
視
し
た
೶
業
を
地
域

内
で
֦
大
し
て
い
く
た
め
、
化
学
ං
料
や
化
学
合
成
೶
ༀ

を
࢖
わ
ず
に
生
産
さ
れ
た
೶
産
物
を
ӓ
٩
市
長
が
ೝ
ূ
す

る
「
΄
ん
ま
も
ん
೶
産
物
ೝ
ূ
੍
度
」
を
੍
定
。
本
来
の

味
が
す
る
生
໋
ྗ
の
あ
る
೶
産
物
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、地
域
内
消
費
の
֦
大
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

΄
ん
ま
も
ん
೶
産
物
は
、
学
校
څ
食
で
の
活
用
と
と
も

に
市
内
֎
の
ス
ー
パ
ー
や
直
売
所
で
の
ൢ
売
が
࢝
ま
り
、

さ
ら
に
༮
ஓ
Ԃ
や
小
学
校
の
೶
業
体
ݧ
、
೶
ଜ
民
ധ
、
市

民
೶
Ԃ
や
オ
ー
ナ
ー
೶
Ԃ
、
市
֎
の
ҿ
食
ళ
な
ど
へ
と
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
΄
ん
ま
も
ん
೶
産
物
を

࢖
っ
た
メ
ニ
ỿ
ー
や
加
工
品
の

開
発
、
料
理
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

ө
ը
「
̍
̌
̌
೥
͝
は
Μ
」

本
市
の
取
り
組
み
を
ඳ
い
た
、
映
画
「
１
０
０
年
ご
は

ん
」
は
、ਫ
ݯ
ᔻㆉ

㇓

ཆ㇈
ㆄ

の
৿
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
ซ
せ
て
、

有
機
೶
業
の
取
り
組
み
の
ἔ
は
じ
め
の
は
じ
ま
り
ἕ
が
ඳ

か
れ
て
い
ま
す
。

ӓ
٩
市
民
の
食
と
݈
߁
૿
進
を
考
え
た
と
き
に
、ま
た
、

ӓ
٩
市
の
ਫ
環
境
、
ా
ാ
の
౔
৕
環
境
、
生
物
多
様
性
を
、

こ
の
ઌ
１
０
０
年
୯
Ґ
で
見
ਾ
え
た
と
き
に
、
現
在
の
有

機
೶
業
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
೶
ༀ
や
化
学
ං
料
が
ແ

く
て
あ
た
り
ま
え
の
時
代
に
໭
る
こ
と
が
๬
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ؾ
ީ
変
動
が
ܹ
し
い
ࡢ
今
、
生
産
性

を
ۃ
୺
に
མ
と
さ
な
い
技
術
と
ੲ
の
೶
業
者
が
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
知
ܙ
が
必
要
で
、
か
つ
ా
ാ
の
本
来
持
っ
て
い

る
生
໋
ྗ
の
回
෮
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
は
、
有
機
೶
産

物
を
࠶
生
産
で
き
る
価
格
で
ൢ
売
し
た
と
き
に
、
そ
れ
を

選
ん
で
く
れ
る
市
民
の
消
費
ҙ
ࣝ
の
ৢ
成
も
必
要
で
す
。

今
後
、
ӓ
٩
市
で
は
、
有
機
೶
業
の
ৼ
ڵ
だ
け
で
は
な

く
、
食
の
多
様
性
・
持
続
性
を
高
め
、
食
に
ま
つ
わ
る
॥

環
や
発
߬
を
ப
と
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
全
市
民
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
２
（
ٌ
ծ
を
θ
ロ

に
）
を
࣠
に
、
食
文
化
૑
଄
都
市
と
し

て
Ϣ
ネ
ス
コ
૑
଄
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
加
盟
を
目
指
し
、
小
都
市
な
が
ら

も
国
際
的
に
本
来
あ
る
べ
き
ਖ਼
し
い
॥

環
型
社
会
の
ま
ち
と
し
て
ೝ
ࣝ
さ
れ
、

市
民
が
ތ
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

өը「100年͝͸Μ」のϙελー

ӓࢢ٩౔ͮ͘Γηンλー

食څߍったֶ࢖Λ「ࡊ食ാの໺څ」
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会
を
得
て
、
そ
の
途
上
に
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、
持
続

可
能
な
未
来
へ
の
分
岐
点
と
捉
え
、
変
革
で
き
る
か
ど
う

か
の
大
き
な
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
を
お
読
み

の
皆
さ
ん
が
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
三
つ
の

視
点
を
共
有
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
注
）「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝M

illennium
 

D
evelopm

ent G
oals

）
と
は
、
２
０
０
０
年
９
月
の
国
連
ミ
レ
ニ

ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基

づ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
国
際
社

会
共
通
の
目
標
。
八
つ
の
目
標
（
①
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
②

普
遍
的
初
等
教
育
の
達
成
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
の
推
進
と
女
性
の

地
位
向
上
④
乳
幼
児
死
亡
率
の
削
減
⑤
妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
⑥
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
そ
の
他
の
疾
病
の
ま
ん
延
防
止
⑦
環
境

の
持
続
可
能
性
の
確
保
⑧
開
発
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
推
進
）
と
、
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
特
に
途
上
国
の
人
々
が
直
面
し
て
い
た
多
く
の
問
題
を
解

決
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
が
、
依
然
、
様
々
な
格
差
や
「
取
り
残
さ

れ
た
人
び
と
」が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
目
標
が
必
要
と
さ
れ
、

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
で
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
採
択
さ

れ
、
格
差
を
な
く
す
（「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」N

o one w
ill 

be left behind

）
こ
と
を
重
要
な
柱
と
し
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝Sustainable D

evelopm
ent G

oals

）
が
２
０

３
０
年
ま
で
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
と
、
１
９
９
２
年
に
開
催
さ
れ
た
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト
の

「
地
球
規
模
の
環
境
保
全
」
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
加
え
た
包
括
的
な
目
標
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
持
つ
新
し
さ
と
、 

普
遍
性
と
い
う
視
点

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
何
ら
か
の
活
動
を
既
に
し
て
い

る
人
た
ち
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
有
効
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、

一
つ
目
の
視
点
と
な
る
の
が
「
普
遍
性
」
で
す
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
幅
広
い
領
域
を
取
り
扱
っ
て
い

る
の
で
「
共
通
言
語
」
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
国
連
で

も
全
て
の
加
盟
国
（
１
９
３
カ
国
）
が
採
択
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
目
標
な
の
で
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

私
た
ち
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

団
体
名
の
な
か
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
掲
げ
、
市
民
社
会
の

視
点
か
ら
そ
の
達
成
を
目
指
し
、
２
０
１
７
年
２
月
に
法

人
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
１
４
０
団
体
余
り
が
会

員
と
な
り
、
政
策
提
言
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
前

身
は
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、（
注
））

の
達
成
を
目
指
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
立
場
か
ら
政
策
提
言
と
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
で
し
た
。
そ

こ
に
、
環
境
や
障
害
問
題
な
ど
幅
広
く
国
内
課
題
の
解
決

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
が
合
流
し
、
誕

生
し
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
我
々

の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０

３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
以
下
「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」）

の
作
成
そ
の
も
の
に
市
民
社
会
の
立
場
か
ら
発
言
し
て
き

た
メ
ン
バ
ー
が
何
人
も
い
る
こ
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
は
取
り
扱
っ
て
い
る
領
域
が
幅
広

い
た
め
、
ど
こ
を
入
り
口
に
し
て
理
解
を
深
め
た
か
に
よ

っ
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
国
際
貢
献
的
な
文
脈
で

捉
え
た
り
、
環
境
保
全
的
な
文
脈
で
捉
え
た
り
、
技
術
革

新
の
文
脈
で
捉
え
た
り
、
ま
だ
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
の

が
現
状
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
1２
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
（
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
）」
か
ら

地
域
活
性
化
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
と
い
う
特
集
に
あ
た

り
、
地
域
の
実
践
を
市
民
社
会
か
ら
の
視
点
で
執
筆
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
際
的
に
採
択
さ
れ
た
「
２

０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
、
ど
の
よ
う
に
日
本
の
地
域
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
、
市
民
社
会
の
視
点
か
ら
そ
の

コ
ツ
も
含
め
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
産
と
消
費
の
行
動
は
大
き
く
変
革
で
き
る
機

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
1
）

持
続
可
能
な
消
費
と
生
産

持
続
可
能
な
地
域
の
た
め
の

�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

特�集
副基調論文

新
田
　
英
理
子

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
・
事
務
局
長

―
市
民
社
会
の
視
点
か
ら
達
成
目
指
す
―
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と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
違
反

を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
の

で
は
な
く
、
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
活
動
や

行
動
を
評
価
す
る
こ
と
に
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
私
は
理
解
し
て

い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
最

初
に
目
的
や
目
標
を
ど
の
く
ら
い
擦
り
合
わ

せ
ら
れ
た
か
が
、
活
動
の
成
果
に
大
き
く
影

響
す
る
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
（
ゴ
ー
ル
）
に
次
ぐ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

全
部
で
１
６
９
あ
る
中
目
標
を
活
用
し
、
活

動
の
目
標
を
も
う
一
度
擦
り
合
わ
せ
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
治
体
も
民
間

事
業
者
も
町
会
も
、
そ
し
て
地
域
で
活
動
し

て
る
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
超
え
た
共
通
の
目
標
を
設
定
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
複
数
の
目

標
を
同
時
に
達
成
し
よ
う
と
す
る「
統
合
性
」

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
代
に

入
り
、「
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
る
」
こ
と
が
目
標
設
定
に
お
い

て
も
重
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

も
、
地
域
の
課
題
が
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
個

別
化
し
、
様
々
な
も
の
が
重
な
り
合
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
社
会
の
課

題
は
全
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、
分
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
総
合
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
（
第
２
節
「
総
論
」、
第
５
節
「
新
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の

特
徴
」、
第
1₃
節
「
統
合
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
」

な
ど
）。「
社
会
」「
経
済
」「
環
境
」
を
全
体
的
に
捉
え
て

お
り
、
こ
っ
ち
を
立
て
た
ら
あ
っ
ち
が
立
た
な
い
と
い
う

矛
盾
点
（「
ト
レ
ー
ド
オ
フ
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

を
了
解
し
た
う
え
で
、
持
続
可
能
な
開
発
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

「
生
産
と
消
費
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

取
り
組
み

二
つ
目
の
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
工
夫
を
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
置
き
換
え
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
フ
ー
ド
ロ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
の
は
、

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

だ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る

と
い
う
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
々
、
消
費
行
動
を
続
け
て
い
る
私
た
ち
が
、
フ
ー
ド

ロ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
取
り
組
む
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
目
標
1２
の
中
に
「
２

０
３
０
年
ま
で
に
小
売
・
消
費
レ
ベ
ル
に
お
け
る
世
界
全

体
の
１
人
当
た
り
の
食
料
の
廃
棄
を
半
減
さ
せ
、
収
穫
後

損
失
な
ど
の
生
産
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
食
品

ロ
ス
を
減
少
さ
せ
る
」と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

世
界
有
数
の
食
料
廃
棄
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
１
人
当

た
り
１
日
１
杯
（
１
３
２
㌘
）
の
ご
飯
を
廃
棄
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
数
字
で
示
さ
れ
る
と
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
の
話
を
聞
い
た
と
き
に
は
「
そ
れ

特�集
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は
良
く
な
い
こ
と
だ
」
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
行
動

を
実
践
し
続
け
る
に
は
、
た
く
さ
ん
の
選
択
肢
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
２
０
１

８
年
の
総
会
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
行
動
宣
言
」（https://jccu.

coop/activity/SD
Gs/

）
を
採
択
し
、
全
国
各
地
の
生

協
（
コ
ー
プ
）
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
が
開
催
す
る
第
２
回
「
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ワ
ー
ド
」
で
内
閣
官
房
長
官
賞
を
獲
得
し
た
こ
と
も
、

各
地
で
の
活
動
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
▽
冷
蔵
庫
の
中
の
賞

味
期
限
が
近
い
も
の
を
メ
モ
し
て
張
り
出
し
、
買
い
物
に

行
く
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
▽
お
買
い
得
品
に
飛
び
つ
か

ず
、
そ
の
日
食
べ
る
分
だ
け
を
買
う
▽
作
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
、
家
族
で
「
夕
飯
い
る
い
ら
な
い
」
の
情
報
を
決
ま

っ
た
時
間
ま
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共
有
す
る
―
な
ど
な
ど
。
フ

ー
ド
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
市
民
は
「
買
い
物
は
投
票
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
、
エ
シ
カ
ル
な
買
い
物

を
後
押
し
す
る
た
め
の
「
ぐ
り
ち
ょ
」
と
い
う
双
方
向
の

情
報
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
す
。（https://guricho.

net/about

）。

こ
れ
ま
で
は
家
事
を
す
る
人
が
考
え
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
た
取
り
組
み
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
す
る
と
い
う
視

点
で
捉
え
直
し
、
生
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
と
し
て
後
押
し

し
た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

民
間
企
業
に
お
い
て
も
、
パ
ン
を
売
り
切
れ
る
分
だ
け

し
か
作
ら
な
い
「
捨
て
な
い
パ
ン
屋
さ
ん
」
が
話
題
に
な

っ
た
り
、
１
０
０
％
自
然
由
来
の
弁
当
容
器
を
製
作
す
る

技
術
が
発
明
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
地
域

づ
く
り
活
動
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
を
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

に
置
き
換
え
て
み
る
だ
け
で
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が

出
て
く
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う 

視
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
理
念
と
し
て
、
市
民
社
会
か

ら
も
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
と
い
う
視
点
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
目

標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
方
を
反
省
し
、「
一
番
難
し

く
複
雑
な
問
題
こ
そ
一
番
に
取
り
組
む
」
と
い
う
理
念
も

あ
り
ま
す
（
第
４
節
）。
残
る
９
年
間
で
、
持
続
可
能
な

生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
目
標
を
は
じ
め
と
し
て
、
17

目
標
す
べ
て
を
達
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
や

り
方
や
考
え
方
を
大
胆
に
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」と
い
う
理
念
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
は
元
来
、「
誰
か
」

だ
け
が
行
う
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う
発
想
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

地
域
に
お
け
る
環
境
課
題
や
社
会
課
題
に
取
り
組
む

「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
実
践
に
あ
た
り
、
特
に
重
要

視
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」

と
「
包
摂
性
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）」
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
多
様
性
や
包
摂
性
を
実
践
す
る
も
の
と
し
て

参
画
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
も
、

九
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
と
四
つ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に

よ
っ
て
、
３
年
近
く
議
論
さ
れ
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
（
図
表
参
照
）。
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
参
画
を
保
障
す
る
こ
と
、
特
に
当
事
者
の
視
点

を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
の
必

要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
の
第
１
回
内

閣
総
理
大
臣
賞
は
北
海
道
下
川
町
が
受
賞
し
た
こ
と
は
有

名
で
す
が
、「
下
川
町
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
策
定
に
あ
た
っ

て
役
場
職
員
と
町
内
公
募
委
員
を
半
々
と
し
、
か
つ
40
歳

代
以
下
で
議
論
を
重
ね
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
も
配
慮
さ
れ
た
委
員
構
成
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。

札
幌
市
も
２
０
１
８
年
当
初
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
長
年
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ブ
教
育
を
推
進
し
て
き
た
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校
「
遊
」

は
、
小
冊
子
「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ 

北
海
道
の
地
域
目
標
を
つ
く
ろ

う
」
と
そ
の
２
を
２
０
１
７
年
と
翌
18
年
に
発
行
し
ま
し

SDGs 採択 5周年イベントで作った、食材全てが植物由来の「SDGs ウエディングケーキ」
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ݖ
や
多
様
性
、
公
平
公
ਖ਼
、
包
摂
性
と
い
っ
た
こ
と
に
は

関
心
が
ബ
い
よ
う
に
感
じ
、
特
に
身
近
な
社
会
的
ऑ
者
の

現
状
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
文
脈
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
ҙ
ࣝ
か
ら
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
」
と
い
う
活
動
を
࢝
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
ෆ
ొ
校
ʗ
Ҿ
き
こ
も
り
」「
生
き
物
」「
一

人
਌
家
ఉ
」「
障
害
者
」「
֎
国
人
」「
性
的
Ϛ
イ
ϊ
Ϧ
テ
ィ
」

と
い
う
࿡
つ
の
テ
ー
Ϛ
で
「
市
民
ର
話
の
会
」
を
開
催
。

生
き
づ
ら
さ
に
直
໘
し
て
い
る
人
た
ち
の
現
状
を
、
地
域

で
活
動
し
て
い
る
ࢧ
ԉ
者
か
ら
聞
き
、
ど
う
す
れ
ば
誰
も

が
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
か
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
が
広
く

ਁ
ಁ
す
る
よ
う
、
ର
話
の
様
子
を
冊
子
に
ま
と
め
ݝ
民
に

配
෍
し
て
い
ま
す
。

市
民
ର
話
の
会
の
テ
ー
Ϛ
と
講
ࢣ
は
次
の
通
り
で
す
。

ᶃ
「
ෆ
ొ
校
ʗ
ͻ
き
こ
も
り
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ

て
  
（
講
ࢣ
ử
੕
ᒍ
国
際
高
等
学
校
෋
ࢁ
キ
ャ
ン
パ
ス

長
・
飯
ా
良
ஐ
さ
ん
）

ᶄ
「
生
き
物
」
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử
෋

ࢁ
大
学
生
物
ݍ
環
境
科
学
科
教
त
・
ԣ
ാ
ହ
ࢤ
さ
ん
、

ג
ࣜ
会
社
ࢁ
の
ϋ
ム
工
房
ゴ
ー
バ
ル
代
表
取
締
役
・
ੴ

ݪ
ܿ
さ
ん
、
ג
ࣜ
会
社
ౡ
ా
໦
ࡐ
代
表
取
締
役
社
長
・

ౡ
ా
༏
平
さ
ん
）

ᶅ
「
一
人
਌
家
ఉ
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講

ࢣ
ử
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ϋ
ッ
ピ
ー
ウ
ー
Ϛ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

理
事
・
小
ྛ
ྋ
子
さ
ん
）

ᶆ
「
障
害
者
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
෱
理
事
長
・
ീ
໦
উ
自
さ
ん
）

ᶇ
「
֎
国
人
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  
（
講
ࢣ
ử
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
や
ま
代
表
・
ٶ
ా
ົ
子
さ
ん
）

た
。
行
政
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
に

く
い
ઌ
ॅ
民
族
の
ݖ
ར
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
関
連
෇
け
、
今
も

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ϗ
ル
ダ
ー
と
共
に
札
幌
の
ま
ち
づ
く
り

や
೶
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い
て
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
Ւ
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

で
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
問
題
や
課
題
が
見
え
て
き
て
お

り
、
そ
れ
を
ษ
強
し
合
お
う
と
い
う
取
り
組
み
が
૿
え
ま

し
た
。
෋
ࢁ
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
「
環
境
市
民

社
会
プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム
と
や
ま
」（
Ｐ
̚
̘
と
や
ま
）

を
঺
հ
し
ま
す
。

Ｐ
̚
̘
と
や
ま
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
環
境
の
こ
と
」
と

い
う
ೝ
ࣝ
が
市
民
に
は
強
く
、
୤
୸
ૉ
や
୤
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
よ
う
な
有
名
な
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
高
い
が
、
人

ᶈ
「
性
的
Ϛ
イ
ϊ
Ϧ
テ
ィ
」
で
も
生
き
や
す
い
෋
ࢁ
っ
て
  

（
講
ࢣ
ử
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
෋
ࢁ
代
表
ʗ
෋

ࢁ
大
学
।
教
त
・
ྛ
Ն
生
さ
ん
）

各
回
の
総
合
フ
Ỹ
シ
Ϧ
テ
ー
タ
ー
ử
ג
ࣜ
会
社
た
が
や

す
代
表
取
締
役
の
ླ
໦
ߞ
平
さ
ん
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
カ
ー
ử

ඉ
口
ࡊ
ඒ
߳
さ
ん
と
Ԟ
໺
ඒ
ཬ
さ
ん
、
グ
ル
ー
プ
フ
Ỹ
シ

Ϧ
テ
ー
タ
ー
ử
Ｐ
̚
̘
と
や
ま
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
時
開
催
し
、
会
場
と
な
っ
た
お
ࣉ

に
集
ま
っ
た
地
域
の
人
た
ち
と
、
全
国
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
の
２0
人
ఔ
度
が
ର
話
を
重
ね
た
そ
う
で
す
。
ର

話
の
様
子
を
Ϧ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ֆ
や
文
字
に
お
こ
し
て
い

く
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。
ର
話
が
深
ま
る
よ
う
に
誰
も
が
҆
心
し
て
話
せ

る
場
作
り
に
も
心
を
配
り
、
各
人
の
内
発
性
や
૬
ޓ
の
ؾ

づ
き
を
ଅ
す
こ
と
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

冊
子
も
作
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
あ
ま
り
前
໘
に
出
さ

ず
に
い
ろ
い
ろ
な
人
に
ؾ
ܰ
に
手
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
工
夫
を
ڽ
ら
し
た
そ
う
で
す
。
冊
子
は
、
Ｐ
̚
̘
と
や

ま
の
ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
（https://

X
X

X
.pectoyaN

a.org/post/SD
G

snMbtoyaN
a�

booL

）。
͜
Ε
か
ら
ඞ
ཁ
な
͜
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
1２
の
達
成
に
向
け
、
企
業
・
行
政
・

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、個
々
で
の
実
践
が
中
心
で
「
生
産
」
と
「
消

費
」
が
॥
環
す
る
持
続
可
能
な
活
動
に
は
ま
だ
な
っ
て
お

ら
ず
、「
生
産
・
消
費
」
活
動
の
変
革
に
向
け
た
実
践
例

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ਤදɹΞδΣϯμ ���� Ίͷ۝ͭͷϝδϟʔάͨ͏ߦ௚͠౳Λݟ΋ࡏݱఆաఔ͓Αͼɺࡦ
ϧʔϓͱɺαϒάϧʔϓʢMGoS MaKoS GSoups and otheS StaLeholdeSsʣ

����೥ϦΦαϛοτΛى఺ͱ͍ͯ͠Δ�άϧʔϓ
� 8omen ঁੑ
� $hildSen and :outh ͜Ͳ΋ͱएऀ
� *ndiHenous 1eoples ઌॅຽ
� Non�GoveSnmental 0SHani[ations ຽؒඇ੓෎૊৫
� -oDal "uthoSities ஍ํ࣏ࣗମ
� 8oSLeSs and 5Sade 6nions ࿑ಇऀͱ࿑ಇ૊߹
� #usiness and *ndustSZ Ϗδωεͱۀ࢈ք
� SDientip D and 5eDhnoloHiDal $ommunitZ Պֶऀͱٕज़ίϛϡχςΟ
� 'aSmeSs ೶ऀۀ

ͦͷ΄͔ͷ౰ऀࣄ
0ldeS peSsons ऀྸߴ
1eSsons with disabilities োऀ֐
-oDal Dommunities ஍Ҭʢ౎ࢢ෦ɺ஍ํ෦྆ํʣ
7olunteeS HSoups ϘϥϯςΟΞάϧʔϓ
'oundations ஂࡒ
MiHSants Ҡຽ

特�集

33 2021・7月号 地域づくり 特集編 2021・7月号地域づくり 特集編 32

4%(Tͱ஍Ҭੑ׆Խʢ1ʣ࣋ଓՄೳͳফඅͱੜ࢈

౦ژ౎ᐻݪଜʢQ̔ô̕ʣ
໦Λ·Δ͝ͱ�ຊ͔͢׆औΓ૊ΈɻᐻΛࢬ෇͖ͷ··͔ࢁΒൖग़
͢Δ

2 ๺ւಓԼ઒ொʢQ̒ô̓ʣ
ҰͷڮόΠΦϏϨοδ಺ʹ͋Δ集ॅԽॅ୐ɻ෯ੈ͍޿ଳ͕ੜ׆Ͱ
͖ΔΑ͏�-%,͔Β�-%,·Ͱ͋ށ��Δ

1

ʢQ��ô��ʣࢢ౎ژ౎෎ژ
ੜऀ࢈ͷ΋ͱ΁௚઀଍Λӡͼɺ৴པؔ܎Λߏங
5࿨ՎڮݝࢁຊࢢʢQ��ô��ʣ

ֶशࢧԉʮؤுͬͯ·͢ʂʯ
6

ਆಸ઒ݝԣ඿ࢢʢQ��ô��ʣ
஍ݩখֶߍͷ�೥ੜ͕࠿ഓ͔Βൢച·ͰΛϓϩ
σϡʔε

3෋׈ݝࢁ઒ࢢʢQ��ô��ʣ
͘·ʹࢁᕓΛංྉʹม͑ɺ࢒ɺ͠޻ͰՃߍΛัΓɺֶڕ
͜ͱͰւ͕๛͔ʹͳΔ͜ͱΛ໨ͨ͠ࢦ

4

3

1

2

07月号特集編_00_表2-3_再林.indd   全ページ 2021/06/16   16:09



2021 年７月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター　©2019  jcrd.jp
東京都中央区日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル 13階 電話 03-5202-6131（代）https://www.jcrd.jp/　印刷・製本／株式会社太平印刷社

ຊࢽ͸ɺ ͷࣾձ޿ݙߩใۀࣄͱͯ͠ॿ੒Λड͚࡞੒͞Εͨ΋ͷͰ͢

地
域
づ
く
り
�
月
号�

特
集
編
（
通
巻
３
８
５
号
）　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化（
�
）
持
続
可
能
な
消
費
と
生
産　

ྩ
࿨
3
೥
7
݄
̍
೔ɹ

一
ൠ
ࡒ
ஂ
๏
人ɹ

地
域
׆
性
Խ
η
ϯ
λ
ー
ൃ
ߦ

ࢠௐ࿦จʗେ࿨ాॱج
ポストコロナ時代のＳＤＧｓと持続可能な生産消費

๺ւಓԼ઒ொʗُా৻࢘
バイオマス燃料を核に集落再生

౦ژ౎ᐻݪଜʗ੨໦྄ี
豊富な森林資源で村づくり

ਆಸ઒ݝԣ඿ࢢʗࠓଜඒ޾
廃棄海藻を活用し地域産品づくり

෋׈ݝࢁ઒ࢢʗਣ୩੓඙ɺࠤ౻༟ࢠ
持続可能な漁業へイワシを活用

ʗ஛Ҫ३ฏࢢ౎ژ౎෎ژ
「乾燥」で廃棄野菜に新たな価値を

࿨Վڮݝࢁຊࢢʗࠤ౻ণޗ
子どもたちの夢や希望を応援

ಙౡݝʗ۽ඌխ඙
「エシカル消費」を全国へ

ஐඒࢁʗಃࢢඒ߳ݝ஌ߴ
「おすそわけ」でもっとつながる地域に

෱Ԭݝ๺۝भࢢʗఐɹًݩ
商店街から始まるまちづくり

ʗ๺઒݈ଠࢢ໺خݝլࠤ
普遍的価値を磨き、持続可能な温泉地に

ࢠজాݪʗࢢຊ۽ݝຊ۽
フェアトレード熊本モデル構築へ

େ෼ݝӓࢢ٩ʗࠤ౻Ұ඙
生態系を再生する農業と食

෭جௐ࿦จʗ৽ాӳཧࢠ
持続可能な地域のためのＳＤＧｓの実践

໨�࣍ άϥϏΞද�

�ʙ�

�ʙ�

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

��ʙ��

�ʙ�

��ʙ��

2021

7
ISSN  1340-8917

特集編

4%(Tͱ஍Ҭੑ׆Խʢ1ʣ
࣋ଓՄೳͳফඅͱੜ࢈

07月号特集編_00_表1-2.indd   全ページ 2021/06/16   13:39


